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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　魂の恋人ソウル・ラヴアー……。

　それは唯ゆい一いつ無む二にの恋こい人びと。

　俺はそんな恋人が心から欲しい。人生を賭かけている。中学三年間も家に引きこもって、魂の恋人を探すためのＳＮＳコミユニテイーサイトを開発した程度には死ぬほど本気だ。

　そして高校生になった今、「人生ただ一度きりの恋人」を探し始めた俺はそのＳＮＳの中で……なぜかハーレム状態になっていた。




「メシア様～！　早くそのクリームソーダを飲みきって、私のチョコレートパフェを食べてくださ～い！」

「ダメよ！　メシア様は私とマカロンを食べるの！」

「違ちがうわ私とパンケーキを──」

「えーいこのスイーツどもが！」

　ワンピースドレスを着た十名ほどの少女たちに囲まれていた俺は、たえきれず声を出す。

　辺りに咲さき誇ほこる花々は風に揺ゆれ、俺のピュラアバターが着ていた白のロングコートもはためいていた。汚けがれた恋れん愛あいがはびこるこの世で「魂の恋人思想」を掲かかげる俺にふさわしく〝メシア〟と名づけられたそれは、マトリクス数字の行列が作り出した芝しば生ふの上に座って少女からクリームソーダを差し出されている。

　しかもそのグラスには……なぜか飲み口が二つあるハート形のストローが挿ささっていた。

「なんだこのリア充じゆう臭くさいストローは！　チャラい。明らかにチャラい。やはり俺は、こんなこと……!!」

　葛かつ藤とうそのままに俺は自身のオールバックを手で押さえつけて頭を抱かかえる。

　──ここは、俺が魂の恋人を探すために作ったネット空間〝ピュアランド〟だ。今いるエリアは、まるでおとぎ話のように温かな雰ふん囲い気きをかもす草原だった。

「さぁ、メシア様。早く私と一いつ緒しよにクリームソーダを飲みながら愛をささやき合いましょう。そして最後に……コースターの裏に書かれた私からのメッセージを読んでください」

　目の前に座っていた少女が、頰ほおを染めつつストローをくわえた。

　いかにもその〝メッセージ〟で告白されそうな状じよう況きようだが……これは、俺がピュアランドで開いた純愛イベントの一いつ環かんである。

　しかし、目の前に座る少女の瞳ひとみは明らかにマジだ……。

「って、ちょっと待て。まさか俺……ここにいる女の子全員と飲み食いしつつ愛をささやき合うのか!?」

　今さらながらに事態を把は握あくした俺は、みんなが持つジュースやスイーツを見てうろたえてしまう。今の時代、ネット空間とはいえある程度リアルの体と感覚が共有されている。甘い物を大量に飲み食いするなんてある意味で拷ごう問もんだ。

　……ログアウトしたとき、吐はくかも。

「なにが〝ピュアランド〟よ！　開発者が率そつ先せんしてリア充みたいなことして……!!」

　不意に、近くで声が聞こえる。目を向けると、そこにはお姫ひめ様さまが着るような豪ごう華かなドレスを身にまとった金きん髪ぱつの美少女がいた。長い前まえ髪がみを左右に分けて肩の下まで垂らし、澄すんだアメジストの瞳ひとみをのぞかせている。俺の周りに集まっている少女たちとは段だん違ちがいの美しさ。そのたたずまいにはまさに圧巻というべき〝美〟が──。

「一人でリア充ライフを楽しんで……う、うらやましくないんだからね!!」

　彼女は両手を握にぎりしめると、力の限りそう叫さけんでいた。

「……え、うらやましいのか？」

「うらやましくないって言ってるでしょうが！　リア充なんて爆ばく発はつして爆ばく裂れつして爆散しちゃえばいいのよ!!」

　……あれ？　あ、圧巻ともいうべき……美??

　見た目と言動のギャップに戸と惑まどい、俺は啞あ然ぜんとしてしまう。

　というか、〝メシア〟たる俺とはしゃいでいる女子がうらやましいわけではなく、俺がリア充ライフを満まん喫きつしていることがうらやましいって……。

　一人で考えこんでいると、彼女は「ピュアランドの風紀を乱したメシア様には粛しゆく清せいが必要だわ。自ら垢あかＢＡＮしたくなるほどのね」と言い、目に怪あやしい光を宿してムチを出現させる。

　──ビシッ、ビシッ、ビシッ。

　彼女は小気味よくムチを鳴らしつつこちらへ近づいてくる……。

　ヤバい！　この子本気だ!!

　彼女に他人のアカウントを削さく除じよする権限はないため、俺が自ら垢ＢＡＮしたくなるほどムチで叩き尽つくすっていうのか……。

　背筋に悪お寒かんが走り、慌あわてて操作画面を開いてムチに備える。その際に彼女のプロフィールを見て名前が〝セフィア〟であると知った。

「ま、待てセフィア！　確かに俺もこの状況は少しチャラい気がするが……彼女たちなりの〝純愛〟を表現したイベントなんだ！　ならば俺はピュアランドの管理者として、その純愛も受け止めなければならない!!」

「言い訳乙おつ」

「いやマジで！　ほんと！　っていうかリア充もなにも、ここはリアルじゃないし!!」

　俺の言葉を無視して、セフィアはムチを鳴らしつつ近づいてくる。言葉が通じないとわかった今、俺は事前に展開していた操作画面へ目を走らせた。

　早く管理者権限であの子を止めて……いや、ダメだ。もし管理者権限を濫らん用ようすれば、俺は純愛の求道者として失格だ。しかし〝メシア〟ともあろう者がログアウトして逃にげるなんて威い信しんにかかわるし、なにか方法は──。

　一人で悩なやんでいると、ふと、振ふり袖そで袴はかま姿すがたの少女が現れる。つややかな黒くろ髪かみを揺らすその様は、まるで大正時代の女学生のように清せい楚そだった。

　騒さわがしいこの場において、彼女の周りだけが静かな空気に包まれているような雰囲気。セフィアの対応に追われていたはずの俺が、思わず目をとめてしまった。

　プロフィールを確かく認にんすると……名前が〝アオイ〟だとわかる。

　そのアオイは、セフィアの肩かたに手を置くとそっと首を横へ振ふった。

「……彼がもし本当にその程度の男なら、ここは〝ピュアランド〟ではなかったということ。今しばらく様子を見ましょう」

「……あいつがピュアに見える？」

　セフィアは疑わしげにこちらを見つめていたが……やがて、怒いかりがそのまま悲しみに変へん換かんされたかのようにそっと目を伏ふせる。

「私……本気で魂の恋人を探してるんだからね」

　誰だれに言うでもなくそうつぶやくと、セフィアは踵きびすを返して去ってしまった。

　それを見たアオイは、こちらへ目を向けるとしばらく黙だまりこむ。

「……メシア。魂の恋人探しはもう始まっているのよ？」

　憂うれいを秘ひめた瞳で、彼女はそう漏もらす。

　警告とも心配とも……自問ともとれる、不思議な響ひびきだった。

　そして俺が口を開こうとしたそのとき──彼女はいきなり消えてしまう。

「……ログアウトか……」

　唐とう突とつに現れた二人の少女たち。静と動のように性格の違う二人だったが……どちらもいずれ劣おとらぬピュアガールであった。

　この俺と同じく、ハーレム状態にある俺をいいとは思えない人たち……。そう、ハーレム状態にある俺を──。

「メ・シ・ア・様ぁ～！　もう……これ以上焦じらさないで!!」

　目の前に座っていた少女は、ついに我が慢まんの限界を迎むかえたのか俺の口へストローを差しこもうとする。

　すると、周りに集まっていた少女たちが一いつ斉せいに押し寄せ「「私たちも焦らさないで～!!」」とスイーツを俺の口へ突つき出してきた。

「いや、ちょっ……そんなに無理だから!!」

　焦あせって抗こう議ぎする俺を無視して、少女たちはこちらに迫せまる。そしてその胸が俺の体に押し当たってきた。

　もにゅっと潰つぶれた胸たちはその柔やわらかな感かん触しよくで俺の体中を心地ここちよく圧あつ迫ぱくする。バーチャルなのに女の子の甘い匂においが強く香かおり、リアルで起こっている出来事かと錯さつ覚かくした。

　実際、彼女たちには〝俺に胸が当たってる感触〟があるはずだ。それなのにこれは──。

「って、だから俺が欲しいのはハーレムじゃないんだぁぁぁぁぁ!!」
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　部屋のカーテンの隙すき間まからは朝あさ陽ひがさしこんでいた。俺はベッドから降りると机の前へ行き、ＡＲメガネをかけて三日月形のネックレスをつける。

　俺の生体電気信号をネックレスが読み取りＡＲメガネへ転送すると、視界に半はん透とう明めいのＰＣディスプレイが浮うかび上がった。そして空中に〝在る〟ように見えるアイコンをクリックするため、長い引きこもり生活で瘦やせて色白くなった腕うでを伸のばす。

　すると、視界が一転してチャット画面が表示された。





AITO:カケルは純白な少女を自分の欲よく望ぼうのままに汚したいだけなんだろ[image: （｀Д´）]






　新着コメントを見た俺は、いきなり吹ふいてしまう。

「な……なんだこれ!?」

　慌てて記き憶おくを探さぐると……そのコメントが、昨夜のチャットの続きだと気づいた。

「ＡＩＴＯアイトめ……もうあの議論は終わったと思ってたのに、強ごう情じようなヤツだ」

　……そう。俺は昨夜、ＡＩＴＯというネット友達と「自分が求める魂の恋人ソウル・ラヴアーとはどんな人か？」について激論を交かわしていたのだ。





KAKERU:俺は純真無む垢くならぬ〝純心無垢〟な子がいいと書いただけだろ!?　なんで欲望のままに汚すことになる!!






　空中に表示された仮想キーボードへ指をすべらせてそう打ちこむと、ほぼ秒で『だってそれ、つき合ったら自分色に染めるってことじゃないか!!』とコメントが返ってきた。





KAKERU:ちょっ、おま……まさかずっと起きてたのか!?

AITO:当たり前さ。だってまったく納なつ得とくいかないし[image: （｀ɛ´＃）]!!






　凄すごい……。純愛を極きわめんとするこの俺が、今、どん引きしたほど凄い……。

　ＡＩＴＯ──彼は俺よりずいぶん年上らしいが、妙みように気が合ったため引きこもっている間たまにこうやってチャットをしていた。そのせいか今ではすっかりタメ口だ。





KAKERU:っていうか俺は逆に、ＡＩＴＯの考える魂の恋人に納得がいかん。「僕を好きになってくれて、僕を迎えに来てくれる人がいい」だなんて……完全な受け身だろう！

AITO:受け身でなにが悪いのさ？　攻せめと受けがいるからカップリングが成り立つんだろ[image: （^q^）]

KAKERU:攻めと受け……その言い方、なんかＢＬっぽいからやめろ！

AITO:ははっ、ＢＬ大いに結構だね。アレはアレで〝純愛〟だろ～

KAKERU:黙れオッサン！　男が言うとゲイのカミングアウトだぞ！






　互たがいにオーバーヒートしているせいか、話が段々変な方向へ進んでいる気がする……。





KAKERU:ＡＩＴＯ、俺、もうすぐ登校の準備をしないといけないんだが

AITO:音声通話だったら話しながら準備できるのにね～。遅ち刻こくお疲つかれさま

KAKERU:勝手に遅刻にするなよ！　むしろお前は音声通話をやらないだろうが!!

AITO:それはお互いさまだろ[image: （^-^）]






　……くっ。確かにお互いさまだ。





KAKERU:俺は……中学三年間も引きこもってたから、ちょっと「喋しやべり方」を忘れただけだ。……幼なじみたちとは普ふ通つうに話せるんだが……

AITO:それは重じゆう症しようだなぁ……。でもそのおかげでピュアランドができたじゃないか、カケル……いや、メ・シ・ア・様ぁ～[image: （^q^）]

KAKERU:ちょっ、ピュアランド以外でその名を出すな！

AITO:なにを恥はずかしがってるんだい～？　カケルは、汚けがれた恋れん愛あいがはびこるこの世で「魂の恋人思想」を掲かかげるメシア様なんだろぉ～??

KAKERU:い、一応俺はピュアランドの開発者にして管理者だからな。それなりの名前というものがあるだろ

AITO:ふ～ん。なら僕はさしずめ、メシア様を手助けした愛の徒……愛徒ＡＩＴＯだね

KAKERU:手助け……そうだな。ＡＩＴＯにはピュアランドのことで色々と相談にのってもらったし、感謝してるよ。システムの内容を一人ですべて考えるのは、正直難しかったからな

AITO:少しはプログラミングもできるから、たまにシステム構築も手伝ったしね

KAKERU:あぁ……ピュアランドには、俺とＡＩＴＯの思い出がつまっている。そしてそのピュアランドがついに、今日の放課後から始まるんだ






　そう打ちこんだ直後、俺は感かん慨がい深ぶかさを覚え……指を止めた。

　元々プログラミングができたわけではない。だが、魂の恋人への想おもいが、情熱が、俺をつき動かしたのだ。寝ねる時間は無む駄だ！　食う時間も無駄！　そして学校へ行く時間も無駄無駄無駄ぁぁ!!　……そうやって俺は、世せ俗ぞくを捨てた修しゆ行ぎよう僧そうのようにこの部屋でただただプログラミングを勉強し続けた。そして一年半かけてスキルを習得した頃ころにネット上で出会ったのが……ＡＩＴＯだ。





AITO:きみの「魂の恋人思想」をブログで見たときは、本当に目から鱗うろこが落ちたよ[image: （;_;）]　僕も嫌いや気けがさしてたんだ……誰かとつき合っては別れ、つき合っては別れをくり返すリア充じゆうたちにさ

KAKERU:そうだな……俺はそんなつき合い、嫌だ

AITO:僕だってそうさ。リア充なんてきっとカラオケに行っては軽々しくイチャイチャして、夜の公園へ行ってはピーとかポーとか検けん閲えつ満まん載さいのことをして…………テメェら、〝自主規制〟って言葉を知らないのかぁぁぁぁぁ[image: （｀Д´）]!!

KAKERU:お、落ち着けＡＩＴＯ……

AITO:と、とにかく僕はきみの考えに大賛成さ。〝魂の恋人の定義〟については一生わかり合えそうにないけどね[image: （｀－´メ）]






　こいつ……結構根に持つな。

　そう思いつつも、俺は「魂の恋人思想をブログで見た」というコメントを見て苦く笑しようする。





KAKERU:まさか引きこもりを始めた直後に書いたブログを、一年半も経たってから見られるとはな。不思議な出会いだ

AITO:そうだね。もしかしたら、僕らが出会ったのは運命だったのかもしれない

KAKERU:ちょっ、ＡＩＴＯ……またゲイ臭くさいことを！

AITO:ふふっ……照れなくてもいい──って、あれ？　そろそろきみの幼なじみたちが迎えに来る時間じゃ──






　そこまでコメントを読んだとき、唐突に俺の頭からＡＲメガネが外れる。

「こぉぉら翔かける！　登校時間だってのにパソコンして……高校入学十日目にしてもう引きこもりに逆ぎやく戻もどりするつもり!?」

　翔……そう、俺の本名は夜よ空ぞら翔だ。

　その名を耳元で叫さけんだヤツを確かく認にんしようと、俺は反射的に横を見る。するとそこにはポニーテールの少女が立っていた。彼女はチェック柄がらのセーラー服に紺こんのベストを合わせた姿でこちらを見おろしている。

「なんだ……渚なぎさか。俺のチャット、勝手にのぞくんじゃないぞ」

「興味ないわよ！　っていうかあんた、あたしたちが迎えに来る時間だってわかってたわよね!?　それなのに一人でイジイジと一人遊びして……!!」

　彼女は出海いずみ渚。俺の幼なじみだ。水泳部のエースという体育会系ゆえか、ハッキリ物事を言う性格なので男女ともに友人が多い。つまり、リア充だ。

　リア充のくせに引きこもりの俺になにかと絡からもうとする変なヤツ、とも言える。俺を憐あわれんでいるのか、はたまた面めん倒どう見みがよすぎるのか……。

　そして俺にはもう一人、幼い頃から腐くされ縁えんが続いているヤツがいて──。

「渚、今言った『一人でイジイジと一人遊びして……』というセリフだが、ガミガミ言うより嘲ちよう笑しようするように言った方が効くと思うぞ。言い直してはどうだ？」

　声の方へ目を向けると、俺より少し背が高くメガネをかけている男が見える。ブレザー系の制服を着ており、淡たん々たんと話す姿もあいまって知的な印象を与あたえる。

　彼こそが腐れ縁の男、猫ねこ谷たに歩ほ貴たかだ。

「嘲笑する感じねぇ……。ふ、ふん。一人でイジイジと一人遊びして……」

　渚は腕を組んでこちらを見下ろしつつ、そう言って鼻を鳴らす。勝気な渚の挑ちよう発はつ的なその態度は、Ｍ気質な者が見れば「ごめんなさい渚様！　こんなダメな僕を踏ふんで下さい!!」と喜んで申し入れそうな感じだ。

「エクセレントだ、渚！　思わず『踏んで下さい!!』と言いそうになったぞ!!」

　歩貴が、冷静にメガネの位置を直しながらも情熱的に叫ぶ。

　……言わなきゃバレなかったのに……。

　俺がそう考えていると、渚は急に顔を赤くして「え、今のまさか……！」とうろたえる。次いで彼女は「こぉのぉぉ……変態!!」と盛大に歩貴をどついた。

「……渚、いい加減に学習しろよ。歩貴のセクハラは今に始まったことじゃないだろ」

「だ、だって……遠回しだし、変に理由をつけて相手を納得させるし……」

　歩貴は生きつ粋すいの変態紳しん士しなのだ。しかしあまりに変態度が高すぎて、かつインテリ方向のセクハラをするため、親しくない者からはただの紳士と間ま違ちがわれる得なヤツであった。

「もう……翔、さっさと登校準備しなさい！」

　渚は顔を赤くしたままそう叫ぶと、部屋から出て行ってしまった。

　部屋を出て行った……あっ、「着き替がえろ」ってことか。

　渚の意図に気づくと、俺はすぐさま制服へと着替え始めた。




　渚たちと一いつ緒しよに家を出た俺は、歩いて十五分ほどの位置にある私立・純じゆん菜な高校へ登校する。俺たちが住む街は都会というわけでも田舎いなかというわけでもなく、純菜高校の生徒数も約七百名という特とく徴ちようのない数字だ。

　入学式からすでに十日目ということもあり、オリエンテーションも終わって学校は通常運行に入っていた。だが俺はまだ引きこもりをやめたばかり……降りそそぐ朝の陽ひざしがきつい。

「ぐぬぬ……登校時間が拷ごう問もんのようだ……」

「鍛きたえてないからいけないのよ。この際だから体育会系の部活にでも入ったら？」

　住宅街を歩く中、渚が健康的な太ふと股ももを揺ゆらして進みつつ言う。

「俺はピュアランドの運営で忙いそがしいから無理だ。っていうか、ピュアランドがなくても体育会系なんて嫌だ」

「まったく……引きこもる前はもうちょっと体力があったのに……」

「魂の恋人探しに体力は関係ないからな。しかもその恋人探しが、ついに今日始まるんだ。部活など眼中にないわ」

「あんたは口を開けばそのことばかりね……そもそも、なんでわざわざネットで恋人を探す必要があるのよ」

「それは何度も説明しただろ。俺にとっては『ネットで探す』ことが重要なんだ」

「──ネット恋愛は、翔のトラウマみたいなものだからな」

　俺と同じく帰宅部の歩貴が、前を向いて歩きながら淡々とつぶやく。

「さすが、歩貴はわかっているな。そう……俺の崇すう高こうなる恋人探しはリアルにない！　ネットにこそあるんだ!!」

「その腐って土に還かえったような発想が、逆に女を遠ざけてることに気づきなさいよ!!」

　渚はポニーテールを跳はねさせて勢いよく叫ぶ。

　そして「もう……あたしがなに言ったって聞きゃしないんだから……」と寂さびしそうに目を伏ふせてしまった。

　聞けるはずがない……。俺は〝ある出来事〟により「ネットでこそ人は本ほん性しようを現す」という真理にたどり着いたのだ。「本性を現す」と言うと極きよく端たんに聞こえる者もいるだろうが……リアルでの言動とネットでの言動が微び妙みように違ちがう者ならよくいる。ネット上でなんらかのキャラを演じている場合だろうが同じだ。〝そういうキャラを演じたい〟という本音……。要するに、〝リアルでは見えない内心〟がネット上では見られるのだ。

「俺が探す純心無む垢くな子は、たとえネット上であろうが心清らかな人なんだ。だからこそピュアランドで探す必要がある」

　その言葉を聞き、渚は俺の決意の固さを悟さとったのか……それ以上、喋らなくなってしまった。

　しかし渚……どうしてそこまで俺の恋愛に口を出すんだ？　自分のリア充ライフで忙しいだろうに……リア充のバイタリティー活力は底なしか??

　そういえば渚は、俺が引きこもっているとき歩貴と一緒によく家へ遊びに来てくれた。それだけ聞くといい幼なじみに聞こえるが……彼女は家へ来るたびに俺へ「なんでリアルで普ふ通つうの恋れん愛あいをしようと思わないのよ、このひねくれヒッキー！」だの「引きこもってるからどんどん変なこと考えるのよ！　今から縛しばり上げて強制的に登校させてやるわ!!」だの、ずいぶんと余計なお世話を焼いてきたのだ。

　まったく、俺の崇高なる恋愛観がわからないとは……。

「渚、安心しろ。どうせリア充のお前ではピュアランドに入れない。お前が俺の恋人探しに振ふり回されることもないだろう」

　ピュアランドの話題になるとすぐに怒おこる彼女へ向かって、俺は優やさしく諭さとすように言う。

「っ……あたしは……!!」

「まぁいいじゃないか。渚もピュアランドの入会試験を受けてみたらどうだ？」

　歩貴が、まるで助け船でも出すかのようにさらっとつぶやく。

「渚がイノセントなのかギルティなのか……試験で判断すればいい。翔が言ってたことだぞ？　──『ネットでこそ人は本性を現す』とな」

「た、確かにそうだが……」

　歩貴に言われ、俺は入学直後から学内に広め始めた『ピュアランド入会試験』のメールを思い出す。

　運良く同じ高校に入った歩貴に協力してもらい、彼の携けい帯たいから「純菜高校へ入学した知り合い限定」のチェーンメールを送ってもらったのだ。おそらく、今あの高校でピュアランドは「学校の裏サイト」に近いノリで広まっていることだろう。いやぁ……歩貴がいて助かった。俺、引きこもってたから友達少ないし。

「ふふっ……いいだろう渚。俺が引きこもっていた約千日の間に考えた千問からなる『ピュアランド入会試験』を見事クリアし、我が清らかなる箱庭へたどり着いてみせるがいい！」

　俺は渚を見つめ、不敵な笑えみを浮うかべる。

「なんでそんなに挑ちよう戦せん的なのよ!?」

「だってお前リア充じゆうだし！　敵だし！」

「……まったく、この二人は……」

　歩貴はため息をついて額を押さえる。

「しかしあの試験……僕も苦労したよ。『百時間耐たい久きゆうで想おもい人だけのことを考えられますか？』だの『想い人の写真はご飯ですか？　オカズですか？』だの……あれをピュアと言うならピュアなのだろうが……。というか〝オカズ〟ってどういう引っかけ問題だよ」

「超ちよう絶ぜつピュアだろうが！　俺はリア充たちが言うようなありきたりの〝純愛〟に興味はない。厳しい修しゆ行ぎように耐たえ抜ぬく剣けん豪ごうのように、あるいは悟りを開かんと苦行に耐える僧そうのように、どこまでも純愛を追求したいのだ!!」

「『石の上にも三年』と言うが……翔のその情熱には敬意を表すよ」

　歩貴は肩かたをすくめると、「しかもピュアランドにはまだ試験が──」と言いかける。

「歩貴、それはまだ秘密だ！」

　俺は声を張り上げて辺りを見回す。

　……よし、登校中の生徒は周りにいないな。

〝あの試験〟がもしピュアランドの入会希望者にバレてしまったら、元も子もない。ふふっ……千問程度の試験など序の口だ。なにせ俺はこの時のために生きてきたのだからな。とにかく万ばん全ぜんを期してピュアガールをピュアランドへ迎むかえたい！

　そうこうしているうちに、俺たちはいつの間にか学校の近くまで来ていた。

　校門を目の前にして、ふと渚が立ち止まっていることに気づく。

「入会……試験……」

　そうつぶやいた渚は、通学用のカバンを開けてじっとＡＲメガネを見つめていた。




　校門をくぐると、後ろで車の停とまる音が聞こえた。

　目を向けると、校門の脇わきに黒くろ塗ぬりのリムジンが停車している。

「──美み紅くさんだ！」

「──ほんとだ！　みんな、〝バラの君〟のご登校だぞ!!」

　男子の誰だれかがそう声を上げると、校門近くにいた男子生徒たちが一いつ斉せいにリムジンの周りに集まる。

「なんだ？　仰ぎよう々ぎようしいな……」

　俺が顔をしかめて漏もらすと、歩貴が「知らないのか？　同じ一年生の〝城じよう之の森もり美紅〟だぞ」とこちらを見つめる。

「有名なのか？」

「大だい企き業ぎようの令れい嬢じようさ。しかもかなりの努力家らしく、成績がよくて人格も素す晴ばらしいようだ。あと、美人だな」

　歩貴は、〝美人〟という部分をついでのように言っていた。他ほかの男子にとってはそここそが重要だろうに……インテリ変態の彼らしいセリフだ。

「しかし、人格も素晴らしいねぇ……」

　俺は胡う散さん臭くさそうにリムジンへ目を向ける。

　リアルの人格がいくらよかろうと、俺には興味のないことだった。

「しかし城之森は謎なぞの多い女子でもあるな。エスカレーター式のお嬢じよう様さま校へ通っていたのに、どうしてこんな普通の高校へ入学したのか……この僕でもまだ詳しよう細さいがつかめていない。どうやら家族と大おお喧げん嘩かまでして入学したらしいが──」

「ふ～ん。お嬢様の考えることはわからんな」

「そうバカにしたものでもない。華はなやかな外見や意志の強さから、男子の間では〝バラの君〟と呼ばれているしな」

「わざわざそんなあだ名までつけて……」

　俺がため息まじりに言ったそのとき、リムジンの扉とびらを運転手が開けてゆるいウェーブのかかったロングヘアの少女が出てきた。整った顔、きっちり主張された胸、すらりと伸のびた足……なるほど、確かに美人だ。しかも努力家というのは本当なのだろうなと思わせる、凛りんとした意志の強い瞳ひとみをしている。

　彼女は自分のリムジンを取り囲んでいた男子たちへ微笑ほほえみを向けると、軽く手を振って優ゆう雅がに歩き始めた。

「あれがバラの君ねぇ……」

　しかし、「努力家」と「純心無垢な子」はイコールではない。どう考えても彼女はリア充の権ごん化げだ。意志が強かろうが取り巻きが多かろうが、どうせライバルたちを蹴け散ちらした男とはリア充臭い上に金持ち臭い恋を堪たん能のうしてきたに違いない──。

　ドンッ……！

　そのとき、校門近くに突つっ立っていた俺は城之森の取り巻きに当たって倒たおれてしまった。

「なっ……このっ……!!」

　文句を言おうとしたが、登校中の人ごみで相手を見失ってしまう……。

「くっ……！　しかし、この程度で倒れるなんて渚の言う通り体力が落ちたな……」

　我ながら少し情けなくなってつぶやくと、登校中の生徒たちが俺の失態を見て苦く笑しようしながら通り過ぎてゆくのが見えた。

　──おのれリア充ども！　貴様らにはわかるまい、純愛を極きわめんと引きこもっていた俺の気持ちが!!

　内心で毒づいていると、渚が「ちょっと翔……平気？」とこちらへ近づいてくる。

　だが──。

「きみ、大だい丈じよう夫ぶか？」
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　目を向けると、さきほど話題にのぼっていたバラの君が目の前で手を差し出していた。

「あ、あぁ……」

　突とつ然ぜんのことで驚おどろき、間の抜けた返答をしてしまう。しかしバラの君──城之森は、それを笑うでもなくただ真顔で俺の手を取って立たせた。

　キメの細かい、触さわり心地ごこちのいい手……。男の手とは違ってほっそりしており、そっと両手で包んで愛めでたくなるような感かん触しよくがあった。

「な、おまっっ……」

　唐とう突とつに手を取られたせいで、俺の心臓が跳ね上がる。

　き、気安く男を触るもんじゃないぞ！

　慌あわてて内心で叫さけんでいると、彼女は眉まゆをひそめて辺りを見回していた。

「……倒れている者に手を差しのべないとは……」

　彼女の瞳はどこか厳しく、俺を見て苦笑していた者たちを暗に非難しているようだった。

　……い、いいヤツじゃないか……。

　そう思いかけた直後、俺は首を横へ振る。

「ふっ……しかしこの女もピュアランドではどうなるものか……」

　大企業の令嬢で、美少女で、バラの君だぁ？　……よく考えてみれば、リア充の権化とも言うべきこの女がピュアランドに入れるはずもない。俺としたことが無む駄だな仮定を考えてしまったな。

「きみはピュアランドを知っているのか!?」

　俺の声を聞きつけた城之森が、急に瞳を輝かがやかせてこちらを見つめる。

「知っているが……まさかあんたも知ってるのか？」

「もちろんだ！　……というかきみは……」

　彼女はそこまで言うと少し目を見開き、「一年五組の夜空翔じゃないか」とつぶやく。

「な、なんで俺のことを……」

「ふふっ……ピュアランドはネット上のシステムだ。どのピュラが誰なのか判明したときのために、生徒たちの名前くらい覚えておくのは淑しゆく女じよのたしなみだろう？　たとえ全校生徒がプレイするわけではなくともな」

　──この女、できる！

　つい、リア充の権化を内心で誉ほめてしまった。

　とはいえピュアランドの招待状はチェーンメールで生徒中に回したのだ。入会できるはずもないリア充にメールが届いていても不思議ではない。

　ふっ……俺はあのメールで、リア充に余計な期待を持たせてしまったようだな。

「ま、ピュアランドの入会試験……合格できるといいな」

　どうせ無理だろうがな。リア充などリアルでリア充臭い恋愛でもしていればいいのだ。わざわざ全校生徒の名前を覚えるだなんて〝努力家〟という噂うわさは本当だったようだが……しょせんはリア充。その努力も水の泡あわ──。

「もう合格したぞ？」

「……は？」

「だから、もう合格したんだ」

　城之森は端たん整せいな顔をほころばせ、自じ慢まんげに微笑む。

　真顔のときは近寄りがたい雰ふん囲い気きのあった彼女だが……こうやって見ると歳相応の少女で、かわいい。

「って、いやいや。俺が考えるべきはそこじゃなくて……ピュアランドの入会試験に合格しただぁぁ!?」

　啞あ然ぜんとしながら、俺は自分の作った試験問題を思い返す。

質問『あなたはラブロマンス映画を観みて泣けますか？』

正解『いいえ』→質問の意図……リア充の映画を観て泣くヤツなど思考がリア充だ。

質問『あなたは顔と性格、どちらで恋こい人びとを選びますか？』

正解『〝無解答〟が正解』→質問の意図……魂の恋人を探すんだから、〝魂ソウル〟でしょ？

　──まさかこの女、あの質問をすべてクリアしたというのか!?

「そんなバカな……！」

　知らず驚きよう愕がくの声が漏れる。

「翔、いつまでぼんやりしている。その子がいいならネットなどせずリアルで口説いた方がいいんじゃないか？」

　城之森と立ち話を続ける俺に、歩貴が呆あきれたように喋しやべりかける。

「歩貴、聞いてくれ！　このリア充じゆうが、リア充が──」

「会っていきなり〝リア充〟とはずいぶんだな！　というかあの話をここでしないでくれ!!」

　城之森は言うが早いか俺の腕うでを取り、人ごみから離はなれた場所まで行く。

「す、すまない。だがピュアランドの話はあまりおおやけにしたくないというか……は、恥はずかしいというか……」

　彼女はそう言うと、わずかに頰ほおを染める。

　……この子、〝ピュアランド〟が絡からむと妙みようにかわいらしくなるな……。

　そんなことを考えていると、彼女は気を取り直したようにこちらを見つめてきた。

「私は入会試験に合格したが……きみはどうなんだ？」

「とっくに合格してる」

「なるほど、それはよかった。えと……まずは自己紹しよう介かいだな。私は一年三組の城之森美紅だ。これからよろしく」

「あぁ……」

　って……俺はべつに、あんたとよろしくするつもりはないがな。

　俺は助けてもらったお礼だけ言うと、さっさとその場を去ろうとした。

　すると、城之森が「ちょっと待て！」と叫んで再び俺の腕を取る。

「まだ私の話は終わってないぞ」

「いや、明らかに終わっただろ」

「終わってない！　その……こうやって出会ったのもなにかの縁えんだ。できれば、ともにピュアランドについて語り合う〝ピュア友〟になってくれないか？」

「ピュア友!?」

　開いた口がふさがらない中、城之森は「私は……恋れん愛あい関係の話をできる友達がいなくてだな……」と顔を真っ赤にしてつぶやく。

　バラの君だなんていうからどんなリア充だよと構えていたが……どうも噂と本人の印象が違ちがう。いや、でも急に〝ピュア友〟なんて言う辺りやっぱりリア充か？

　俺が戸と惑まどっていると、彼女は「その……嫌いやか？」と不安げに聞いてくる。

「嫌ってわけじゃないが……」

「そうか、ありがとう！」

　城之森は嬉うれしそうに破顔すると、「ではまたな」と手を振ふって去ってしまった。どことなく、そのウェーブがかった赤あか髪がみを嬉しそうに揺ゆらしながら……。

「まぁ、ピュアランドの入会試験はあの千問だけじゃないがな。くくっ……リア充の権化がその試験をのりこえられるかどうか、とくと見せてもらおうではないか──ぐはぁ!!」

「助けてもらっておいて、お前はアホか!!」

　いきなり、渚が横合いから俺をどついてくる。

「くっ……助けてもらったことと、ピュアランドへの入会を許すかは別問題だ！　それに俺自身、どのピュラが誰だれなのかわからないシステムだしな」

「……え？　そうなの??」

「まったく……渚は歩貴と違ってピュアランドに一いつ切さい関かかわろうとしなかったからな。管理者である俺がみんなの個人情報を取り放題では、全然ピュアじゃないだろう」

「へぇ……翔でも誰が誰かわからないんだ……ふ～ん……」

　渚はそうつぶやくと、その場で考え始めてしまった。

　……なんなんだ？

　俺が首をかしげていると、歩貴が「そろそろ教室へ行かないか？」と声をかけてくる。

「もう少し時間に余よ裕ゆうがあるぞ。そう急がなくてもいいんじゃないか？」

「登校時間に余裕はあるが、このままここにいると翔によくないことが起こりそうだぞ」

「よくないこと？」

「それを僕の口から説明するのもまた、心が痛い」

「妙に歯切れの悪いことを……」

「あ、すまん。タイムオーバーだ」

　歩貴がそう言ってこちらから顔をそらした直後、俺の後ろで誰かがはっとして立ち止まった気配がした。

　不思議に思って振り返ると……そこにはボブカットの少女がいた。おとなしい雰囲気をしており、いかにも文系といった感じだ。

　三年ぶりに見た顔……だが、俺がその顔を忘れるはずがなかった。

「ゆ、雪ゆき奈なっ……！」

　彼女は深み山やま雪奈。俺の……初はつ恋こいの人だ。そしてその恋が終わった理由にこそ、俺がネット恋愛にこだわるようになった原因がある。

　昔と変わらず清せい楚そそうに見える小さな顔を眺ながめるも、しかし俺たちは微び妙みような表情のまま黙だまって向かい合っていた。

「……ひさしぶり」

「お、おう……」

「…………」

「…………」

　会話がない！　いや、そもそも今さら話すことなど……。

　そう考えながら黙りこんでいると、雪奈はふと悲しげに目を伏ふせ……「それじゃ」とひと言だけ喋り、俺の前から去ってしまった。

「歩貴が言ってたのは、これか……！」

　俺は苦々しい想おもいで胸をわしづかむ。

　初恋を吹ふっ切って魂の恋人探しを始めたはずなのに、まさか彼女も同じ高校へ入学していたなんて……。

　小学校を卒業しようかというとき、俺の初恋は終わった。そして「ネットでこそ人は本ほん性しようを現す」という考えに目覚め、引きこもり、出会い系サイトにはまるもいい子は見つからず、大きな借金だけが残った。

　そして恥ち辱じよくにまみれて学んだのだ……「他人のシステムで魂の恋人を探せないなら、探せるシステムを自分で作ればいいんだ」と！

　そこからの俺は借金返済のためにデータ打ちのバイトをやり、プログラミングを勉強し……あとはご存じの通りだ。

　俺が思い出にふけっていると、歩貴が考えるように唸うなり出す。

「しかしおかしいな……。翔の話を聞く限り雪奈はギルティだが、僕のデータではそういう痕こん跡せきがまるでないんだ。どう見てもイノセントだぞ？」

「ふっ……さすがの歩貴も、データに抜ぬけはあったということさ。まぁ過去のことなどいいではないか。なぜなら今日の放課後、ついにピュアランドが始まるのだからな！」

　俺が中学三年間という青春を捨てたかわりにできあがったピュアランドは伊達だてじゃない。実は、ある〝秘密〟が隠かくされていた。

　俺のピュアランドでは……誰もウソをつけないのだ！
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　社会の男性教師が、教きよう卓たくの上にタッチペンを走らせている。するとその動きに連動するようにして黒板に文字が浮うかび上がった。

　教室にいる三十名ほどの生徒たちも同じくタッチペンを使い、Ａ４サイズのタッチパネル型ノートパソコンにそれを書き写している。

「──現代ではネットでリアルな感かん触しよくを味わえるようになった。代表的な物がＡＲメガネだ。ネックレス型の装置が脊せき髄ずいや脳幹と生体電気信号の送受信をおこない、仮想現実を成り立たせている。フルダイブ時は〝思考〟するだけで言葉を発することも可能で、いずれネット世界のリアリティーが現実世界のそれを超こえるのではないかと言われており──」

　ＩＴ技術は進歩しても、「手でノートを書き写す」という原始的行動は変わらない。今の技術なら教師が黒板に書いた内容を生徒たちに送信することも可能だろうに……。

　内心で愚ぐ痴ちりながら、窓側の席に座っていた俺は陽ひの光を浴びつつ気だるげにノートを書く。前から三番目といういいポジションではあるが……やはり窓側はきつい。

　そんな中、右横に座る人物が指先を横へすべらせている気配がする。

「渚なぎさ、もうノートを書き終えたのか？」

　目を向けると、渚がパソコンに教科書を表示させて物もの憂うげに眺めていた。

「まぁねぇ……」

　なんだ？　妙に元気がないな。

「──しかしこうやって授業を聞いていると……ピュアランドはある意味〝未来の恋愛〟だな」

　後ろの席で、歩ほ貴たかが唸るようにつぶやく。

「そんな大それた表現をしなくても……。俺は魂の恋人ソウル・ラヴアーが欲しいだけだからな」

「だがピュアランドにある『ウソをつけない』というあのシステム……どう考えても今の技術でギリギリやれるか否いなかのラインじゃないか」

「あぁ……あれか。俺が三日間徹てつ夜やしてグロッキー状態のとき、プログラミングを間ま違ちがえて完成した奇き跡せきのシステムだな」

「なっ……奇跡すぎる……!!」

　歩貴は頭を抱かかえると、「翔かけるは恋愛の神に愛されているとしか思えないな」と漏もらす。

　……愛されてたら、中学三年間も引きこもってなかったけどな。

　悲しいツッコミを心の中で入れると、渚のひとり言が聞こえてくる。

「放課後まで約三時間か……」

　彼女はそうつぶやいてしばらく考えると、「うん、いける！」と言って急に手を挙げる。

「先生、気分が悪いので保健室へ行きます」

「出海いずみか……体調に気をつけろよ」

　先生はそう言うと、クラスで保健委員をしている女子を指名して渚を保健室へ連れて行かせた……。

「体調が悪いっていうか、なんか変じゃなかったか？」

　俺が後ろへ目を向けると、そこに座っていた歩貴が「女の子には色々あるのさ」と肩かたをすくめる。

「色々って──」

　そこまで言いかけたとき、パソコンからアラーム音が鳴る。先生が問題用紙のデータを送信したのだろう。

　それから俺と歩貴は、黙って問題を解き始めた。




　昼休みになると、歩貴が俺を学食へ誘さそう。

　だが……放課後にピュアランドが始まると思うと、妙みように落ち着かない。

「ちょっとその辺りを散歩してきていいか？」

「ん……緊きん張ちようしてるのか??」

「そりゃ……するなっていう方が無理だろ」

「なるほど。では僕は、一人で食べることにしよう」

　歩貴はそう言うと、さっと身をひるがえして教室を出て行く。

　……一人残された俺は、気晴らしに学内を歩くことにした。

　友人同士で席を寄せ合って昼食をとる生徒たち。

　中庭で集まり、楽しく弁当を食べる生徒たち。

　学食にいる生徒たち……。

　──もしかしたら、この中に俺の魂の恋人がいるかもしれない。

　そう思うと、いつもの風景が違ちがって見える。期待と不安に満ちた落ち着かない風景……。

「……あっ」

　ふと、目の前で揺ゆれるボブカットに気づく。この後ろ姿は……雪ゆき奈なだ。

「翔くん……」

　こちらに気づいた雪奈は、振ふり返ってそう漏らす。

　そして彼女は、どこか憂うれいを秘ひめた瞳ひとみで俺を見つめてきた。

「一人？」

「あぁ、ちょっと散歩したくてな」

「そう」

　彼女は小さくつぶやくと、辺りを見てひとけがないことに気づき……「昔、こうやって二人だけで小学校の図書室で話したりしたね」と漏らす。

　その言葉を聞いて、俺はふと小学校時代へと想いをはせた。

　小学六年の頃ころに転校してきた雪奈は、口くち下べ手たで周りと打ち解けられなかった。あの頃は俺もそれなりにクラスの連中と話していたし……子供らしい照れ隠しと言えばそれまでだが、雪奈をからかったりもした。だがそれがきっかけで彼女は周りと打ち解け始め、明るく話すようになる。そして俺はたまに図書室で雪奈と会ったとき、二人で話すようになっていた。

「しばらく見ないうちにおとなしくなったな。……まるで転校してきたときのお前だ」

「そうね。でも翔くんも……変わった」

　彼女はそう言うと、廊ろう下かの窓へ目をやって遠くを見つめる。

「ネットで恋人を探してるの？」

　雪奈の口からその言葉を聞き、心臓が飛び出そうになった。

「な、なんで雪奈がそれを……！」

「中学校のとき、渚さんと歩貴くんが二人で話してた。……この高校で、自分が開発した会員制サイトを広める計画も」

「そんなことまで!?」

　歩貴ぁ、渚ぁぁ！　ピュアランドの話はトップシークレットだとあれほど言っただろうがぁぁぁ!!　しかも、よりによってバレたのが──。

「わたしたちが最後に二人で話したのは、もう三年も前のことなのね……」

　わずかに顔を伏ふせ、雪奈はつぶやく。

　そう……三年前、俺は雪奈に恋をしていた。元々はおとなしい読書家タイプの彼女だったが、俺やクラスのみんなと交流を深めるうちに明るい一面も見せてくれた。彼女のそんな変化がどこか嬉うれしく、惹ひかれていったのだ。

　だが、雪奈の意外な行動によって俺の恋は終わりを迎むかえる。それは……。

『ラブレター』

　そう題された、彼女の立ち上げたスレッドだ。

　ＳＮＳを少しでものぞいたことがある者ならわかるだろう。あそこは……出会い系の温おん床しようになっている。学生同士のコミュニティーですら、自分の写真を載のせて「恋人募ぼ集しゆう」の書きこみをする者が後を絶たない。

『ラブレター』と題されたスレッド……それを見た瞬しゆん間かん、俺は、雪奈までそんな連中と同じだったのかと愕がく然ぜんとした。

　そしてしだいに辛つらさと悔くやしさがこみあげ……俺はとてもじゃないが彼女のスレッドを読めず、ウィンドウを閉じるとともに恋も終わったのだ。

「……ネットでこそ人は本ほん性しようを現す、か」

　当時の俺は、雪奈がそんなことをする子だとは思いもしなかった。学校では普ふ通つうに生活をしていてもＳＮＳにはそんな書きこみをするヤツは確かにいる。だが、よりによって雪奈が……。

　俺は悔くやむ思いを振り払はらうように頭かぶりを振ると、「俺、散歩を続けるから」と雪奈へ別れを告げた。

「そう……恋人、見つかるといいわね」

　後ろから、風にかき消されそうなほど小さな声が流れてくる。

　……恋人、見つかるといいわね？

「おいおい……」

　知らず、俺は口の中でそう漏らす。

　雪奈……お前は知らないだろうが、お前こそがピュアランドを作ることになった原因なんだぞ？　それを言うに事欠いて「恋人、見つかるといいわね」……??

　俺はその場で立ち止まり、歯がみしてしまう。

　あぁ……見つけてやるさ。ネットでチャラいことをしない、本当に純心無む垢くな子をな!!

　心の中でそう叫さけぶと、俺はその場から駆かけ出す。

　怒いかり、悲しみ、悔しさ……いろんな感情がないまぜになって、その後のことはよく覚えていない。

　気づけば、放課後になったとき俺はＡＲメガネと三日月形のネックレスを装着して屋上にたたずんでいた。

　沈しずむ夕ゆう陽ひを眺ながめながら、今まで何度も唱えた言葉を声高らかに叫ぶ。

　それは、声せい紋もん認にん識しきによってピュアランドへログインするための言葉。

　俺を至高の純愛世界へと導いてくれる、魔ま法ほうの言葉……。




「エンター☆ピュア！」




　そう言った直後……ＡＲメガネはフルダイブ状態になり、視界が暗転する。

　そしてネックレスが発する電気信号によって……俺の感覚がネットと共有された。
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　──数百名は入る豪ごう奢しやな広間が辺りに出現する。ふかふかの絨じゆう毯たん。広間一面を照らすいくつものシャンデリア。そして……大きな窓から見おろせる城下街。

　ここはシンデレラが訪おとずれた舞ぶ踏とう会場をイメージして作ったエリアだ。

　身分の差を越こえて純愛を通し、ハッピーエンドを迎えたシンデレラ……ピュアランドのオープニングを飾かざるにはふさわしい舞ぶ台たいだった。

　俺はこの会場の奥、広間を見おろせる二階席に〝メシア〟のピュラで立つ。そしてみんなからは見えないよう隅すみの方へ身を潜ひそめ、ログインしてきたプレーヤーたちを眺めた。

「ふははっ……我がピュアランドにピュアガールたちが続々と集まってきてるぞ！　だが、ピュアガールだからといって俺の魂の恋人とは限らん。用心せねばな……」

「正式オープン前に、もう用心の話か？」

　不意に俺の後ろから声が響ひびく。

　目を向けると、マントを着てブーツと羽根付きシルクハットで決めたメガネの男が立っていた。それだけなら恰かつ好こういいのだが……そのピュラにはなぜか、猫ねこ耳みみがついている。

「猫耳男子って誰だれ得とくだよ!?」

　俺は目の前の男に思わずツッコミを入れてしまう。

「今さらのツッコミだぞ、メシア」

　彼は旧知の仲へ話しかけるようにしてつぶやく。

〝ルーガス〟と名づけられたそのピュラは……歩貴なのだ。

「ピュアランドのベータテストで、僕のピュラは十二分に見ただろう」

「そうなんだが……見るたびに何度もつっこまざるをえない」

「何度も言うな！　まったく……僕の〝純心〟がビジュアル化されたピュラだというのに、失礼だぞ」

　──〝純心〟のビジュアル化。

　ルーガスが言ったそれは、ピュアランドにおいて重要なシステムだった。この世界では自分でピュラを作ることはできず、勝手に姿が決まってしまう。入会試験の中に解答者の純心を問う質問を入れたり、ネックレスが受信した生体電気信号を解かい析せきしたりして、プレーヤーにふさわしい姿を提供するのだ。

「せっかくリアルを離はなれてネット世界で魂の恋人探しをするのだからな……それにふさわしい姿を提供しようと思ったのだが、猫耳男子はなぁ……」

　自分が作ったシステムながら、凄すさまじいチョイスだった。

　ちなみに俺自身は〝管理者〟としてみんなの前に出る必要があるため、メシアのピュラは自分で作製している。ただ俺はもう一体、通常プレイ用のノーマルピュラを持っており……それ自体は他ほかのプレーヤーと同じ手順で作られていた。

「お前の作ったピュアランドは、つくづく特とく殊しゆなＳＮＳだな。ピュラは自分で作れない。ピュラの名前も勝手に決まる。そして『ウソをつけないシステム』……いや、正確に言えば『純心が暴走するシステム』だな」

「そう、純心の暴走オーバードライブ……それこそがピュアランドの真骨頂であり、俺が神より与あたえられしシステムなのだよ」

　俺が得意満面で笑えみを浮うかべていると、ルーガスが「……お前、あれは『プログラミングを間ま違ちがえて完成した』って言ってたよな」とメガネに手をそえる。

　ルーガスめ、細かいことを……。

　せっかく悦えつに入っていたところを邪じや魔まされ、俺は彼を横目でにらむ。

　純心の暴走……例えばそれは、〝献けん身しん〟を己おのれの純心とする者は献身しまくりで、〝本当の自分を知って欲しい〟と思う者は普ふ段だん隠かくしている考えが表面化してしまう。

　ネックレスから脳幹へ特殊な電気信号を送ることにより、自分の心にウソをつけなくなるのだ。

「このピュアランドは、まずピュラで自分の純心イメージが表現されており、さらには言動も純心百パーセントにならざるをえない。魂の恋人を探す場なのだから、これくらい条件を積んでこそ意味があるというものさ」

「そうだな……ただの恋人ではなく、〝魂の恋人〟だからな」

　ルーガスが唸うなりながら同意する姿を見て……俺はふと思い出す。

「しかしお前は、〝ルーガス〟の状態でもノリがまるでリアルと変わらんな」

「僕はいつでも自分に正直に生きているからな。というか翔だって〝メシア〟の状態でもノーマルプレイ用の別のピュラでも、まるで性格が変わらないじゃないか」

　そう言ってルーガスはこちらをまじまじと見つめてきた。

「まぁ性格の件は脇わきに置くとしても……メシア、その外見はなんだ？」

「な、なんだと言われても……」

　俺は彼に言われ、メシアの外見を思い出す。

　自分のリアルな外見をベースに、こう……多少コンプレックスに思っていた部分を変へん更こうして作ったのだ。「背を十センチほどプラス」「モヤシ体型を改め、もう少しガタイをよくした」……まではよかった。しかし問題は顔で……せっかくだからもうちょっと恰かつ好こよくしようと思ったのだが……色々と悩なやみすぎて、逆にリアルの顔からわずかに変わった程度になってしまった。

「顔がリアルと大差ないせいで、逆に身長とガタイの違い和わ感かんが凄すごいぞ……」

　ルーガスが笑いをこらえながら喋しやべる。

「くっ……お、俺だってもっと恰好いいピュラにしたかったわ！」

「そのピュラで、よくも僕の愛らしい猫耳をバカにできたものだ」

　彼はここぞとばかりに猫耳の復ふく讐しゆうをしてきた。

　っ……というか、わざわざ復讐するほどお前は猫耳を気に入っていたのか……？

　腐くされ縁えんだが、いまだによくわからんヤツだった。

　俺は気を取り直すようにメシアのオールバックと白のロングコートを整えると、会場へ目を向ける。

「集まったのは五十名くらいか……」

　会場には、中世の貴族のような恰好をした者から今どきのファッションをした者まで、様々な姿のピュラがいた。純菜高校は生徒数が七百名くらいなので……おおよそ十四分の一の確率、つまりクラスで約二名はピュアランドをやっている計算だ。

「やはり、ただの筆記試験では合格者が多いな……」

　俺は唸るようにつぶやく。

「確かに多いな。まさかあのヘンテコな入会試験を五十名もクリアしたなんて……」

　ルーガスが驚きよう愕がくしたように漏もらす。

「ヘンテコ言うな！　ふっ……しかし、たとえ千問からなる試験を作ろうともしょせんは筆記。いくらでも噓うそはつける。だが……自分の純心をさらけ出してしまうピュアランドでなら、どうかな？」

　俺は不敵な笑みを浮かべると、コートをなびかせて颯さつ爽そうと二階の袖そでから出た。

「「おぉ……！」」

　会場からわき上がるどよめきの声……。

　俺は突つき刺ささる好こう奇きの視線を一身に受け、一階を見おろす。

「ピュアボーイ・ピュアガールの諸君、ピュアランドへようこそ！」

　そう声を張った瞬しゆん間かん、みんなの顔に期待と不安が走る。

　魂の恋人を探したい……でもピュアランドがどういう場所なのかよくわからない……そういったところだろう。

　俺はみんなの憂うれいを吹ふき飛ばすように、声高らかに謳うたい始めた。

「きみたちは今、純愛の扉とびらを開いた。魂の恋人を探すための入口に立ったのだ！」

　そこまで言うと、俺は大きく息を吸う。

　たとえデータで作られた体であっても、そうすることで俺の魂ソウルが伝わると信じる。

「俺はここに〝純愛力〟という言葉を提唱しよう！　とりあえずつき合うだなんてありえない。相手を理解しないで体を求めるなんて外げ道どうだ。清らかさをさらに清め億万年の濾ろ過かを行ったような純度百パーセントの愛……それを俺と一いつ緒しよに、このピュアランドで手に入れようじゃないか!!」
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　そう宣言した刹せつ那な、今まで戸と惑まどっていたみんなの瞳ひとみに力がこもる。

　──魂の恋人に出会いたい！

　真にピュアランドを求める者ならば誰もが持つ願い……。それに火がついたのだ。

　その途と端たん、会場中から盛大な拍はく手しゆの嵐あらしが巻き起こった。

　ピュアランドのオープニング、成功だ！

　俺は内心でほっと胸をなでおろす。みんなの前でこんなセリフを言うなんて、リアルじゃとてもできない。だが……ネット上でなら俺は〝メシア〟の名に恥はじぬ言動ができる。そう確信した。

　そんな中、拍手の合間に女子たちの黄色い声が上がり始める。

「メシア様ステキ……あなたがきっと私の魂の恋人よ!!」

「いえ、あたしこそメシア様の魂の恋人だわ!!」

「メシア様……早くお話したいわ。二・人・き・り・で♡」

　な……いきなりモテモテになってる!?

　俺は女性陣じんの思わぬ反応にたじろいでしまう。

　とはいえ、彼女たちからすれば俺はピュアランドを作った〝神〟なのだ。よくよく考えてみればモテるのも道理だった。

「くくっ……この調子なら、魂の恋人は早く見つかりそうだな」

　ハーレムに興味はないが、女子の好感度は高いにこしたことはない。

　ふっ……万ばん事じ順調に進んでいるな。

「さて、お次は……」

　そこまで言うと、俺は作りに作った笑みをみんなへ向ける。

「それではみんな、今日はピュアランドのオープニングセレモニーだ。この舞ぶ踏とう会場でフォークダンスを踊おどろうじゃないか！」

　そう言って目の前に操作用のウィンドウを開き、ボタンをタッチする。その直後、辺りに陽気でリズミカルな音楽が流れ出した。

「くくくっ……」

　知らず黒い笑いが漏れる。

　俺はその笑みを隠かくしもせず、二階からみんなを見おろしていた。

「──さて、五十名の参加者がこれでどれくらい減るかな？」

　ふと、俺の横にルーガスが現れる。

「どうだろうな。全ぜん滅めつされると困るが……」

　言いながら、俺はみんなの行動を監かん視しする。

「ねぇきみ、まずは俺と踊らない？」

「いいわよ。〝まずは〟ね♪」

「おいおい、言うなぁ」

　会場では、さっそくフォークダンスを楽しもうと声をかける者が出始めた。

　まるでリア充じゆうの恋れん愛あいを思わせる軽いノリ……。

　それを見た俺は、ため息まじりに首を横へ振ふる。

「フォークダンスの醍だい醐ご味みは、偶ぐう然ぜん回ってくる相手と手を取り合って踊ることだ。〝偶然〟が織り成すドキドキ感……そのつつましやかな心を理解できんとは言語道断。自分から声をかけるなどチャラいわ！」

「なるほど。この様子を見れば、メシアがもう一つの試験を隠していたことも頷うなずける」

「な、俺の言った通りだろ。純心が暴走するピュアランドでこのイベントを開けば、イノセントとギルティは一いち目もく瞭りよう然ぜんさ」

　そう言って俺は視線を動かす。そこには、ダンスの相手をアグレッシブに探す連中の陰かげで黙だまりこんでいる人たちがいた。突とつ然ぜん「フォークダンスを踊る」という状じよう況きように持ちこまれ、戸惑っているのだ。

「ピュアランドのプレーヤーはあぁでなくてはならんな」

「ふむ……それで、ギルティと判明したヤツらはどうするんだ？」

「知れたことを……」

　俺は口の端はしを上げると、楽しそうにダンスの誘さそい合いをしている連中を次々と指差す。

　するとそのピュラたちの胴どう体たいが、〝ロックオン〟を示す赤い円に囲われた。

「きみたちには退会願おう。ユダどもよ、リアルに還かえるがいい！」

　そう叫さけんだ瞬間、ロックオンされたピュラたちが一いつ斉せいに消えた。管理者権限によるアカウント削さく除じよだ。

「「おぉ……！」」

　俺が登場したときと同じく、会場からわき上がるどよめきの声。だが今回のそれは、感かん嘆たんの響ひびきが含ふくまれていた。

「イノセントな諸君、いきなりフォークダンスなどすすめて申し訳ない。実は……これが最後の入会試験だったのだ」

　その言葉を聞いて、みんなが安心したように胸をなでおろす。

　それもそうだろう。いきなり『フォークダンスを踊ろう！』などという場所が〝ピュア〟なはずがないのだ。

　みんなの様子を眺ながめながら残ったピュラを数えると……四十名ほどいた。

「このイベントで消えたのは十名くらいか……。千問の入試でだいぶ絞しぼられていたみたいだな」

「そりゃ、あの内容だからな……」

　なんともいえない顔でつぶやくルーガスを尻しり目めに、俺はこれから真の始まりを見せるピュアランドへと想おもいをはせた。

　ピュアランドは俺が俺のために作った箱庭だ。その気になればこの管理者ピュラである〝メシア〟は個人情報取り放題、情報戦では勝ち放題……なんでもできる。例えば女の子に柄がらの悪いＮＰＣノンプレーヤーキヤラをけしかけて、俺が颯爽と助けに入って好意を持たれることなど簡単だ。

　だが……本当にそれでいいのか？　そんな恋愛などピュアでもなんでもない。そんな小こ賢ざかしいテクでなびくような女、俺の魂の恋人ではない。だから──。

「俺はこの世界において神だが、なにもしない！　やればできるが、やらない!!」

「前後の情報を知らない者が聞いたら、凄くダメなヤツに聞こえるセリフだぞ……」

「ふっ、まぁそう言うな。〝管理者〟というだけで、俺はすでにそれなりの特権を持っているんだ」

「ほう……？」

　ルーガスが興味深げにこちらを見つめてきたが、俺は「そのうちわかるさ」と言い、みんなの方へ顔を向ける。

「さて、ついにこの楽園に住まう選ばれし者たちが決まったわけだが……ここで、ピュアランドについて改めて説明をしよう」

　俺の言葉に、みんなが耳をすましたのがわかる。

　その気配を十二分に感じつつ、俺はひと言ひと言丁てい寧ねいに説明を始めた。

「このピュアランドでは、定期的に『純愛イベント』を開く。それによってプレーヤーたちに交流を深めてもらい……みんなで魂の恋人を探すのだ」

〝純愛イベント〟という言葉に、みんなが首をかしげる。だが……それについては説明よりも実際に体験してもらった方が早い。

　俺は「記念すべき第一回目の純愛イベントを伝えよう」と言うと、大きく息を吸った。

「初の純愛イベント……それは、『俺が考えた最強の純愛告白コンテスト』だ！」

「「最強の純愛告白!?」」

　みんなが、俺の言葉を聞いて呆あつ気けにとられる。

「そう……これは『自分が考えた最強の告白方法』を競きそうコンテストである。まず己おのれが最強と思う告白法を考え、次いでピュアランドのアイテムを使ってその告白を体験できるイベントを作製し、そしてみんなで様々な告白法を楽しみ合う……。言うなれば、毛色の違ちがう文化祭みたいなものだ」

「……毛色が違いすぎだろ……」

　ぼそりとルーガスがつっこんできたが、俺はそれを無視してみんなの反応を見る。

「さ、最強の告白って……どうしたらいいんだ？」

「っていうか、告白に最強もなにもあるの!?」

　戸惑うみんなへ、俺は決然たる態度で告げる。

「リア充どもは『なんとなく』とか『合コン』とか『体から』とかでつき合い始めるが、そんなことで魂の恋人と結ばれるはずがない。告白という儀ぎ式しきは純愛にとって必要不可欠なものだ。ゆえに最強の告白を考えることが重要である！」

　俺の強い言葉に、みんなが黙りこむ。

　ふっ……並なみ大たい抵ていの〝純愛力〟でこのピュアランドをプレイできると思うべからずだ。

「採点は公平におこなえるよう、ピュアランドのシステムに一任してある。純愛イベントに関する詳しよう細さいは追ってメールをするので、確かく認にんしておくように」

　それだけ言うと、俺はみんなに背を向ける。

　そしてこのオープニングをしめる最後の言葉を放った。

「優勝者には、ピュアランドでかかっている機能制限の一部を解く。その者はよりピュアランドを楽しめることだろう。……では、諸君の健けん闘とうを祈いのる!!」
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　……リアルに戻もどると、俺は屋上の手すりにもたれかかったままだった。すでに陽ひは落ちかけている。

　フルダイブ状態では、まるで白昼夢でも見ているかのような気分になる。ネット内では──「思考するだけで言葉が発せられる」「百パーセントの互ご換かん性せいではないが、リアルな感かん触しよくがある」といった、まさに仮想現実状態だ。そのためフルダイブ状態の場合、ＡＲメガネに内蔵されているカメラと受音部が人の目と耳のかわりになり周囲を警けい戒かいする。もし異変があればアラームとともにフルダイブが強制解除されるというわけだ。

「いずれネット世界のリアリティーが現実世界のそれを超こえる……か」

　俺は今日の授業で聞いた言葉を思い出す。

　その授業を聞いて、歩貴はピュアランドを〝未来の恋愛〟と言った。

「とうとう始まってしまったが……この先どうなるんだろうか？」

　ついさっきプレーヤーたちが抱いだいていた期待と不安を、俺自身も抱いてしまう。

　俺が舵かじを取っているピュアランドだが、ある意味で〝未み踏とうの地〟なのだ。……考えすぎてもしかたのないことかもしれない。

「さて……今日はこれからどうするかな」

　そう言って俺は辺りを見回した。

　すると、屋上に備えつけられた長なが椅い子すに座ってフルダイブしている者が目に入る。

　だが……放課後に学校でフルダイブをしている者も珍めずらしくない。今見た人物がピュアランドのプレーヤーかはわからなかった。「エンター☆ピュア」の声せい紋もん認証も小声でやれるので、自分がプレーヤーであることを隠そうと思えばいくらでも隠せるのだ。

「とりあえず、歩貴も学校からアクセスしてただろうし……」

　俺は言いながらタッチパネル式の携けい帯たい電でん話わを操作すると、歩貴に電話する。

　そして教室の前で落ち合うと、彼はいきなり「渚の様子が気になるな。僕は保健室へ行ってくるよ」と切り出してきた。

「そうだな。今日は様子が変だったし、俺も保健室へ──」

「いや、僕だけの方がいいと思うぞ」

「なんでだ？」

「う～ん……。翔は今日のことをＡＩＴＯに報告した方がいいんじゃないかな」

　歩貴は、なぜか少し考えながらつぶやく。

　その態度が妙みように気になったが……ＡＩＴＯはピュアランドに大きく貢こう献けんしてくれた相棒だ。歩貴の言う通りきちんと報告するのが筋だろう。

「……わかった。渚のことは頼たのんだぞ」

「ふむ。翔が心配してたこともちゃんと伝えておこう」

「俺が心配してたなんて聞いたら、あのリア充は『ウザい』とか鼻で笑うだろ」

「まったく……お前ってヤツは人の気も知らないで」

　歩貴はため息をつくと、こちらに背を向けて廊ろう下かを進んでいってしまった。

　手持ちぶさたになった俺は、そのまま一人で校門へと向かう。

「なんだ……あれ」

　辺りはもう暗いというのに、門の前にはなぜか人だかりができていた。

　いぶかしげに見ていると、人ごみの中から誰だれかが手を挙げ「やっと来たか！」と叫ぶ。

　そのまま人ごみを割って出てきたのは……完かん璧ぺきボディーを持つウェーブがかったロングヘアの少女、城じよう之の森もり美み紅くだ。

「待ちくたびれたぞ」

　彼女は俺にそう言うと、「みんなにじろじろ見られて……恥はずかしかったんだからな！」と頰ほおを膨ふくらませる。

「まさか……そこで俺をずっと待ってたのか!?」

「もちろんだ。教室にもいなかったし、今朝は連れん絡らく先さきも交こう換かんしなかったし……ここで待つ以外にないだろう」

　彼女は顔を伏ふせると「ピュアランドでは誰が誰かわからないしな」と参ったように言う。

「それって……あんたまさか、ピュアランドの試験に合格したのか!?」

「もちろんさ。きみこそ、まさか脱だつ落らくしてないだろうな？」

　端たん整せいな顔をいたずらっぽくほころばせてこちらを眺める彼女へ、俺は啞あ然ぜんとしながら首を縦に振ふる。

「あいつ、美紅さんのなんなんだ？」

「俺らのバラの君と、ずいぶん親しげに話すじゃないか……」

　さきほどまで城之森を取り囲んでいた男たちが、不ふ穏おんな響きで喋しやべり始める。

「お、俺はべつに──」

　慌あわてて否定しようとしたそのとき、城之森が「ここでは落ち着いて話もできないな。続きは車の中で」と俺の右手を取った。

　その途と端たん、周囲の取り巻きたちがざわめく。

「ちょっ……俺も行くのか!?」

「当たり前だ！」

　城之森は取り巻きたちへ一度目をやると、「早くしてくれ」と頰を染めて俺の手を引っ張る。

「いや、俺は、その……」

　その言葉も虚むなしく、俺は彼女に引っ張られてリムジンの中まで入ってしまう。

　今日二度目だった城之森の手……二度目は、焦あせりがあったせいか強く握にぎりしめられ、彼女のすべすべの肌はだが俺の手に押しつけられていまだに感触が消えなかった。

「あ、会ったばかりの女の手など……」

　俺は震ふるえながら自分の右手を見つめる。

　一秒、二秒、三秒……だがそれでも手の感触は消えない。

　う……うぉぉ静まれぃ俺の右手よ！　魂の恋人以外の手で動どう揺ようなどするなぁぁぁ!!

　右手を握りしめながら悶もだえていると、城之森が「なにをしているんだ？」と眉まゆを寄せて小首をかしげる。

「いえ、なんでもないです……」

「そうか？」

　彼女はしばらく疑わしげにこちらを見つめていたが、やがて運転手に「公園まで頼む」と告げる。

　そしてたどり着いたのは、市街地から離はなれた緑地公園だった。一周するのに十五分ほどかかる大きな所で、中央には噴ふん水すいもある。

　すでに辺りが暗くなっていたため、街灯の明かりが公園を淡あわく照らしていた。

「ふぅ……やっと落ち着いたな」

　城之森は清々したように言うと、こちらを見て微笑ほほえむ。

「落ち着いたが……俺、明日登校して大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「あの取り巻きたちのことか。……では、遠とお縁えんの親しん戚せきだとでも言っておこう」

「そうか、親戚ならしかたないな」

「あぁ、親戚ならしかたない」

　……って、親戚でもあんな簡単に手を繫つながんわ！

　俺が内心でつっこんでいると、それを察したように「きみの手を取ってしまったのは……一度目は人として当然のことだ。二度目は、き、きみがもたもたしてるから……」と顔を伏せる。

　そのまま俺たちは、妙に気き恥はずかしくなって黙だまりこんでしまった。

　そんな沈ちん黙もくに耐たえかねたのか、彼女は「……とりあえず、そこのベンチに座るか？」と問いかけてくる。

　手を繫いだ上に公園で一いつ緒しよにベンチ……と思ったが、立ち話というわけにもいかない。

　俺は城之森の視線が示していたベンチへ行くと黙って座った。

　しかしさきほどの沈黙が尾おを引いており、互たがいに話題につまる。

　そんな空気に息苦しさを覚え、俺はとにかく話題を振ろうと口を開いた。

「な、なんか変な気分だな。さっきまでお互いピュアランドにいたなんて……」

「そうだな。そして今はリアルで一緒にいる……」

　……………………………………………………………………………………………………。

　ソッコーで会話が途と切ぎれてしまった。

　正直、そろそろリアルから離れてネットに戻りたくなってきたが……とりあえず、もう一度がんばって話題を振ってみる。

「あ、あんた、自分のピュラは気に入ったか？」

「私のピュラか……不思議な感じだったよ。でも、悪い気はしないな」

「そうか……」

　……………………………………………………………………………………………………。

　またしても、ソッコーで会話が途切れた。

　──だからリアルは嫌いやなのに！

　慣れない相手、慣れない場所、慣れない会話……どう考えても俺がいるべきシチュエーションではない。アウェーもいいところだ。っていうか全リアルがアウェーだ。

　俺が一人で唸うなっていると、城之森が真しん摯しな瞳ひとみをこちらへ向けてきた。

「なぁ……私たち、お互いにピュラを秘密にしないか？」

「秘密に？」

「そうだ。リアルで互いのことを明かしてしまうより……ピュアランドに導かれてピュラがわかった方が、〝ピュア〟だと思わないか？」

　どこか、夢見るように喋る城之森。

　──彼女は魂の恋人を本気で探している。

　そのとき、俺は直感した。

　大だい企き業ぎようの令れい嬢じようだったり〝バラの君〟と言われて他ほかの生徒たちに囲まれていたり……ずいぶん華はなやかなイメージのあった城之森だが、今俺と話している彼女は印象が違ちがう。もっと素そ朴ぼくで、むしろ年ねん齢れいよりも幼い純じゆん粋すいさが……。

「見ろ、あの老夫ふう婦ふ」

　城之森に言われて俺は前を見る。

　そこには、手を繫いで噴水の前を歩いている老夫婦がいた。

「歳をとっても想おもい合ってて……いいな。あぁいうのを魂の恋人と言うのだろうか」

「かもな……」

　俺が追い求める魂の恋人は純心無む垢くな子だ。だがそれは具体的に「誰みたいな人か？」と問われれば……自分でもわからない。いまだ見たこともないような人物を探すのだ。だからこそ俺にはピュアランドが必要であり、他のプレーヤーたちもピュアランドを必要としている。

　俺が思いにふけっていると、ふと、キャッキャウフフな話し声が聞こえてきた。

　丈たけが超ちよう短いチェックのスカートをはいた女子高生と、シャツをズボンから出してボタンをだらしなく開けている男子高校生のカップルだ。

　普ふ段だんはあんな「ぼくたちリア充じゆうです☆」みたいな連中を見ると秒でイラッとしていた俺だが、今は城之森と魂の恋人について語り合い心が落ち着いていて──。

　ガンッ！

「けしからん!!」

　突とつ如じよ、城之森が声を荒あらげてベンチを叩たたく。

　お、俺は城之森と魂の恋人について語り合って心が落ち着いていたんだが……。

「どうしたんだ？」

「あのリア充たちめ……こんな所に来てまでキャッキャウフフして！」

「そうだな」

「実に……実にけしからん！」

「??」

　俺は知らず首をかしげた。リア充たちの軽けい薄はくなデートを「けしからん」と言うならわかるが……どうも城之森は違う部分に怒おこっている気がする。

「もう少しで陽ひが落ちる。そうなればここは〝夜の公園〟だ。そんな場所でキャッキャウフフしているなど……ろくなことを考えていないはずだ！」

「……その可能性もなくはないだろうが……」

　こんな人の多い公園で、エッチなことするか？

　俺が城之森の言葉に戸と惑まどう中、彼女の怒いかりはさらに高まってゆく。

「本で勉強したことがある。リア充たちの中には、『もしかしたら誰かに見つかるかもしれない』というドキドキ感が快楽に変わる者がいるという……あいつらはその類たぐいに違いないのだ！　あいつらはきっと公園の暗がりに身を潜ひそめて、そ、その、とても恥ずかしい部分を触さわり合って……!!」

「想像が飛ひ躍やくしすぎじゃないか？」

　っていうか、「本で勉強」？

「夜の公園がけしからんだけではない。恋人の家、カラオケ……リア充どもはいつでもどこでも発情して、いろんなシチュエーションでけしからんことを楽しむ！　むさぼる！　堕だ落らくする!!」

「お、おいおい……バラの君がなに非モテのぼっちキャラみたいなことを……」

　というか、下手へたしたら俺より重じゆう症しようっぽい発想なんだが。

　内心でつっこんでいると、城之森は「あぁ、私は非モテのぼっちキャラだがなにか!?」と鬼おにの形相でこちらをにらんできた。

「は!?」

「二度も言わせるな！」

　彼女はそのまま顔を赤くすると、「家に帰ればビジネス英語や乗馬や社交ダンスといった習い事ばかり……友達と遊ぶ時間どころか、友達を作る時間すらなかったんだ」と唇くちびるを嚙かみしめる。

　意外だった。リア充の権ごん化げとも言うべきスペックを持つ城之森が、まさか非モテだったなんて……。

「あんたなら、その気になればいくらでもリア充ライフを満まん喫きつできるだろうに……」

　つい漏もれたその言葉を聞き、彼女はくすりと笑う。

「ピュアランドの合格者に対して、それは愚ぐ問もんだぞ？」

　……そうだった。本当に愚問だ。

　さきほどリア充カップルを見て城之森の想像が飛躍したのも、彼女がピュアゆえ。

　まさかバラの君がここまでのピュアガールだったとは……。

「俺、あんたのピュラが気になってきたよ」

「教えないぞ？」

「あぁ、わかってる」

　でも、城之森の〝純心〟を見てみたい。ピュアランドでなら……彼女はもっと違う一面を見せてくれる。

　俺が城之森を眺ながめてそんなことを考えていると、彼女は「しかしいつまでも『きみ』や『あんた』じゃお互い呼びづらいな」と悩なやみ始める。

「下の名前で呼び合うか？」

「な、名前で!?」

「そんなに過か剰じような反応をするな！　恥はずかしくなるだろう……」

　彼女はそう言って顔を伏ふせると、「私のことは美紅でいい」とつぶやく。

「わ、わかった……俺も翔でいい」

「そうか」

　彼女は嬉うれしそうな笑えみを浮うかべると、そのまま俺と連れん絡らく先さきの交こう換かんを始めた。

　今日会ったばかりの子とここまで急接近するなんて……。

　がらにもなく心臓が高鳴ってしまい、連絡先を交換するとき指先が震えてしまった。

「これで、か……翔といつでも連絡が取れるな。今日はつき合ってくれてありがとう」

「俺も楽しかったよ。ありがとう、美紅」

　言いながら、自分で気恥ずかしくなってしまうセリフだった。

　彼女はそんな俺の心中を察したのか、「家まで送っていくよ。また一緒に車へ乗ろう」と微笑みを浮かべてきた。




　……美紅の車で家の近くまで来ると、見覚えのある後ろ姿が目に入る。

「渚に……歩貴」

　俺のセリフで察したのか、運転手は渚たちの横へ車をつけて窓を開けてくれた。

「二人とも今帰りか」

　俺がいつもの調子で声をかけると、渚がこちらを眺めて目を見開き……次いで、「あ……あんたって男は……！」とわなわなし始める。

「人のことをさんざんリア充扱あつかいしといて……なんでしれっと女の子に送られて帰ってるのよ!?」

「まったくだ。翔こそギルティのような気がしてきたよ」

　歩貴が盛大なため息をついてメガネに手をそえる。

「ち、違うぞ！　俺は美紅と大おお真面目まじめにピュアな話をだな……」

「ほう……〝美紅〟？」

　名前を呼び捨てにしたことを耳ざとく聞きつけた歩貴が、眉まゆをピクリと上げる。

「ふむ……これは僕のデータを更こう新しんしなくてはいけないな。翔はバラの君を呼び捨てにする仲……と。しかしこれは大変だな。取り巻きの連中が黙だまっていないだろう」

「──それなら大だい丈じよう夫ぶだ。翔は私の〝遠とお縁えんの親しん戚せき〟ということにする」

　俺の横で美紅が説明するように言うと、歩貴と渚が目を丸くして息を吞のむ。

「「……へ～……」」

　歩貴は無表情のまま、渚はこめかみに青筋を立てつつ、二人それぞれのリアクションでつぶやく。

「そのなんとも言えない反応やめろよ！」

　俺がつっこむと、歩貴が「リア充おめでとう。オープニング当日にピュアランドが必要なくなったわけだ」と遠くを見つめる。

「俺は美紅とそういう仲じゃないから！」

「そうだ。翔は私につき合ってくれただけなんだ」

　美紅が申し訳なさそうに言ったそのとき、運転手が「お嬢じよう様さま、そろそろ家庭教師の時間です」と口を開く。

「聖エーデルワイス女学院の高等部へ進級せずわざわざ純菜高校へご入学された以上、絶対に学力を落とさぬため勉学に励はげまれるお約束ですから」

「……わかっている」

　美紅はわずかに表情を曇くもらせてつぶやく。

　聖エーデルワイス女学院か……。そういえば歩貴が今朝、エスカレーター式のお嬢様校にいたのにわざわざ純菜高校へ入学したと言っていたな。

　俺が考えこんでいると、美紅は曇った表情を隠かくすようにしてこちらへ笑顔を向けてくる。

「友達と会えたようだし……ここでお別れした方がよさそうだな」

「あぁ、ここからは歩いて帰るよ。送ってくれてありがとう」

　そう言うと、運転手が外に出てこちらのドアを開けてくれた。

「翔……また！」

　美紅はそう言って俺へ手を振ふりながら遠ざかっていった……。

「毎日のお迎むかえに加えて、家庭教師や習い事か……確かにあれじゃリア充できないな」

　俺がリムジンの消えた先を見つめていると、歩貴が不意に真面目な顔をする。

「ほう……今朝は彼女のことを敵扱いしていたのに、ずいぶん心変わりしたな。オープニング当日にピュアランドが必要なくなったというのは、案外本当だったか」

「だから、そういうんじゃないから！」

「そうか？」

　歩貴はニヤリと笑いながらそう言ったが、それ以上はあえて口にしなかった。

　ぐぬぬ……話を広げられても困るが、微び妙みように話題を振り逃にげされても嫌いやだな……。

　そのとき、俺の後ろで渚がうつむいていることに気づく。

「……翔のバカ……」

　──え？　俺がバカ!?

　反射的に言葉を返そうとしたが、渚のテンションが妙みように低いので喋しやべり損そこねる。

　そういえば渚は、体調を崩くずしてたんだっけ。

　リア充じゆうの思考回路はいまだにわけがわからないが、体調の悪い幼なじみを責めるほど俺は酷こくじゃない。

　気を取り直すと、満面の笑みと最高に優やさしい声こわ音ねで「渚、体を大事にしろよ」と喋りかける。

　それを聞いて渚は顔を上げると……なぜか、俺をけげんな表情で見つめてきた。

「なにその笑顔。キモい」

「なにを……！」

　そのまま俺たちが言い争いを始めようとすると、歩貴が「そういえば翔も『俺が考えた最強の純愛告白コンテスト』に出るのか？」と問いかけてくる。

「いや、俺は参加しない。みんなの告白法を見て回って、魂の恋人を探す」

「告白法を見て回って？」

「そうだ。自分が最強と思う告白法だから、人となりが出るだろ。俺が感じ入るほど純心無む垢くな告白法を考えた人は……魂の恋人かもしれんからな」

「なるほど。あのイベント自体がお前の恋人探しに繫つながっていたのか」

「そう、それこそが管理者の特権だ。自分の恋人を探すためのイベントを、堂々と開けるってわけさ」

「っていうか『最強の純愛告白』ってなによ。ほんと……翔の考えることって意味がわかんないわ」

　渚がため息まじりに漏らす。

「ふっ……イノセントであれば悩むまでもないイベントだ。例えば高度八千メートルからダイブしつつ愛を叫さけぶとか、渦うず潮しおを泳いで抜ぬけ出しつつ愛を叫ぶとか……愛情の強さを表現する方法はいくらでもあるだろ」

「当たり前のように変な告白法を言うな！」

　俺がせっかく丁てい寧ねいに説明したというのに、渚は困ったように声を上げる。

　まったく……ここまで話が合わんとはな。

　俺が一人で鼻を鳴らしていると、歩貴が考えるようにして口を開く。

「しかし……ピュアランドでは翔以外のカップルも誕生してしまうんじゃないか？」

「そうだな。だが、他ほかの男と結ばれるような女はそもそも俺の魂の恋人ではない。だから興味ない」

「なるほど」

　歩貴は納なつ得とくいったように頷うなずく。

　だが渚はまったく納得していないように口を曲げた。

「ネットで彼女探しを始めたかと思えば高校生活十日目でリアルの女の子と仲良くなって……あんたってほんとわけわかんないわよ！」

　彼女はそう言って、いらだたしげにずんずん歩き始める。

　さすがスポーツ少女というか、俺と歩貴はあっという間においていかれてしまった。

　って……渚、体は大丈夫なのか？




　家に帰ると、俺はさっそくＡＲメガネを起動してチャットを立ち上げる。





KAKERU:ＡＩＴＯ、ピュアランドのオープニングは成功だ！






　俺はそう打ちこみ、しばらくチャット画面を見つめる。

　……だが、レスはなかった。

「今はチャットに出られないのか……」

　俺はそうつぶやくとチャット画面からＷｅｂマンガサイトに切り替かえ、そのままヒマ潰つぶしを始める…………………………………………………………………………………………。

　ＡＩＴＯから返信が来たのは、夜もふけた頃ころだった。





AITO:ピュアランドが無事に始まったようでなによりだよ[image: （^O^）/]

KAKERU:ありがとう。さすがにオープニングは緊きん張ちようしたよ

AITO:僕はそもそも、人前で話すカケルが想像できないね

KAKERU:人前とはいえ、ネットだからな。ピュアランドでなら普ふ通つうに話せるさ

AITO:そういうものかぁ……。あ、そういえば〝純愛イベント〟はなににしたの？

KAKERU:最初の純愛イベントは、「俺が考えた最強の純愛告白コンテスト」だ






　それから俺は、イベントの詳しよう細さいをＡＩＴＯに説明する。





AITO:なるほど、カケルらしいね。でも……「俺が考えた最強の純愛告白」かぁ。もしカケルがやるとしたら、どんな告白にする？

KAKERU:そうだな……純心無垢な子に対して俺の純白さを伝えるために、三十歳になるまで手もつながないとか──

AITO:プッッ[image: ( ´,_ゝ`)]

KAKERU:なんだコラぁ！　いきなり笑うとは失礼だろぉぉぉ!!

AITO:いやｗ　だってｗ　それじゃコンテスト終わっちゃうしｗｗ

KAKERU:なら貴様だったらどんなイベントを開くんだ!?

AITO:僕か……どうだろうねぇ……

KAKERU:人にさんざん言っておいて自分だけ言わないなんて、許さんぞ

AITO:そう言われてもなぁ……やっぱり悩なやむよ

KAKERU:ＡＩＴＯが求める魂の恋人は、「僕を好きになってくれて、僕を迎えに来てくれる人」だろ。そこから考えればいいじゃないか

AITO:なるほど！　さすがメシア様、いいこと言うねぇ～[image: (´^ｰ')b]

KAKERU:だから、このチャットでその名を呼ぶな！






　そしてＡＩＴＯは、『僕を好きになってくれて、僕を迎えに来てくれる人か……』と悩み始めてしまった。

　まったく、即そく答とうできんとはＡＩＴＯもまだまだだな。

　しかしＡＩＴＯは不思議なヤツだった。なんの見返りも求めずピュアランドの構築を手伝ってくれたのだから……。





KAKERU:ＡＩＴＯ、お前はなぜピュアランドを手伝ってくれたんだ

AITO:きみの魂の恋人思想に賛同したからって言ったろ？

KAKERU:それは知ってるが、それにしたって……

AITO:ふふっ、そんなヤツが一人くらいいたっていいじゃないか

KAKERU:そういうもんか？

AITO:そういうものさ[image: （^-^）]






　……前々から思っていたことが一つある。ＡＩＴＯはきっと、昔の俺と同じ引きこもりだ。生活サイクルがバラバラで……外でなにをやったか俺に話したことすらない。そういう年上だからこそ「魂の恋人」というピュアな考えをまぶしく思ったのではないだろうか。

　ゆえにプレイできるはずもないピュアランドの構築を手伝ってくれた……。

　俺が考えこんで手を止めていると、ＡＩＴＯが書きこみをする。





AITO:僕はきみとのピュアランド作りを通して勇気をもらった。きっと、カケルが考えている以上の大きな勇気をね

KAKERU:ＡＩＴＯ……お前……






　俺は言葉につまり、『俺の方こそお前に勇気をもらった。ＡＩＴＯ、本当にありがとう』と書きこみをする。

　それから俺たちは、二人でピュアランドのオープンを祝い始めた。




　　　　[image: ]




「──エンター☆ピュア」

　次の日の放課後。俺はピュアランドにログインすると、まず管理者用の執しつ務む室へ移動した。

　ダークブラウンの壁かべと木製のシックな机……シンプルにして高級感のある部屋には、女性の絵が何枚も飾かざられていた。

　古今東西のおとぎ話に出てきた女性たち……諸説あるが、みんな素す晴ばらしいヒロインだ。

　白雪姫ひめ──滲にじみ出るイノセントさで七人の小人の助力を得たピュアガール。

　人魚姫──王子への一いち途ずな想おもいを貫つらぬいたピュアガール。

　眠ねむり姫──百年もの眠りで己おのれの純愛力を極限まで高めたピュアガール。

「俺の魂の恋人は、どんなピュアガールなのだろうか……」

　想いを巡めぐらせながら椅い子すに座ると、空中へ手を伸のばして複数の画面を展開する。

　それらの画面には、ピュアランド内の様々な場所が映し出されていた。

「さて……告白イベントの準備を始めてる人はいるかな？」

　ピュアランド内には現代風の街からファンタジー的な場所まで、様々なエリアを用意している。

　どこにでもある街をモチーフにしたエリアでは、みんなが駅前に集まって雑談していた。

　学校をモチーフにしたエリアでは、学級会議よろしく教室で純愛イベントの話し合いがおこなわれていた。

　そして幻げん想そう的な植物におおわれたエリアでは、物もの珍めずらしげに辺りを探たん索さくする者たちがいた。

　エリア同士は道で繫がっているため、歩いて回ることも可能だ。しかしエリア検けん索さくをすれば誰だれでも一発で狙ねらいのエリアへ飛べる。

「昨日の今日だからな……まだイベント作製に入ってる者はいないか」

　そのとき、俺は人だかりができているエリアを見つけた。

　なんの変へん哲てつもない公園のエリアだが……。

　俺はエリア検索の画面を出すと、とりあえずそこへ飛んでみた。そして人だかりの近くまで行き、みんながなにかで盛り上がっている姿を目にする。

「ずいぶん楽しそうだが……なにをしているんだ？」

　俺の言葉に気づいたみんなは、「「メシア様だ！」」と一いつ斉せいにこちらへ顔を向けた。

　そんな中、人だかりの中心から白いワンピースを着た小学生くらいの女の子が出てくる。

　まぶしい白銀のロングヘアを元気に揺ゆらして駆かけてくるその姿は、小学生のような外見とあいまって天てん真しん爛らん漫まんな雰ふん囲い気きをかもしていた。

「わたしたち、みんなで自分の純愛告白について話し合ってたの♪」

「みんなで……？　自分のことなのに、話し合う必要などあるのか??」

「メシア様みたいな人だったらいらないだろうけど……わたしたち、まだ純愛初級なんだもん」

　彼女は「メシア様、なに言ってるの！」と喋しやべらんばかりに頰ほおをふくらませてむくれる。

　俺は彼女のあまりにあけっ広げな感情表現に、思わず苦く笑しようしてしまった。

「あ、メシア様が笑ってくれた☆　メシア様、なんだかずっと難しい顔してたから……」

「そうか？」

「そうだよ～」

　そうだったのか……。よく考えてみれば無理もない。念願のピュアランドをついに開設した直後なのだ。しかしそれを当然のように見み抜ぬいて俺を笑わせてくれたこの子は──。

　そこまで考え、俺は目の前に画面を展開して彼女のプロフィールを確かく認にんする。これは俺だけができるわけではなく、プレーヤー全員が閲えつ覧らんできるものだ。






名前……ココロ

ひと言メッセージ……魂の恋人さんと、いろんな話をしたいな☆

純心……××








　……〝純心〟とは、プレーヤーの恋れん愛あい的な性質を書く欄らんだ。相手に己を捧ささげるような恋をむねとする者なら〝献けん身しん〟。身を焦こがすような愛を望む者なら〝熱愛〟といったところだ。しかしピュアランドはピュアなプレーヤーが集まる場所。自分の純心をみんなに公開するのを嫌いやがる人もいるだろうと思い、非公開設定できるようにしていた。

　ま、純心が暴走するピュアランドにおいては、相手を見ていればそのうち察することができる事じ項こうだしな。

　俺はプロフィールを閉じると、ココロの周りに集まっていた人々を見る。彼女を中心として楽しそうに話していた人々……ココロは、ムードメーカーといったところだろうか。

「ココロくん、なかなかのピュアガールだぞ」

「ありがとう！　でね、でね、メシア様！」

　無む邪じや気きに問いかけてくる彼女へ、俺はつい表情を緩ゆるめて言葉の続きをうながす。

　すると──。

「わたし『朝まで生討論してお互たがいをわかり合ったのちに告白』っていうの思いついたんだけど……どうかな？」

「なにその休日前限定イベント!?　明らかに平日参加するヤツいないだろ!!」

「えぇ～でもわたしは好きな人とちゃんと話したいんだけど……」

　残念そうに言うココロを見て、俺は「そ、それがきみの純心に背そむかない内容なら、俺が否定するのも野や暮ぼだがな……」とフォローする。

　ココロ……なかなかのピュアガールだが、突とつ飛ぴなことも考えるんだな。

　そして俺は再びエリア検索画面を出すと、草原のエリアへ飛ぶことにした。

　辺りに咲さき誇ほこる花々が風に揺れ、甘い香かおりを運んでくる。まるでおとぎ話のように温かな雰囲気をかもす場所だった。

　このエリアにはワンピースドレスを着た十名ほどの少女たちがおり、俺を見つけるとこちらへ駆けてくる。全員がドレス姿……。華はなやかな純心を持つ少女たちが意気投合して集まったというところだろうか。

「メシア様、純愛イベントの詳細メール……受け取りました！」

　誰かがそう言うと、みんなで俺を囲んで口々に喋り始めた。

「イベント作製のためにどんなアイテムもタダで使い放題なんて……メシア様、太っ腹ですね！」

「それにどこでもイベントを開けるし……ピュアランドって自由度が高くていいわ」

「でもピュラの外見や名前は勝手に決まって、変へん更こうできないのよねぇ……」

「あなた、メシア様に失礼よ！　メシア様には深いお考えがあってのことでしょうし……むしろ歓かん迎げいだわ!!」

　うぉ……いくらピュアガールといえど、この人数でガールズトークをされると……どう反応していいかわからん！　というか会話のペースが速い!!

　俺が戸と惑まどっていると、ガールズトークはさらに加熱する。

「今回のコンテスト、優勝すると『メール機能』がもらえるんですよね？」

「一度でも会ったことがある相手なら、誰にでもメールできるってヤツでしょ」

「アレいいわねぇ。メシア様とコンタクトを取りたかったら、メールで待ち合わせできるんだもん」

　俺はみんなの会話に口をはさめず、ただ頷うなずくばかりだった。

　そんな俺へ、少女の一人が「それで……私たち、もう告白イベントを作ったんですよ。体験していきませんか？」とにこやかな顔を向けてくる。

「もう作ったのか!?」

「当然ですわ。だって私たち……〝イノセント〟ですもの」

　啞あ然ぜんとする俺へ、少女たちが花のような笑えみを浮うかべる。

　告白イベントは一人で開いても複数で開いてもＯＫだ。ただし複数で開いた場合、イベントの〝純愛力〟を審しん査さするプログラムが補正をかける。

「十人近いピュアガールが知ち恵えを絞しぼって考えた告白イベントか……しかと見せてもらおう！」

　俺がそう言うと、少女たちは「「きゃ～！」」と嬉うれしそうに声を上げて俺の腕うでを取る。

　すると、柔やわらかな胸の感かん触しよくが当たってきた。

　って……胸!?

「ちょっ……あ、当たってる……！」

　慌あわてながら喋った言葉は、少女たちの嬌きよう声せいによってかき消される。

　ピュアランド中はフルダイブモードのため、互いにリアルな感触がある。つ、つまり彼女たちも俺の腕が胸に当たってる感触があるわけで……。

　これは「当ててんのよ」状態なのか!?　だとしたらそんなビッ●はピュアであるはずがないし……だが、万が一ということも……。

「メシア様。イベント会場はすぐそこですから、早く行きましょうよ～」

　彼女たちは俺がイベントを体験するのがよほど嬉しいのか、胸が当たっていることにまるで気づいていないようだ。しかし無意識だからなおさら困る。

　ぐぉっ……女の子が好意的に話してくれるのは「魂の恋人探し」をする上で都合がいいが……ハーレムみたいになると、俺の哲てつ学がくに反するぞ……。

「っ……とにかくイベント会場へ行こう！」

　俺はそう叫さけぶと、急ぐふりをして彼女たちをほどき、その場から駆け出した。




「──っていうか、なんでリア充じゆう臭しゆう満々のハート形ストローでクリームソーダを飲むんだよ……！」

　葛かつ藤とうそのままに俺は自身のオールバックを手で押さえつけて頭を抱かかえる。

　イベント会場は草原の真っ直中に建てられたカフェテラスだった。しかし十名近い少女がみんなで俺を取り囲むためテラスでは狭せまく……草原の上でイベントを続行することになったのだ。

　それ自体はいいのだが……これ、どう見てもハーレムだぞ。俺は、俺はこんなこと──。

「なにが〝ピュアランド〟よ！　開発者が率そつ先せんしてリア充みたいなことして……!!」

　不意に、近くで声が聞こえる。目を向けると、そこにはお姫様が着るような豪ごう華かなドレスを身にまとった金きん髪ぱつの美少女がいた。

　彼女は俺がリア充ライフを楽しんでいるかのような姿に激げき怒どしたらしく、いきなりムチで攻こう撃げきしてこようとする。

　眼前の少女に危険なものを感じた俺は、プロフィールを確認した。






名前……セフィア

ひと言メッセージ……ピュアランドに参加できて、今、とってもドキドキしてます！

純心……××








　……当たり前というべきか、ピュアガールのようだ。というか俺自身よく思っていないこのハーレム状態に怒おこっているわけだから……かなり純愛力が高いのかもしれない。

「ま、待てセフィア！　確かに俺もこの状じよう況きようは少しチャラい気がするが──」

「言い訳乙おつ」

「いやマジで！　ほんと！　っていうかリア充もなにも、ここはリアルじゃないし!!」

「そう……ここはリアルじゃないから、生まれてきたことを後こう悔かいするほどムチで叩たたいても平気よね？」

「平気じゃないわ！　リアルの体にもダメージが行くから!!」

「でもぉ、よりによってメシア様がピュアランドでハーレムしてるなんてぇ、私見過ごせません～」

「急にぶりっ子するなよ！」

「それがこの世に言い残す最後の言葉？」

　言いながら口の端はしを上げて壮そう絶ぜつな笑みを作ったセフィアを見て、背筋に悪お寒かんが走る。

　──これはマジでヤバい！

　そのとき、唐とう突とつに振ふり袖そで袴はかま姿すがたの少女が現れる。つややかな黒くろ髪かみを揺らすその様は、まるで大正時代の女学生のように清せい楚そだった。

　彼女のプロフィールを確認すると──。






名前……アオイ

ひと言メッセージ……お友達から始めましょう

純心……××








　……アオイはセフィアの肩かたに手を置くと、「今しばらく様子を見ましょう」と首を横へ振ふる。

　そして二人は俺の前から去っていった……。

　呆ぼう然ぜんとする中、二人が去り際ぎわに残した言葉が胸を打つ。

　セフィアは「私……本気で魂の恋人を探してるんだからね」と寂さみしげに目を伏ふせていた。

　アオイは「メシア。魂の恋人探しはもう始まっているのよ？」と憂うれいある瞳ひとみを見せた。

　セフィアとアオイ……ピュアランドには素す晴ばらしい子たちがいる。

　ハーレムは嫌だが、こういう子たちを見ているとここでなら魂の恋人を探せると胸が高鳴り、決意が新たになる。

　そう、改めて言おう。俺はこのピュアランドで……必ず魂の恋人を見つける！
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　ピュアランドでのハーレム状態にうんざりした俺は、次の日の朝、メシアから通常プレイ用のピュラに切り替かえてピュアランドへログインした。

「ふむ……このピュラは久々だな」

　このピュラも顔は俺のリアルな外見に近い。緑色のシャツを着て帽子をかぶっており、やんちゃな少年を思わせるどこかファンタスティックな恰かつ好こうをしていた。

　これは俺の手を加えていないピュラで、他ほかのプレーヤーと同じ経けい緯いで作られたフェアなものだ。

「〝メシア〟としての仕事は大体終わったし……今回からはこのピュラで恋人を探すか」

　言いながら、俺は自分のプロフィールを確かく認にんする。






名前……ソラ

ひと言メッセージ……ボクと純愛を極きわめませんか？

純心……××








「ふふっ……我ながら素晴らしいひと言メッセージだ」

　笑みを浮かべると、俺はエリア検けん索さく画面を出して学校をモチーフにした場所へ飛ぶ。

　リアルの学校へ登校する前に、ピュアランドの学校へ来ている者たちがいたからだ。

　するとそろそろ告白イベントを考えたのか、文化祭よろしくみんながイベント作製を始めていた。

　校舎裏や屋上……果ては運動場でも、取得したアイテムを並べてあぁでもないこうでもないとみんなが試し行こう錯さく誤ごしている。

「〝告白〟と言えば学校は鉄板だからな……さすがにこのエリアは盛せい況きようだ」

　校内を巡めぐっていた俺は、頷うなずきながらそう漏もらす。

　そして中庭まで来たとき、出店を作っている人たちを見つけた。

「さしずめ『手料理で告白』といったところか」

　辺りを見回してそう漏らすと、オープニングイベントで俺へ声せい援えんを送っていたピュラを見つける。赤いチャイナドレスを着た活発そうな子だ。名前を確認すると……〝リンリン〟だった。

　俺は彼女が作製したチャイニーズレストラン風の小屋へ入り、さっそく声をかけてみる。

「アンタ誰だれ？　あたし今、忙いそがしいアルよ」

　──アルよ!?　い、今どきチャイナキャラで『アルよ』属性なんて……。

　色々とツッコミ所のある言葉に戸と惑まどっていると、中ちゆう華か娘むすめ──リンリンはさらに言葉をつむぐ。

「ひと言メッセージが、『ボクと純愛を極めませんか？』。キモッ、マジキモアル」

「キモいだと!?　あれは俺の珠しゆ玉ぎよくのメッセージで──」

「ナンパならやめるがいいアル。ピュアじゃないヤツにはメシア様の鉄てつ槌ついが下るョ」

　聞く耳持たぬと言わんばかりに彼女は言い捨てた。

　珠玉のメッセージを秒でけなされた俺は、怒るよりむしろ啞あ然ぜんとしてその場で固まる。

「ふぅ……これ以上まとわりつくなら、メシア様に報告してアンタを消してもらうアル」

　リンリンはそう言って鼻を鳴らす。

　っ……とりつく島もない。つか、メシアは俺なんだがっっ！

　これ以上の話は無意味だと思い、俺はこの不毛なやり取りを早々に切り上げて他の人たちにも話しかけてみた。

　しかし……誰も彼もリンリンと似たような反応で、俺と話す気などない。

「な……なんだこの差は!?」

　俺は愕がく然ぜんとしつつ……ピュアランドからログアウトした。
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　そしてリアルでの昼休み。

　教室で渚なぎさや歩ほ貴たかと昼飯を食べているとき、俺はつい今朝のことを愚ぐ痴ちった。

「くっ……メシアのときはあれだけ好意的だったピュアガールたちが……」

「メシアだから好意的だったんだろう。ピュアランドの創設者でもなければ管理者でもないただのピュラに、いきなり好意を持つ者などいないさ」

　歩貴は冷静に言いながら、購こう買ばい部で買ったサンドイッチを食べる。

「ちょっとポジションが違ちがうくらいで態度を変えおって……あいつら、純愛力が低いわ!!」

「──はははっ！　やっぱりネットで恋人を探すなんてやめた方がいいんじゃない？」

　弁当を食べていた渚が、こらえきれなかったように笑い声を上げる。

「なにを!?　ふっ……まだ魂の恋人ソウル・ラヴアー探しは始まったばかり。これから……そう、これからなんだ!!」

「はいはいそうね。あ、そのバナナもらうわよ？」

　渚はそう言って、妙みように嬉うれしそうに俺が持ってきていたバナナを取る。

　すると歩貴の目が鋭するどく光った。

「渚。できればバナナの皮をむいて食べる直前に、もう一度『バナナもらうわよ？』と言ってくれないか。二度もお願いされれば翔かけるも素す直なおに渡わたすことだろう」

「そう？　今日は妙に優やさしいのね……」

　渚は首をかしげながらバナナの皮をむくと、その艶つややかな口を広げてバナナへ近づける。

　そして──。

「このバナナ……もらうわよ？」

　笑えみを浮うかべてバナナ越ごしにこちらを見つめてきた。

　その姿は男のバナナ越しに上うわ目め遣づかいでこちらへ淫いん猥わいな瞳を向ける女を思わせ──。

「エェェェクセレント……!!」

　歩貴が思わずスタンディングオベーションをしていた。

　お前、それはいくらなんでもバレるぞ……。

　俺がそう思うが早いか、渚は顔を真っ赤にして立ち上がり、「このド変態！」と叫さけんで歩貴の頭をどつく。

　だが渚の機き嫌げんのよさは続いており……すぐに座るとバナナを食べ始めた。

「ま、翔もこれにこりてリアルの恋れん愛あいに目覚めなさい」

　……なぜか、渚の上機嫌は昼休みが終わったあともずっと続いていた。




　放課後になると、俺は途と端たんに手持ちぶさたになった。

　一いつ緒しよに教室に残っていた歩貴へ目を向けて、ため息まじりに口を開く。

「部活が終わったあとじゃないと、みんなピュアランドへログインしないな」

「ログインの時間帯で、なんとなく本人がバレる可能性があるからな」

　歩貴の言葉を聞いて俺は窓の外へ目を向けた。

　運動場には部活で陸上やソフトボールをしている女子たちがいる。

　……あの中にピュアランドのプレーヤーがいる可能性だってあるのだ。逆に、すでに帰っている女子もプレーヤーの可能性はある。バレたくないなら、〝みんながログインできる時間帯〟を狙ねらうのは当然か……。

「翔、校内でも回るか？」

「そうだな」

　そう言って、俺たちは校内を回り始めた。

　そして室内プールの近くまで来たとき、歩貴が「渚でも見ていくか」とこちらを見る。

「渚の水着姿なんて今さら改めて拝むものでもないだろ」

「翔の中では、渚の水着姿は小学生で止まってるだろ。中学校の頃ころは大会の応おう援えんにも行かなかったし……脱だつ引きこもりを祝して、一度成長した渚を見ても罰ばちは当たるまい」

「そういえば、中学校の頃は渚の応援に行ってないな……」

　今さら気づいたように言うと、歩貴は「お前……なんで渚が水泳を始めたのかまだわからないのか」と頭を抱かかえる。

「なんでだ？」

「僕の口から言うことじゃないな」

　歩貴は肩かたをすくめると、黙だまって室内プールの方へ歩き始める。

　有う無むを言わさず行くわけか……。

　今度は俺が肩をすくめると、二人で室内プールへと向かう。

　四月で冷水はきついのか、室内には生暖かい空気が立ちこめていた。

「おっ、相変わらず渚は速いな」

　歩貴はすぐに渚を見つけたらしく、プールの一角を見つめる。俺もそこへ目を向けると、スレンダーな体を競泳水着に包んだ渚がいた。彼女のしなやかな体に張りついた水着はそのボディーラインを露あらわにし、ほどよい大きさの胸も張りのある太ふと股もももよく見える。

「渚は一年生にして大会の優勝候補だからな。さすがに体も作りこんである」

「話には聞いていたが……こうやって練習を見ると実感がわくな」

　渚はプールサイドにあがると俺たちに気づいたらしく、こちらへ歩いてきた。

「なんで翔と歩貴がここにいるのよ。女の子の水着姿でものぞきに来たの？」

「僕にはのぞきなんて趣しゆ味みはないな。今もこうやって堂々と見ているだろう」

　歩貴は悪びれもせず言い放つ。

　そんな彼を見て、渚は鼻を鳴らして腰こしに手を当てる。そのポーズのせいで体にフィットしていた競泳水着はより彼女の体を抑よく圧あつし、胸が潰つぶれてわずかに広がる様が見えた。

「ほう……やはり翔は最近リアルの女に目覚めたらしいな。バラの君といい、今の視線といい……」

　俺の視線に気づいた歩貴が、そっと耳打ちしてくる。

「ち、違うわ！　渚も知らないうちに大きくなったなと思ってだな……」

「大きくなったって……翔、どこ見てるのよ！」

　彼女は顔を赤くすると、恥はずかしそうに胸を腕うででおおう。

「みんな～！　男子がエッチな視線で練習を眺ながめてるわよ～!!」

「こら、人聞きの悪いことを言うな！」

　俺が叫ぶも、女子たちは渚の声に反応してこちらへ鋭い視線を向ける。

　そしてエッチな男子を排はい除じよせんと駆かけ出してきた。

「やばい、逃にげるぞ！」

　俺はそう言うが早いか、歩貴とともに必死で走り出した。




　室内プールから逃げ出すと、俺の携けい帯たいにちょうど美み紅くからメールが来る。

『まだピュアランドへログインしていないか？　まだなら……ログイン前にピュア友の集つどいを開きたいのだが』

「ピュア友の集いってなんだよ……。しかも集まるの、俺と美紅の二人だけだろ」

　つぶやきながら、俺はどこで待ち合わせするのかメールで聞いた。すると中庭で落ち合うことになる。

　歩貴と別れて中庭まで行くと、例のごとく美紅の周りには人だかりができていた。

「相変わらず大人気だな」

　俺がそう漏らすと、取り巻きの男たちがこちらに気づき、一いつ斉せいに駆けてくる。

　──まずい！　やっぱり美紅とリムジンに乗ったことをねたんでて……！

　いきなりのことで慌あわてて身を引いていると、男たちは俺の前で横一列に整列し、同時に声を上げる。

「「バラの君のご親しん戚せき様、ご機嫌うるわしゅう！」」

　ご機嫌うるわしゅう!?

　予想外の反応に、俺は啞然としてしまう。

　すると男たちは間かん髪はつ容いれず俺を囲み、矢や継つぎ早に「どこか凝こっているところはありませんか？」とか「必要な物がありましたら購買部まで走ってきますが？」とかご機嫌取りを始めた。

　こ、これは一体……。

「私の遠とお縁えんの親戚ということで、翔を大事にしてくれるらしいぞ」

　美紅がどこかほっとしたように説明する。

　……なるほど。将を射んとせばまず馬を射よ。美紅に気に入られるために、まず俺に取り入ろうということか。敵視されるよりは断然マシだが──。

「ウザい」

　俺は誰だれにも聞こえないようそっと漏もらすと、美紅に軽く頭をさげて礼を言う。

　そして俺を囲む取り巻きたちへ目を向けた。

「俺はこれから美紅と話があるんだが……」

「「はい、どうぞごゆっくり！」」

　取り巻きたちは、そう声を合わせて潮が引くように去っていった……。

「凄すごい効果だな」

「……ちょっと効きすぎたかもしれん」

　美紅はいたずらっ子のように舌を出すと、そうつぶやく。

　そして俺たちはベンチに座ると、ピュア友の集いとやらを始めた。

「今日はお迎むかえ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「社交ダンスの練習時間をずらしてもらったから大丈夫だ」

「そうか……ピュアランド、本気でやってるんだな」

　開発者として、ここまで本気でピュアランドに打ちこんでくれるプレーヤーがいることは、素直に嬉しい。

「本気も本気さ。魂の恋人……一生に一度、見つけられるかどうかの大勝負なんだぞ」

「そうだな。一生に一度……だな」

　これほど魂の恋人ソウル・ラヴアー探しを真面目まじめに考えている人は、ピュアランドの中でもどれくらいいるだろうか。これほど魂の恋人探しに打ちこんでいる人を見ると……自分の恋人探しにも誇ほこりが持てる。それくらい、美紅の情熱は俺にとって心強いものだった。

「そういえば翔は告白イベントを考えたのか？」

　ふと、美紅がこちらを見て問いかける。

「俺は今回、様子見をしようと思ってな」

「様子見か……それもありだな」

　彼女は頷うなずくと、次いで破顔して「だが私はもう告白イベントを考えたぞ」と漏らす。

「もう考えたのか。まだ悩なやんでるヤツも多いのに、早いな」

「ちょっと相談できる人がいてな」

「ピュア友ができたのか？」

「まぁ……そんなとこさ。翔はどうだ？」

「リアルで昔からの腐くされ縁えんがいてな……そいつらとはよく話してるが、他ほかはさっぱりだ」

「そうか……。まぁ、私もさっき言った人以外はさっぱりだ」

　彼女はしかたなさそうに微笑ほほえむと、「そういえば……」とこちらを見つめ直す。

「いろんなピュラが話しているんだ。ピュアランドにいると妙みように自分に素す直なおになるとな。私も……そうだと思う」

　純心が暴走するシステムのことだ。……やはり、そろそろみんな気づき始めたか。

「美紅の言うことはわかるよ。だが……ピュアランドでそんな気持ちになるのは嫌いやか？」

「どうだろうな……」

　彼女はそのまま少し黙りこむと、「みんなをそんな気持ちにさせるピュアランドだからこそ、魂の恋人を探せるのかもしれん」とつぶやく。

　そして通学バッグからＡＲメガネとバラの花をモチーフにしたネックレスを取り出し、装着する。

「そろそろ部活が終わる時間だな」

　美紅はそう漏らすと、「では翔。できれば……ピュアランドでも巡めぐり会えたらいいな」と喋しやべり、息を吸う。

「エンター☆ピュア」

　その言葉とともに、彼女はピュアランドへとログインした。
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　……美紅がログインした直後、その場で俺もピュアランドへログインした。

　通常プレイ用のピュラである〝ソラ〟でログインした俺は、みんなが作製したイベントの一覧を表示させる。

　プレーヤーたちはみんなこれでイベントを確かく認にんし、どのイベントを体験するか選ぶのだ。




【習字のラブレター】→俺は字がド下手へただ。だからこそメールではなくあえてラブレター……しかも習字で告白する！　猛もう特とつ訓くんして上達した俺の字で、想おもいの強さを伝えるんだ。

※この告白法に興味がある人は、俺と一緒に習字の猛特訓をしよう！




【お勉強中にそっと告白】→放課後に学校でテスト勉強をしてたら、好きなあの人が偶ぐう然ぜん隣となりに……。告白するなら今しかない！　あの人のノートへそっと「好き」って書くわ！

※この告白法に興味がある人は、私と一いつ緒しよに学校エリアでテスト勉強しましょう。




　……みんな、色々と試し行こう錯さく誤ごして作ったのがよくわかるイベントだった。実に〝青春〟といった感じだ。

「さて……男が作製したイベントはスルーするとして、女の子が作ったヤツは……」

　そう言いながら画面をスクロールさせていると、やたら長いタイトルのイベントを見つける。

【私の超ちよう級ラビリンスを見事攻こう略りやくできたら、告白もやぶさかではないわ。挑ちよう戦せん者しや求む！】

「な……なんじゃこりゃ!?」

　俺は知らず声を上げてしまう。

「いやいや……色々とおかしいだろ。なんで〝ラビリンス〟で、かつ〝告白もやぶさかではないわ〟なんだよ。むしろタイトルに〝挑戦者求む！〟とか入れるなよ。これじゃ告白イベントじゃなくてダンジョンクエストだろ!!」

　俺は呆ぼう然ぜんとしてイベントの内容を詳くわしく読む。

『私はある日、悪い魔ま法ほう使つかいだか魔ま王おうだか異星人だかに、なんか魔法とか呪のろいみたいなのをかけられちゃった薄はつ幸こうのヒロインなの。で、まぁとにかくそういう理由で超級ラビリンスに閉じこめられちゃってるから、白馬の王子様、早く助けに来なさい！』

「[image: え゛]ぇぇ……」

　俺は、説明書きにどん引きしつつ漏らす。

　……なにこのイベント。むしろイベントを作ったヤツなに。

　俺はこのイベントに現在参加している人数を確認した。すると……ゼロだった。

「だよなぁ……」

　当然のごとく自分もスルーしようとしたが……一応俺は管理者だ。

　念のため……念のため確認する必要があるだろう。主に、イベント作製者の人格を。

　そう考え、俺はため息まじりにこのイベントへ飛んだ。

　すると目の前に大きなお城が現れる。あれが「超級ラビリンス」なのだろうか……。

「あれ？」

　よく見ると、お姫ひめ様さまのような恰かつ好こうをしたピュラがお城の前に座りこんでいた。イベント参加者はゼロだったはずだが……。

　首をかしげながら近くまで行くと、その子の顔に見覚えがあったことに気づく。

　確か、メシアを使っているときに会った子で、いきなり俺をムチで叩たたこうとした無む茶ちや苦く茶ちあなピュアガール……〝セフィア〟だ。

「はっ、挑戦者さん!?」

　セフィアはこちらに気づくと、瞳ひとみを輝かがやかせて立ち上がる。

　だが、慌てて気を取り直すように腰こしへ手を当てると、大きく息を吸った。

「ふっふっふ……よくぞ私の超級ラビリンスに挑いどもうと思ったわね。忙いそがしい身の私だけど、今ならラビリンスの中を一緒に歩いてあげてもよくてよ？」

「お前、今思いっきりヒマそうに座りこんでただろ！」

「っ……そ、それは偶ぐう然ぜん今ヒマだっただけよ」

「ふ～ん……じゃあこのイベントに参加した累るい計けいの人数は？」

「それは……」

「それは？」

「……ゼ・ロ・よ！」

　セフィアは顔を真っ赤にして叫さけぶと、「まったく……どいつもこいつもいくじなし！」と地じ団だん駄だを踏ふむ。

　あぁ、やっぱりな……。

　俺は地団駄を踏み続けるセフィアを生暖かい目で見つめながら、内心でつぶやく。

　そのとき、セフィアはふとなにかに気づいたかのように顔を上げ、満面の笑えみでこちらへ近づき始める。

「な、なんですか……」

「なんですかもなにも、さっそくこのイベントの説明をするわね」

「いや、俺は様子を見に来ただけで、参加するつもりは──」

「このイベントはね、お城型のラビリンスに挑むものなの」

「だから俺は参加するつもりは──」

「それで、ラビリンスの一番奥には私がいて……見事そこまでたどり着いた白馬の王子様に告白するって流れよ」

　彼女はそう言いつつ俺の目の前に顔を寄せ、作りに作った壮そう絶ぜつな笑みを浮うかべる。

「……参加、するんでしょ？」

「は、はい……」

　背筋に悪お寒かんが走り、反射的にそう言ってしまった。

　まぁ死ぬわけじゃないし、一回くらいならいいか……。

　そんな軽い気持ちで俺は彼女の超級ラビリンスへと向かってしまった。

　中に入った直後、本気で後こう悔かいすることも知らずに……。




「このお城型ラビリンスには、人間の煩ぼん悩のうの数と同じ百八のイベントを用意してあるの」

　お城の中に入った直後、セフィアがさらっと凄すごいことを言う。

「百八も!?」

「だって、無料でアイテム使い放題だったから」

　そんなレベルの問題じゃないだろ！　他の参加者は一つのイベントを作るのも大変だったっていうのに……。

　ある意味で、超級のピュアだった。

　俺が愕がく然ぜんとしながら城の廊ろう下かを歩いていると、すぐに分かれ道へたどり着く。

「なるほど、ラビリンスらしくなってきたな」

　右か左の二択たく……とりあえず、左に進んでおくか。

　そう考えて足を踏み出した刹せつ那な、後ろから舌打ちが聞こえてくる。

「……右に行ったら針はり地じ獄ごくへ落ちたのに……」

　ぼそりと、セフィアが恐こわいことを言う。

「って……ちょっと待て！　針地獄のどこが告白イベントなんだよ!?」

「女の子のために針地獄も切り抜ぬける白馬の王子様……私が告白したくなるじゃない」

「そっち!?」

　この思考……ヤバい。というかこのイベント、かなりヤバい……！

　そんなことを考えていると、突とつ然ぜん俺の後ろに鉄てつ格ごう子しがおりる。

「なんだ!?」

　セフィアは鉄格子の向こう側におり、なぜかこちらへ微笑みを向けていた。

「女の子のために魔王と戦う白馬の王子様……ステキよ」

「初っぱなから魔王!?」

「そう、魔王ごとき初戦で充じゆう分ぶんよ」

　魔王ごときって……。

　言葉を失っていると、近くで妙に黒いオーラを感じる。こう、そばにいるだけで他者を威い圧あつする感じの……。

　恐おそる恐る顔を向けると、そこには黒マントと王おう冠かんを身につけたゾンビが立っていた。

「う……うわぁぁぁ！」

「情けない声出さないの！」

　セフィアは頰ほおを膨ふくらませると、「さぁ、早く魔王を倒たおしてよ」と腰に手を当てる。

「どうやって倒すんだよ!?」

「そんなのワンパンで充分でしょ」

「無理だわ！　伝説の武器くらい貸してくれ──」

　俺が喋り終わらないうちに、魔王が口の中でなにかを唱え始める。

　すると──。

　ブフォッッ!!

　突とつ如じよ、火柱が俺を包む。

「熱あちっ……熱っっっ!!」

　慌あわてて前へ転がり、炎ほのおから逃のがれる。

　ネット上ではリアルな感かん触しよくがあるものの、ネットで死んでもリアルで死ぬということはない。しかもピュアランドには〝ＨＰ〟という概がい念ねんがないのだ。それはつまり……死なない程度の拷ごう問もんが延々と続く可能性も示し唆さしていた。

　俺は必死に駆かけ出して魔王へワンパンを食くらわせる。すると、魔王の頭上に赤文字の「１」が浮かんだ。

　……ダメージ一ってことか……。

　こりゃ、勝負にならんな。

　俺はさっさとログアウトしようと思い、目の前にメニュー画面を表示する。

　そして「ログアウト」の文字を押そうとしたそのとき……不意に後ろへ目を向けた。

　俺の背に隠かくれてメニュー画面が見えていないのか、セフィアはこちらの戦いをキラキラした瞳で見つめている。……口では色々言っていたが、俺が魔王を倒すのを心待ちにしているのが見え見えだ。

　ロ、ログアウトしづれぇぇぇぇ……。

　ピュアガールの期待を裏切るのは、さすがに良心がとがめる。

　だが、とてもじゃないが魔王に勝てるとも思えないし……。

「待てよ」

　ふと、妙みよう案あんを思いついた。

　昔の人はいいことを言ったもんだ。

〝身を捨ててこそ浮かぶ瀬せもあれ〟

　そう……つまり、いくら攻こう撃げきを食らっても死なない俺なら、ダメージ一のパンチでも九千九百九十九回当てれば最強魔法の威い力りよくと変わらないダメージを与あたえることができるのだ。

「えぇい……もうやけくそだ！」

　そして、俺は死線へと駆け出した……………………………………………………………。

　魔王を倒したのは、それから約八時間後のことだった。

　学校の中でピュアランドへログインしていたため、途と中ちゆうセフィアにお願いして魔王との戦いを〝一時停止ポーズ〟してもらい、家に帰ってから戦いを再開した。……おかげで今は真夜中というか半分朝だ。

「ソラ、おめでとう！」

　セフィアは八時間分の感動が爆ばく発はつしたかのように、こちらへ抱だきついて喜ぶ。

　痛みと眠ねむ気けで半分思考が飛んでいた俺は、その状じよう況きようを理解できずただ彼女に身を任せていた。

　柔やわらかい胸の感触、ギュッと俺を包む腕うで、そして甘い吐と息いき。あぁ……女の子って気持ちいいなぁ……抱だきしめてもらうだけで心がやすらぐっていうか──。

「って、ちょっ……！」
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　今さら状況を理解した俺が戸と惑まどっていると、彼女もまた今さら自分の行動に気づいたらしくいきなりこちらから離はなれる。

「わ、私はべつに、その……」

　セフィアはそこで一いつ旦たん口ごもると、次いで「あんたがさっさと魔ま王おうを倒さないから、眠くて変な行動をとっただけだからね！」と叫びログアウトしてしまった。

「な、なんだったんだ……」

　嵐あらしのように去っていった彼女を思いつつ、呆ぼう然ぜんとする。

　だが……俺の体には、まだセフィアの感触が残っていた。
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『──翔、今日は学校を休んだのか？』

　魔王を倒したその日の午後、俺は美紅から届いたメールの着信音で目をさました。

『あぁ……朝までピュアランドをやっててな』

『朝まで!?』

　美紅は驚おどろいたのか、そこで一旦メールを切る。

　そして五分後、思い直したかのように続きのメールが来た。

『ピュアランドのやりすぎでリアルの生活を堕だ落らくさせるなど……ピュアランドの住人として恥はずかしくないのか？』

「うぐっ……我がピュア友ながら耳の痛いことを……」

　まるで、美紅の方が〝メシア〟みたいな発言だった。

『わかった……今から登校する……』

　俺はメールを送ると、ベッドから起き上がる。

「痛っっ……」

　魔王との戦いで火柱や魔ま剣けんや隕いん石せきを受けた俺は、体の痛み方だけで言えば交通事故にあった人並みだ。普ふ通つうは歩ける状態ではないのだが……〝痛みの感覚〟だけがあり、実際には健康体なのだ。

「でもなぁ……普ふ段だんは十五分の道のりが、今日は一時間くらいかかりそうだ」

　ため息しか出なかったが、美紅にあそこまで言われてはしかたない。

　いや……いつの間にか俺は、「美紅にギルティだと思われたくない」と考え始めていた。美紅はそれくらいピュアで……一いち途ずな子なのだ。




　俺が教室に着いたとき、ちょうど最後の授業が始まる時間だった。

　痛みや脂あぶら汗あせで授業が耳に入らない中、歩貴から「なにしに来たんだ？」とか渚から「ネットで体を痛めて遅ち刻こくって……なによ」とか言われつつ、放課後を迎むかえる。

　そして俺と美紅は中庭のベンチに座り、再びピュア友の集つどいとやらを始めた。

「ずる休みかと思っていたが……ずいぶん具合が悪そうだな」

「むしろ痛い」

「どこかケガでもしたのか？」

「いや、昨日ピュアランドで参加したイベントが、なんか無む茶ちや苦く茶ちやでな……」

「朝までピュアランドにいた上に、イベントの後こう遺い症しようで体が痛い……??」

　そう言って、美紅が黙だまりこむ。

　そしてなにか考えるように顔を伏ふせてしまった。

　ウェーブがかった赤あか髪がみが横顔をおおい、彼女の表情が見えない……。

「ど、どうかしたのか？」

「いや……ピュアランドには、そんなに危険なイベントがあったのか!?」

　むしろ危険なのは〝セフィア〟だがな。

　こちらへ顔を向けて叫さけんだ彼女を見てそう思ったが、俺は口に出さず曖あい昧まいな笑いでごまかした。

「しかし危険なイベントを朝までやるとは……そんなに楽しかったか？　翔はドＭか??」

「イベント作製者の罠わなにはまっただけだから!!」

「罠……？」

　美紅は首をかしげるも……それ以上深くは聞かなかった。

　俺たちは互たがいのピュラを秘密にする約束をしている。あまり深く聞くのもマナー違い反はんだと思ったのだろう。

　しかし気にはなるのか、美紅はしばらく考えこんでいた。

「そういえば翔は、どうしてピュアランドを始めたんだ？」

「俺か……」

　真実をそのまま話すと、芋いもづる式に俺がメシアだとバレてしまう。というか、真実をすべて知っているのは同性の腐くされ縁えんである歩貴くらいだ。我が盟友たるＡＩＴＯには個人的な話はしてないし……。

「昔、女の子に裏切られたことがあるんだ。だから俺は本当にピュアな子に会いたかった」

「裏切り？」

「あぁ……」

　そこまで喋しやべって、それ以上の言葉が出なくなった。

　辛つらい終わりを迎えた恋こいだが、こんな所で相手を一方的に悪く言うという行こう為いに拒きよ絶ぜつ反応が起きたのかもしれない。

　美紅はなんとなく俺の気持ちを察してくれたのか、「きみは優やさしいヤツだな」と柔らかな瞳ひとみを向ける。

「そんなことはない」

「いや、そうだ。少なくとも翔は……その恋で自分に芽生えた温かい気持ちを否定したくないんだ。終わった恋を切り捨てて相手を否定するような男より……何倍もステキだ」

「……普通は、昔の恋なんて忘れて欲しいものじゃないか？」

「そんな駆け引き、ピュアランドのプレーヤーには無用だぞ」

　そう言って美紅が笑う。

　それを見て、俺はどこか胸がすっとした。

　人に話したくないような過去も察して受け入れてくれる美紅……。今までリアルで、こんなに安心できる相手に会ったことがあるだろうか。

　ここがネットなら俺は気のきいたお礼が言えたかもしれない。だが、やはりリアルでは──。

「本当にピュアな子を探したいなら、確かにピュアランドはうってつけだな。リアルにはいろんなしがらみがあって、なかなか本音を言えない。ネットでこそ言えることもある」

　美紅の言葉を聞いて、俺は我に返る。

「あぁ、ネットはウソをつきやすいが本音も言いやすい。むしろネットでのウソですら〝本ほん性しようや願望を知る〟という意味ではリアルよりわかりやすい」

「そうだな……しがらみがない分、歯止めもきかなくなるからな。その特性を最大限プラスの方向に振ふったのがピュアランドだし……」

　そう……美紅の言う通りだ。

　俺は頷うなずきながら、彼女の言った〝しがらみ〟という言葉を考える。

　お嬢じよう様さまの美紅は……きっと人一倍しがらみが多いんだろう。

　そんな彼女は、一体ピュアランドでどんな一面を見せているのだろうか。

　想像ばかりが膨ふくらみ、心がはやる。

「美紅、お前の〝純心〟は──」

　思わず、聞きかけてしまった。それはピュアランドでこそ明らかにすべきことだとわかっていたのに、口を突ついて出てしまう。

　反射的に口を閉じた俺を見て、美紅がふっと笑った。

「翔……純愛力がまだまだだな。メシア様が怒おこるぞ？」

　あぁ……俺だって、俺自身に怒りたい気分だ。

　美紅の純心が気になるなら、ピュアランドで彼女を見つければいい。

　ここはリアルで、俺が否定した世界で、だからこそ俺にはピュアランドがあって……。

「よし、そろそろログインするか！」

　俺はカバンからＡＲメガネと三日月形のネックレスを取り出すと、すぐに身につける。

「あぁ、縁があったらピュアランドで会おう！」

　美紅もまたフルダイブの準備を調ととのえ、息を吸う。

「「エンター☆ピュア」」

　二人の声が重なったそのとき、現実世界の感かん触しよくが段々と薄うすれてゆき……目の前に、マトリクス数字の行列の作り出した楽園が広がった。
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「……それで、俺はなんでまたセフィアの所へ行かなきゃならんのだ？」

　ログインしてしばらくすると、いろんなイベントを見て回っていた俺の前へセフィアが現れた。そして「ラビリンスの準備が調ったから、早く来なさいよ」と言ったのだ。

「いや、昨日の今日だし、体が痛いし、俺は他ほかのイベントを見たいんだが……っていうか体が痛いし」

「痛い痛いってくどいわね……。でもまぁ、昨日はお疲つかれさま。本当はこのままどんどん難易度が上がっていく設定だったけど……ソラもがんばって魔王を倒たおしてくれたし、今日は簡単なイベントしかないから安心して」

　セフィアは得意気に胸を張って喋る。

　おいおい……あれ以上難易度が上がったら、クリアする前にコンテストが終わるぞ。っていうか俺、美紅のピュラを探したいのに……。

　そんなことを考えて黙りこんでいると、セフィアはその美び貌ぼうをわずかに曇くもらせてうつむく。

「嫌いやならべつにいいのよ……邪じや魔ましたわね」

　彼女はそう言うと、こちらに背を向けてとぼとぼと歩き始めた。

　……ピュアランドでは自分の純心にウソをつけない。あの無茶苦茶なラビリンスは彼女が真に最強だと思う告白法なのだ。それを、唯ゆい一いつの参加者である俺ですら逃にげたとなれば……ショックは計り知れないだろう。

「だぁぁもう！　チャレンジすればいいんだろ、チャレンジすれば!!」

　俺は半ばヤケ気味に叫ぶと、イベントの一覧画面からあの危険なラビリンスを選せん択たくした。




「よくぞ私の超ちよう級ラビリンスにまた挑いどもうと思ったわね。その勇気だけは誉ほめてあげるわ。でもソラ……私が『告白もやぶさかではない』と思うにはまだまだたくさんの試練をクリアしなければ──」

「あぁマジすかお誉めの言葉ありがとうございますがんばりますわ」

　俺はすでに先が思いやられており、全力で脱だつ力りよくした声を出す。

　セフィアのラビリンスはイベントを一つクリアすれば次回からはそこまで一直線に進めるよう迷めい宮きゆうが変化する設定だ。

　なので俺は今日、魔ま王おうを倒した続きからプレイし始めた。

　そして部屋に入ると、見み渡わたす限り草原のエリアに出る。

「ここは、実際には部屋の中なの。床ゆかがランニングマシンみたいに動く仕様で……優ゆう雅がにこの草原を駆かける私を捕つかまえるイベントよ」

「少女趣しゆ味みだな……」

　しかしこれなら簡単そうだ。

　そう油断していると、セフィアが草原を駆け始めた直後に横の壁かべから「ブオッッ！」と大きななにかが射出される音がした。

　驚おどろいて目を向けると……巨きよ大だいな鉄球が俺の眼前に迫せまっている！

　ゴンッッッ……!!

　俺は鉄球にぶっ飛ばされて壁に激げき突とつした。

「ぐはっ……こ、これは……」

「ふふっ……私を簡単に捕まえられると思わない方がいいわよ」

　そして追つい撃げきの手を緩ゆるめないかのように壁が容よう赦しやなく開き、弓矢や炎ほのおなどを飛ばしてくる。

「さぁソラ、あなたの全知全能を賭として私を捕まえなさ～い」

「って、おい……これのどこが簡単なイベントなんだよ──────!!」

　俺の叫びは、草原に虚むなしく響ひびいていた………………………………………………………。

　そして数日後。

　魔王戦や草原イベントでのダメージが癒いえてきた頃ころ、ピュアランド内を回っていた俺の前へ再びセフィアが現れる。俺の回復を見み越こしたかのようなタイミング……。

「……セフィアさん、いつになったら俺を解放してくれるんですか。もう勘かん弁べんしてください」

「まるで私が束そく縛ばくしてるみたいなセリフやめてくれる？」

　彼女は息をつくと、「次はどの道へ進んでも知能系イベントに着くわ。今度は体がボロボロにならないからいいでしょ」と鼻を鳴らす。

　知能系ならいいかと思いラビリンスへと向かうと、たどり着いた部屋は舞ぶ台たいホールだった。

　舞台の上にはハリボテのお城があり、その窓には幼よう稚ち園えん児じが描えがいたようなお姫ひめ様さまの絵がある。その絵にはセリフ判定機能があって、ステキな愛の言葉を叫べばクリアらしい。

「確かに知能系だが……なにこの罰ばつゲーム！」

「罰ゲームってなによ！　まったく……乙おと女めのロマンをなんだと思ってるのかしら」

　セフィアはそう言って頰ほおを膨らませると、舞台監かん督とくよろしくホールの椅い子すに足を組んで座る。

「それじゃ、敵国の王子たるあなたが恋をしてしまった姫の城へ忍しのびこんで、一世一代の告白をするシーンよろしく。ちなみに王子は民衆に愛される人格者にしてイケメンで、騎き士しや拳けん闘とう士しやアサシン顔負けの戦せん闘とうスキルを持つ勇者で──」

「設定細けぇ！　つか理想高たけぇぇ!!」

　抗こう議ぎするように言った俺だが、結局、それから三時間ほど「お姫さん、俺のアサシンスキルできみのハートを一ひと刺さししちゃうぜ？」だの「俺の右ストレートで狙ねらうのは世界じゃない、きみだ」だの叫さけび通すはめになった……。

　はぁ、はぁ、はぁ……。どれだけ叫んでもセリフ判定機であるお姫様は反応しない。

「もう……しかたないわね。コツを教えてあげるわ」

　セフィアはため息をつきながらも、少し優しい声こわ音ねで言う。

　なんだろう。一見善意に見えるけど、実は根本がおかしいよな……セフィアのラビリンス、ある意味で強制参加だし。

　ただ、最初にこのラビリンスを見たときは「絶対ヤバい人が作ったイベントだ」とどん引きしていた俺だが……セフィアと接するうちに、なんとなく打ち解けてきたものを感じる。

　表現方法は特級でおかしいが……やはり、ピュアガールだ。

　そしてセフィアの協力で舞台イベントをクリアした、その次の日──。

　俺はなぜか、当たり前のようにセフィアのラビリンス前に立っていた。

「まさか自分からこのラビリンスへ来るようになるとは……」

　しかし告白コンテスト中に一通りのイベントも確かく認にんしたい。

　う～ん……どうしたものか……。

　一人で悩なやんでいると、セフィアがお城の中から出てくる。

「ソラ、待ってたわよ！」

「それは嬉うれしいが……まだ他に参加者はいないのか？」

「…………」

「聞いてごめん」

　その言葉でセフィアは口を曲げると、「もう、わかってて聞いたでしょ！」と俺をポカポカ叩たたき始める。

　多少痛いが……セフィアとのこういうやり取りが、楽しくなってきた。

「さて、コンテストが終わる前にラビリンスを進んでおくか」

　俺はそう言って、セフィアとともに城の中へ入った…………まではよかったが──。

「ちょっ……うぉぉぉぉ!?」

　ある部屋に入った瞬しゆん間かん、いきなり床が抜ぬけて落ちる。

　そして気がつくと、ラビリンスの入口にワープしていた。

「これは一体……？」

「残念ねぇ……ふりだしに戻もどったわ」

「確かにここは入口だし……ふりだしとも言えるな」

「そうじゃなくて、ラビリンスの攻こう略りやくそのものが〝ふりだしに戻った〟のよ」

「え……そ、それってまさか……一から全部やり直しってことか!?」

「うん」

　セフィアはこともなげに言い、次いで「ソラなら大だい丈じよう夫ぶよ。さ、やり直しましょ！」とラビリンスの中へ入ろうとする。

「ちょ、ちょっと待て……」

　俺は震ふるえる声で言いつつ、今までの奮ふん闘とうを思い出す。

　──八時間かけて倒した、魔王。

　──鉄球や矢の雨をかいくぐった、草原。

　──死ぬほど臭くさいセリフを叫んだ、舞台。

　……あれを〝また〟やり直すのか??

　今までの苦く闘とうを思い、俺は頭がぶっ飛ぶ。

「悪いが、一度きちんと考えていいか……」

　グロッキー状態でつぶやいた俺は、ほとんど思考停止している中、エリア検けん索さく画面を出した…………………………………………………………………………………………………。




　土管が横よこ倒だおしで積まれた公園を、夕ゆう陽ひが優やさしく照らしている。

　遠くからはカラスの鳴き声が聞こえ、どこか郷きよう愁しゆうを感じさせた。

〝昭和〟をほうふつさせる公園のエリア……。

「俺、どこで間ま違ちがったんだろ……って、ラビリンスの道を間ま違ちがえたんだよなハハッ」

　土管の上に座り、虚うつろな瞳ひとみで漏もらす。

「なんていうかさ、結構がんばったと思うんだ。むしろもう充じゆう分ぶんだよな。セフィアだってあそこまでラビリンスをがんばった俺を見れば、作ったかいがある──」

「なんでもうあきらめる話をしてるのよ!?」

　黙だまって俺の横に座っていたセフィアが、力強く拳こぶしを握にぎって声を上げる。

「ソラはやればできる子でしょ！　あきらめたらそこでイベント終しゆう了りようよ！」

「セフィアのイベントが終了するのは、他ほかに参加者がいないから──」

「そういう問題じゃないの！　そりゃ最初は『この人しか参加者がいないから、縛しばってでもラビリンスを攻略させてやるわ』って思ってたけど……」

「思ってたんかい！」

「い、今は違ちがうの。ソラと話してると楽しくて、そんなソラがイベントをクリアしてくれたらいいなって……」

　そうつぶやくと、セフィアはうつむいてしまう。

　……普ふ段だんはわがままお姫様だが、彼女はたまにこういういじらしい一面を見せる。

　良心が痛むのを感じながらも、しかし俺はラビリンスによる肉体へのダメージを思い躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　俺は、俺はどうしたら……。

「あれ、邪魔だったかな☆」

　ふと、幼い子供のような声が聞こえる。

　目を向けると、白いワンピースを着た少女……ココロが同じエリアに来ていた。みんなでピュアランドを回っている最中だったのか、彼女の他にも十名ほどのピュラがいる。

「──お前が女を泣かせるとは……ピュアランドでなにをしているんだ？」

　ココロの脇わきから声がしたので目を向けると、猫ねこ耳みみをつけたブーツ姿の男〝ルーガス〟がいた。

　すると彼の声に反応するようにして、他の人たちが声を上げる。

「サイテー。女の子を泣かせてるの？」

「こいつギルティだぜ。メシア様に報告だな」

　あまりの非難に、俺はつい「お前らなんか勘かん違ちがいしてるだろ!?　この場合、被ひ害がい者しやは俺で──」と叫ぶ。

「被害者……」

　俺の言葉を聞いたセフィアは、さらに深くうつむいてしまった。

　そしてその状態のまま怒ど濤とうの勢いで喋しやべり始める。

「私なんかいらない子なのよ誰だれにも必要とされないイベントを全力で作ったおバカな子よ生まれてきてごめんなさいって感じなのよ！」

　そう叫んでセフィアは画面を表示させると、〝ログアウト〟の文字を押そうとする。

　──まずい！　ここでログアウトしたら、セフィアはきっともうピュアランドをやらない！

　直感的に悟さとった俺は、セフィアの腕うでをつかむ。

　しかし彼女はそれを振ふりほどいてボタンへ腕を伸のばし始めた。

「ダメだよ☆」

　そのとき、ふとココロが声を上げる。

「セフィアちゃん、ここはネットだから逃にげるのも簡単だけど……せっかくこうやって会ったんだし、一度みんなと遊んで楽しもう♪」

「みんなと遊ぶ？」

　セフィアはけげんな顔でココロを見つめる。

「そうだよ～。だってこういうＳＮＳって、知らない人と普ふ通つうにイベントを楽しんだりするでしょ？」

「まぁ……そうね……」

　セフィアは少し考えると、「自分のイベントに一いつ所しよ懸けん命めいになって、忘れてたわ」と漏らす。

　セフィア……周りが見えなくなるほど告白イベントに打ちこんでたんだな。そして俺はセフィアのそんな状態に気づけなかった……。

「ココロ、わかったわ。今日はもう遅おそいから、待ち合わせして今度遊びましょう」

「うん♪」

　またココロに救われたな。

　俺は知らずココロへ微笑ほほえみを向ける。

　そして俺たちは、日曜に待ち合わせをして別れた。
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　次の日、俺は昼休みに美紅から「一いつ緒しよに昼ご飯を食べよう」と呼び出され、二人で中庭にいた。

　並んでベンチに座り、俺は学食のパン、彼女はお弁当を食べ始める。

「……珍めずらしく土曜の予定があいた」

「へぇ、それはよかったな」

　……………………………………………………………………………………………………。

「急に時間ができると、どう過ごしていいかわからなくて困るよ。はは」

「俺は逆に、三年間引きこもってたから余よ裕ゆうでヒマを潰つぶせるな」

　……………………………………………………………………………………………………。

「──そこはなんか誘さそえよ！　……と翔につっこむのが普通なのだろうな」

　淡たん々たんとした声が俺たちの沈ちん黙もくを破る。

　振り返ると、そこには歩貴と渚が立っていた。

「お前たち……なんでここに!?」

「翔が妙みようにそわそわして昼食へ行ったのでな……面おも白しろそうだったから渚を誘って尾び行こうしたのさ」

　悪びれる様子もなく言い切る歩貴。

　そんな彼の横で渚が「なんであたしまで……」と顔をむすっとさせる。

「腐くされ縁えんながら、歩貴の行動を読めなかった自分を怨うらむよ」

「文句を言う気力もないお前が好きだぞ」

「嬉しくないわ！　そもそも休日なんて絶好のネトゲタイムだろうが。リアルの街に出かけるとか、ましてや女子を誘うなんて考えもせんわ！」

「翔だったらそう言うだろうと思ったが……」

　彼はそう言って美紅を見つめる。すると目が合った彼女は「ふ、二人きりで街へ行くなどギルティだ」と頰ほおを染めた。

「勘違いしないで欲しい。僕はそもそも〝二人きり〟とは言ってない」

「それって一体……」

　首をかしげる美紅を見て、歩貴は肩かたをすくめる。

「翔がリアル女子と二人きりで遊びに行ったところで末路は見えているわけだし……ここは一つ、この場にいる四人で遊ぶというのはどうだろうか？」

　おい歩貴……今、さりげなく失礼にして真実を言ったな。

　内心でつぶやきながら彼をにらんでいると、渚が「ちょっと、なんであたしまで……」とうろたえたように声を上げた。

「いいじゃないか。こういう機会でもないと、翔と一生外で遊びそうにないからな」

「そ、それはその……」

　渚が口ごもっていると、美紅が頰を紅潮させてぷるぷる震え始めた。

「まさかそれは……〝集団デート〟というヤツか!?　リア充じゆうデートの中でも複数プレイという意味で特とく殊しゆ性せいが高く、どちらのカップルがよりラブラブか競きそうため相手に見せつけるようにキャッキャウフフしたり、片方のカップルが席を外したすきに体を寄せ合って人に見せられないキャッキャウフフをしたりする……あの集団デートか!?」

　どんな集団デートだよ……。

　俺が頰をひくつかせていると、歩貴は考えるようにして口を開く。

「〝集団デート〟という響ひびきは確かにイノセントじゃないな。それでは……〝集団お遊び〟をしよう」

「お遊びか。お遊びならセーフだ」

　そういう問題じゃないから！

　心の中で叫さけぶも、俺は「女の子たちと外で遊ぶ」という状じよう況きように息を吞のむ。

　どこへ行ったらいいんだ？

　なにを話したらいいんだ？

　俺、マジでなにもわからないぞ……。




　土曜の街には、車のクラクションや人の話し声が溢あふれかえっていた。電車で三十分ほどかけて来た駅だが……人口密度のせいで局地的に気温が上がっているのではないかと思わせるほどの熱気だ。

「なにこの人波!?　まともに歩けないじゃん!!」

「翔、土日の街はこんなもんだぞ……」

　ダーク系のワイシャツを着ていた歩貴が、呆あきれたように漏らす。

「いやいや明らかにお祭りをやってるとしか思えないし！　つか人の波を見てるだけで酔よえるんだが……うぷっ」

「汚きたないわねぇ。せっかく引きこもりをやめたんだから、少しはこういうのに慣れる努力をしなさい」

　七分袖そでのふわりとしたシャツに短パンとブーツを合わせた渚が、ため息まじりに漏らす。いかにもリア充な恰かつ好こうだが、制服のときより〝女の子らしさ〟が垣かい間ま見みられる姿だ。

「ふむ……うちの車で移動するか？」

　落ち着いたブラウンのワンピースに飾かざりベルトを合わせた美紅が、考えながらつぶやく。気品とかわいらしさを合わせ持った、美紅らしい私服だ。

　ちなみに俺の服は……全部ネットで買った。引きこもり生活が長かったせいで「まともに着られる私服はジャージだけ」といういかんともしがたい状況だったので、ネットで無難コーデを検けん索さくしまくってポロシャツとジーパンをお急ぎ便で届けさせたのだ。

　俺……浮ういてないよな？

　そう思いながらみんなを見ていると、歩貴が申し訳なさそうに美紅へ目をやる。

「車移動とはお気き遣づかいありがたいが……歩いて回った方が道中色々あって楽しいと思う」

「そういうものか？」

「俺は車の方が引きこもれる意味で好きだがな」

「「は!?」」

　歩貴と渚が同時に声を上げ、俺の要望を一いつ蹴しゆうする。

　結局俺たちは、そこら辺を歩いて気になった場所へ入ることにした。

　でも気になる場所って言われてもな……。大好きなゲームやマンガはダウンロードで買えるし、行くとしたらマニアやコレクター向けに作られた現物のマンガ雑誌やゲームパッケージを売ってる店とかか？

　そのとき、渚が大きなビルを見て「ちょっと寄りたい店があるの」と声を上げる。

　彼女が歩いた先にあったビル……それは、一階に派手な服を着たマネキンが置いてありうるさいＢＧＭがたれ流されているファッションビルだった。

「こ……このリア充がぁ！　俺がそんな店に入れるわけないだろう!!」

　思わず叫び、その場に立ち止まる。

「なによ。ここって友達と普通に入ってる店なんだから」

「リア充の友達とリア充するために入ってる店だろ」

「別にリア充じゃなくてもここに入るわよ。……あ、わかった。恐こわいのね？」

　渚が、面白いことを見つけたかのように笑えみを浮かべる。

「恐いって……なにがだよ。べつに恐くねーしあんなビルどうせリア充ばっかで肩出しとかヘソ出しとかしてる萎なえる女ばっかだし」

「じゃあ入りましょうよ」

「いや俺は別に恐いわけじゃないんだ。ただな、純愛を求める俺があそこに入るのはどうかと思う──」

「はいはいそうですね。で、入りましょう」

「少しは話を聞けよ！」

　しかし渚は聞く耳を持たず、さっさとビルへ入ってしまった。

　俺たちはしかたなく彼女のあとに続く。だが──。

「アウトォォォォ!!」

　店に入った直後、俺はキャミソールの上になにか羽織った肩出しファッションの女を見て叫ぶ。

　その女は四月だというのになぜか小麦色に焼けており、上に羽織っている物もユルユルのせいで胸の谷間がよく見え、張りのある健康的な膨ふくらみを強調していた。

「──なんだあの半はん裸らどもは！」

　突とつ然ぜん、美紅がわなわなし始める。

「公衆の面前で己おのれの体を淫みだらにさらすなど……なんの発情期アピールだ！　体目当ての男を釣つるために体をさらすなど愚ぐの骨こつ頂ちようだぞ。そんなカップル結局は体の関係で始まってあきたらさっさと他ほかのヤツに乗り換かえるという淫いん乱らんな関係しかできあがらん!!」

「よくぞ言った、我がピュア友よ！　このファッションビルはもはやファッションビルにあらず。ここはギルティたちの巣そう窟くつと化している!!」

　俺と美紅は互たがいに視線を交かわし、熱く頷うなずき合う。

　そんな中、こちらの騒さわぎに気づいた客たちが遠巻きに視線を向け始めた。それに気づいた歩貴と渚が、遠くを見つめながら声を漏もらす。

「渚、もう店を出ようか」

「……そうね……」

　とてもあっさりした話し合いだった。




　店を出た俺たちは、話し合った結果ゲームセンターへ行くことにした。

　まぁ話し合いと言うよりは、歩貴と渚がヒソヒソ話をして「俺と美紅が騒がない場所」を選んだだけだが。

「おぉ、まるでホームに帰ってきたかのような居い心地ごこちのよさ！」

　俺は諸もろ手てを挙げて叫ぶと、さっそく格ゲーコーナーへ走り始める。

　平へい坦たんな机の上に３Ｄポリゴンのキャラが浮かんでバトルをするもので、感覚を共有するＡＲメガネとはまた違ちがった面白さがあるのだ。

「こら翔。四人で遊んでいるのに、なにをいきなり一人遊びに興じようとしている」

　歩貴に服をつかまれ、俺は音ゲーコーナーへと引っ張られ始める。

「せっかく外に出たんだから、ちょっとはやらせろよ！」

「お前が一人でゲームを始めると、クリアするまでやめないだろ」

　……確かに。

　しかたなく、俺は音ゲーの前に立った。

　空中に現れる音おん符ぷをタイミングよくタッチする形式だが、音符の出現ポイントが上下左右に加えて手前や奥まである。手だけではなく肘ひじや膝ひざ……全身を使ってやる必要があった。

「これ、結構動かないとハイスコア出ないやつだろ。疲つかれるから嫌いやなんだが……」

「どこまで引きこもり思考なのよ！」

　渚は声を上げると、「歩貴、やり方を見せてあげて」と言う。

「そこで僕に振ふるのか」

「だってあたし、やったことないもん」

　彼女のセリフを聞いてあきらめたのか、歩貴は筐きよう体たいの前に立つと自分の携けい帯たいをかざして料金の支し払はらいをすませる。

　そしてプレイし始めると……リズミカルというより淡たん々たんと体を動かし、クリアスコアを余よ裕ゆうで超こえた点数をとった。

「二度目にしては上出来だな」

　歩貴はさらっと言って頷く。

　なかなかやるな……。

　俺が感心していると、今度は渚が筐体の前に立った。

　そのときふと、歩貴が筐体を見つめる。そして「これ、二人プレイができるな」と漏らした。

　二人プレイって……。

「せっかくだし、渚と翔でやってみたらどうだ？」

「「え!?」」

　俺と渚の声が、重なる。

「なんで俺が渚と協力プレイをしなきゃならんのだ！」

「そうよ！　翔なんかとプレイしたら、絶対スコアを気にしてあたしにギャーギャー言ってくるじゃない！」

「二人してその拒きよ絶ぜつ反応……息がピッタリじゃないか」

　歩貴はそう言うと俺の背を押し、勝手に二人プレイのボタンを押す。

「お、おま……」

　言葉を失う俺をよそに、ゲームがスタートしてしまった。

「きゃっ……どんどん音符が……！」

　渚は慣れないゲームに翻ほん弄ろうされ、すぐに千鳥足になっていた。

「くくっ……渚、あまり俺を笑わせるな」

「な、なんですって!?」

「スポーツ少女と言っても、しょせんはリア充じゆう界での話。お前の身体能力がゲーム業界でも通じると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ──って、うわっ！」

　言ってるそばから俺の脇わきに音符が現れ、触さわり損そこねてしまう。

「ふふっ……引きこもりすぎて大好きなゲーム業界でも身体能力を発揮できない人もいるのね」

「なんだと!?」

　そのとき、俺と渚のどちらでも触ふれる位置に音符が現れる。相手に負けまいと意地になっていた俺たちは同時にそこへ手を伸のばし……もつれて倒たおれてしまった。
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　──ぽよん。

　柔やわらかく、張りのある膨らみが手に当たる。少し小ぶりだが健康的な弾だん力りよくがあり、触っていると気持ちいい──。

「どこ触ってんのよ！」

　怒ど声せいとともに俺は思いきり頭をどつかれる。

　痛みをこらえて起き上がると、渚の胸の上に俺の手がのっていた。

「うわっ……す、すまん！」

　慌あわてて飛びのくと、渚が顔を真っ赤に染めて「ほんと……どこ触ってんのよ」とつぶやき自分の胸を抱だきしめる。

　手に残る柔らかな感かん触しよく……。

　渚も女なんだ。

　そのとき俺は、妙みように意識してしまう。

　もうお互いにゲームどころではなかった。

「──次は城じよう之の森もりさんか」

　俺と渚がゲームオーバーになったあと、歩貴は淡々と漏らす。

　次いで美紅と俺を見比べると、しばし考え…………。

「よし、翔は引き続き二人プレイだな」

「なんでそうなる!?」

「風が……風が僕にそう教えたんだ」

　歩貴は横を向いて髪かみをなびかせつつ言い、一人の世界に入ってしまった。

　風なんて吹ふいてねーし！

　俺が心の中で叫さけんでいると、美紅は「い、いきなり翔と二人プレイと言われてもだな……」と声を上げる。

　しかしそれから先は言葉にならず、口ごもってしまった。

「どうやら決定のようだな」

　歩貴はそう言うと、筐体の前から離はなれようとしていた俺を強ごう引いんに押し戻もどす。

　そしてゲームが始まってしまった。

「こういうゲームはいくらか心得がある」

　彼女はそう言ってさっそく音符を触り始める。

　美紅って、ほんとなんでもできるイメージがあるな……。

　じっと眺ながめていると、美紅は「よそ見をするな。音符が出てくるエリア全体をざっと見み渡わたすのがコツだ」と声を上げる。

「お、おう」

　俺は言われた通りに全体を見渡す。

　すると音符が次々と現れても対応できるようになってきた。

「的確なアドバイスだな……あんた、これをやりこんでるのか？」

「習い事と習い事の合間に、時じ間かん潰つぶしでゲームセンターへ寄ってもらうことがあるんだ。このゲームはマニアが淡々と一人でやるか、リア充カップルがスコアを無視してキャッキャウフフしているかの二極化だな」

「なっ……リア充のくせにゲーセンに来てキャッキャウフフだと!?」

「そうだ……なんて腹立たしい！　あいつらは私たちの世界に土足で踏ふみこんだあげく、ラブラブアピールをしているんだ！」

「おのれリア充め……我がピュア友よ。我々はあんなやつらに負けるわけにはいかん。なんとしてでもハイスコアを叩たたき出し、格の違いを見せつけてやるぞ」

「当然だ」

　そこから俺たちは、リア充に負けまいと必死で音符を触り始めた。

　そう……これはもはやイノセントとギルティの代理戦争なのだ。我々は、負けるわけにはいかん！

「このっ、く……食くらえ！」

　俺が全力で体を動かし始めると、同じく全力で体を動かしていた美紅に腕うでが絡からまってしまう。

　そして彼女がバランスを崩くずし……つい、抱きとめてしまった。

　ふわりと漂ただよってくる美紅の甘い香かおり……。形のいい胸は俺の胸むな板いたに柔らかく押し潰つぶされ、細い腰こしは驚おどろきで少し硬かたくなっている。そして俺の耳元に吹きかけられる吐と息いきは温かく──。

「ギ、ギルティだぞ翔！」

　美紅は焦あせって俺から離れると、顔を真っ赤にして「倒れそうな私を助けてくれたことには感謝するが……」と慌あわただしく視線をさまよわせる。

「すまん、俺もいきなりのことで固まっていた……」

　言いながら、俺も動どう揺ようして視線がさまよってしまう。

　見ただけで完かん璧ぺきなボディーをしているとわかる美紅だが、実際に触れるとその造形美がリアルにわかってしまい……ネットにしか興味のなかった俺ですら心しん拍ぱく数すうが上がった。

　そして俺たちは互たがいを妙に意識してしまい、その場で黙だまりこんでしまう。

「二人とも、リア充に格の違いを見せつけるんじゃなかったのか？」

　筐体の前にＭＩＳＳの文字が連発で浮うかぶ中、歩貴の冷静なツッコミが響ひびいていた……。

　結局まともな点数をとれなかった俺たちは、ゲームセンターを出ることにする。

　すると歩貴が、出口の前に設置してあった写真シールを撮とれる機械へ目を向けた。

「せっかくだし、みんなで撮らないか？」

　彼がこちらを見渡すとみんなが頷うなずく。

　俺は「リア充臭くさいな」と思いながらも一応機械の前へ行くと、腕を組んでその場に突つっ立った。

「ちょっとはポーズをとろうとか思いなさいよ」

　渚は俺を見て、しかたなさそうにため息をつく。

　そしてどんなモードで写真を撮るのか勝手に選せん択たくを始めた。

「目は大きくする？　顔はやせて見えるようにする？　髪かみ型がたと服装も変えられるけど？」

「それじゃ完全に別人だろう！　普ふ通つうでいい、普通で」

「なんで翔が注文するのよ……」

　渚はむくれながらも「ナチュラルモード」を選せん択たく肢しし、さっそくピースをする。

「ほら、みんなも早くポーズをとりなさいよ」

「……この場合、私はどんなポーズをとるべきなんだ？　さすがにピースは無理だぞ」

「さすが同志。そもそも俺たちはこんなリア充臭い機械を使うべきではなかったのだ」

「もう……この二人は最後の最後まで……」

　渚が頭を押さえていると、いつ買ったのか歩貴がさっとアイスキャンディーを出す。

「では城之森さんは、アイスキャンディーを舐なめながら撮ってはどうだろうか？　『私写真に興味ないけど、みんなが撮るからしかたなく写ったのよ』感が出ていいと思う」

「なるほど。ポーズをとるのも苦手だし、ちょうどいい」

　美紅はそう言ってアイスキャンディーを受け取ると、さっそく舐め始めた。

「そのまま上うわ目め遣づかいをして、舌を出して舐めあげて、アイスキャンディーを少し溶とかして……」

　美紅は歩貴に言われるがままポーズを取り始める。

　少し濡ぬれた棒を上目遣いで舐め上げる美紅。清純な彼女がそんな姿を見せると、ギャップで淫みだらさが増して──。

「パァァァフェクト……!!」

　歩貴が思わず拳こぶしを握にぎりしめていた。

　その直後、渚が「なにアホなことやってんのよ！」と彼をどつく。

「城之森さん、そんなアイスキャンディーさっさと食べちゃいなさい」

「そ、そうか？」

　美紅は首をかしげながらも、アイスキャンディーをたいらげてしまう。

　そして俺たちはピースする渚を前に立たせ、残り三人は集合写真よろしく彼女の後ろで棒立ちをする。

「な、なんであたし一人がおかしいみたいな立ち位置なのよ……」

　渚が苦笑いする中、機械のカウントダウンが終わり写真が撮られてしまう。

　なんともシュールな写真シールができあがったものだが……それを手に取ったとき、美紅が大事そうに見つめていることに気づいた。

　多少リア充臭いが……これはこれでよかったのかもしれない。

　そんなことを考えながら、俺も写真シールを見つめる。

　そして、俺たちの〝集団お遊び〟は終わった。




　次の日の日曜。俺が起きたのは昼過ぎだった。

「筋肉痛が……」

　街を歩いた上に音ゲーでさんざん動いた結果、体中が悲鳴を上げていた。

　加えて言えば人ごみに酔よって変に神経がすり減ったのか、気き疲づかれもしている。

「でもまぁ……たまには外で遊ぶのもいいな」

　ベッドの中で昨日のことを思い出しながら漏もらすと、俺は机に置いていたＡＲメガネへと視線を走らせる。

「さて、今日はピュアランドで待ち合わせがあったな」

　今はちょうど、待ち合わせまであと十分だ。俺はさっそく椅い子すに座ると、フルダイブの準備をする。

「エンター☆ピュア」
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　向かったのは、この間ココロたちと会った夕焼けの公園エリアだ。

　するとルーガスこと歩貴はすでにログインしており、一人で夕焼けを眺めていた。

「早いな、ソラ」

「みんなまだなんだな」

「もうそろそろ来るだろう」

　ルーガスがそう言った直後、みんながほとんど同じタイミングでログインしてくる。

　そしてココロの横には……アオイもいた。

「この人は、みんなと約束したあとピュアランドで会って誘さそったの♪」

　ココロはそう言ってみんなにアオイを紹しよう介かいし始める。

　そんな中、セフィアがココロを見て首をかしげた。

「みんなで遊ぶって……なにをするの？」

「せっかくコンテスト中なんだから、みんなでイベントを回ろうよ～」

　確かに、今ピュアランドで遊ぶならそれが一番盛り上がるだろう。

「──それで、どのイベントに参加する？」

　セフィアがみんなに向かって急せかすように喋しやべる。

　微び妙みように戸と惑まどってたわりに、やる気満々じゃないか……。

　俺がそう思っていると、ココロがみんなにどんなイベントを作ったのか聞き始めた。

「アオイちゃんはどうなの？」

「私は『紅茶を飲みながらとりとめのない話をして仲を深め、告白』というイベントよ」

「ルーガスくんは？」

「僕は……」

　彼はすぐさまイベント一覧を表示させると、自分の作ったものを選んでみんなに見せる。

【ポルノ朗読会でエロスを高めたのちに告白】

「「ないわよ！」」

　女性陣じんから同時にツッコミを受けるルーガス……。

「イノセントなピュアガールのみなさん、ご安心ください。朗読するポルノはノーブル文学賞を受賞した天才ポルノ作家、芥あくた川がわ竹たけ人と先生のものです。参加して頂いたピュアガールのみなさんにも『新しい愛エロスの扉とびらが開けた』とご好評で──」

　ルーガスは優ゆう雅がに一礼しつつ朗々と語っていた……って、俺の知らない間にずいぶんピュアランドを楽しんでたんだな、お前。

　そのとき俺は、メシアのときに聞いたココロのイベントを思い出す。

　あれならみんなで参加できそうだが……。

「ココロはどんなイベントを考えたんだ？」

「わたしは『朝まで生討論してお互いをわかり合ったのちに告白』だよ～☆」

「朝まではやらないが……討論は面おも白しろいんじゃないか。みんなそれぞれの純心を持っているわけだからな」

「そっか。じゃあわたしのイベントにしよう♪」

　そして俺たちはココロのイベントに参加することにした…………………………………。

　イベント会場は教室を模したもので、討論しやすいよう机が円形に並べられていた。

　みんなが思い思いの席に座ると、ココロは「本日のお題を言うね！」と声を上げる。

「今は告白イベント中だし……あえて『失しつ恋れんしたときのイノセントな立ち直り方』なんてどうかな？」

　ふむ……恋こいは常に叶かなうものではない。たとえ失恋したとしても、そこで自じ暴ぼう自じ棄きになるようでは純愛力が低いと言わざるをえないだろう。……深い議題だ。

「では俺から意見させてもらおう。失恋したときは……さらなる純愛の高みを目指して、引きこもるんだ！」

　そう発した途と端たん、会場が静まり……次いで爆ばく笑しようの渦うずが巻き起こる。

「なんでそこで〝引きこもる〟なのよ～」

「それ、立ち直ってるんじゃなくて、むしろ引きずってるじゃん」

　き、貴様ら……俺はそうやってピュアランドを作ったんだぞ！

　危あやうく口からそう出かけるも、なんとか我が慢まんして飲みこむ。

　するとセフィアが不敵な笑えみを浮かべた。

「ソラの意見は不評だったようね。ふふっ……私なら、家で恋愛ゲームをやりまくって次の恋愛のために勉強するわ！」

「それ、俺の〝引きこもる〟と大差ないだろ」

「なんですって!?　恋愛の勉強をするんだから前向きでしょ！」

「──争いはやめてください。失恋も神のお導きなら、次の出会いがどうなるかも神のお導き……すべて受け入れるのです」

　ふと、シスター姿のピュラが祈いのりながら漏らす。

　だがそれを聞いたアオイは、わずかに首を横へ振ふった。

「私はそんなに割り切れない。失恋したからといって相手のことを忘れることもできないし、嫌きらいにもなれない。相手の幸せをずっと願ってるわ」

　本当につつましやかな子だな……。

　そう思っていると、次いでココロが口を開く。

「わたしは……その人と本当にわかり合えた上で失恋したなら受け止められる。でも……すれ違ちがったままの失恋だったら引きずっちゃうかな……」

　そうか……ココロにとってはきっと〝わかり合う〟という部分が重要なのだ。ゆえにココロが作ったイベントも〝討論〟なのだろう。

　アオイとココロの話を聞いて、みんなが失恋について真しん剣けんに考え始める。

　そう……恋は楽しいことばかりではない。俺自身、失恋の経験が──。

「おいおいきみたち、これは『立ち直り方』の話だろ？　議論の方向がずれたまま時間が過ぎているよ」

　黙だまりこむみんなへ、ウサ耳をはやしたブレザー姿の少女が笑みを向ける。彼女は持っていた懐かい中ちゆう時計を見ると、「さぁ、元の議題に戻もどろうか」とみんなを眺ながめた。

　そうだな……話の内容が少しずれていたな。だが……今日のピュアランドは有意義だ。

〝失恋〟に対する考え方もまた、当人の純心を明確に表しているのだから………………。

　討論を終えた俺たちは、再び夕ゆう陽ひの公園エリアに集まっていた。

　そしていくらか雑談したのち、みんなが帰り始める。

「それじゃ、わたしも帰るね☆」

　ココロは元気に叫さけぶと、こちらへ手を振りながらログアウトする。

　そしてルーガスは……いつの間にか消えていた。

　知り合いが残っていないか辺りを見回していると、こちらをじっと見つめるアオイが目に入る。

『──メシア。魂の恋人探しはもう始まっているのよ？』

　メシアの状態で会ったとき彼女が言ったセリフ……不意にそれを思い出した。

　警告とも心配とも……自問ともとれる、不思議な響ひびきの声。

　憂うれいを秘ひめた彼女の瞳ひとみは、今また、俺に同じ問いかけをしているように見えた。

「アオイ、あんたは──」

　声を上げ始めたその瞬しゆん間かん、彼女は初めて会ったときと同じく唐とう突とつにログアウトしてしまった……。

「残ったの、私たちだけね」

　後ろから声がしたので振り返ると、そこにはセフィアがいた。

「俺たちだけか……どうする？」

「そうね、ラビリンスにでも──」

　ビクッ。

　知らず肩かたが動いてしまう。

　それに気づいたセフィアは、数秒口を開けたまま言葉をとめ……「今日はもうやめにしましょう」と漏らす。

「お、おう……」

「なんで緊きん張ちようした返事なのよ」

「いや、べつに……」

　改めて二人きりになると、どうリアクションしていいのかわからなくなる。

　セフィアとはずいぶん打ち解けてきた。

　だがあのラビリンスをはじめからやり直すのは、う～ん……。

　セフィアがラビリンスの攻こう略りやく者しやを心待ちにしているのがよくわかるだけに、俺もきっぱり断れずにいた。

「今回のコンテスト、誰だれが優勝するのかしら？」

「さぁな……判定はメシアじゃなくてプログラムだし、誰にもわからないさ」

「でも私がもし優勝しても……『メール機能』を使う相手、ほとんどいないわ」

　セフィアは寂さびしそうに笑うと、「そう考えたら、自分のラビリンスにこれ以上こだわってもしょうがないかもね」とつぶやく。

　セフィア……。

　あのラビリンスは、セフィアの〝純心〟から作られたものだ。どうでもいいはずがない。

　俺が今セフィアにかけるべき言葉は……。

「セフィア……俺、セフィアといると楽しいよ」

「……え？」

「あのラビリンスは、その、たまにシャレになってないけど……今日もセフィアと遊べてよかったと思うし」

　言いながら、なぜか自分の胸が少しずつ少しずつ高鳴る。

　そう……とんでもない子だが、俺はセフィアといると楽しいんだ。

　リアルではどんな子なのか気になる。

　もしセフィアが魂の恋人だったらと、わずかに想像してしまう。

　でもこの淡あわい気持ちは、まだ俺をあのラビリンス攻略へ向かわせるほど強くなくて──。

「ありがとう」

　セフィアが、はにかんでこちらを見つめる。

「私もソラといると楽しい。でも、だからこそ……」

　彼女はそこまで喋って、言葉を止める。

　そして急にこちらへ背を向けると、「あのラビリンスにいろんなイベントを用意したのは、いろんな私を知って欲しいから。だからソラにどうしても攻略して欲しいの」と小さくつぶやく。

「えっ……？」

「だって私、ソラのこと……」

「え……えぇぇ!?」

　困こん惑わくして叫ぶ俺へ、セフィアが不意に振り返る。

　そしていたずらっ子のような笑みを浮うかべると、そっと口を開いた。

「続きは……攻略してから言う！」

　そう言った瞬間、彼女は照れ隠かくしのようにログアウトしてしまった。

「つ、続きって……」

　言いながら、俺の心臓はバクバクと脈打っていた。

　お、落ち着け俺。〝続き〟がなにか、まだ確定したわけじゃないだろ……。

　自分に言い聞かせるように考え、バクつく胸を押さえる。

　そのときふと、俺の右手の小指に薄うすい薄いアザがついていることに気づいた。

「あれ？　どこかで打ったのかな」

　ダメージを受ければ〝演出〟としてアザができたり服が破れたりはするが、アザ程度ならすぐに元通りになるはずだ。これは一体……。

「バグかな。あとで直さないと」

　言いながらも、その声はどこか浮うわついている。

　まだ胸の鼓こ動どうが収まらぬ中、俺はゆっくりと深呼吸をして……ログアウトした。
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「──ピュアランドは順調？」

「まぁな」

　ピュアランドでみんなと遊んだ次の日の放課後、俺はひさしぶりに雪ゆき奈なと廊ろう下かでばったり会った。

　ピュアランドのプレーヤーもオープン時から少しずつ増えてきている。順調と言って差しつかえないだろう。

「噂うわさは聞いてる。どのアバターが誰かわからないシステムだって」

「そうだ。匿とく名めいで本音を言う……だからこそ相手の〝純心〟がわかるんだ」

「そう……でも、その純心を隠してるリアルの姿も知らないと、真に相手を理解したと言えないんじゃない」

「なっ……！」

　雪奈が俺のやってることに干かん渉しようするような発言をするなんて……。

　だが、匿名だからこそみんなピュアランドをやるのだ。

　実名と自分の顔を堂々とさらして恋人探しをやるようなヤツは、そもそも入会試験に合格しない。

「俺の勝手だろ」

　自分でも思っていなかったほど硬かたい声が口を突ついて出てしまう。

「……そう」

　雪奈は俺の言葉を、わずかに顔を曇くもらせて受け止めていた。

　そして彼女はそのまま俺の前から去ってしまう……。

「──今の子、なんだかきみとわけありっぽいな」

　いきなり後ろから声がする。

　振り返ると、美紅が立っていた。

「うおっっ……！」

「そんなに驚おどろくな。話があったからきみを探していたんだ」

　雪奈といたところを美紅に目もく撃げきされたと思うだけで、妙みように動どう揺ようしてしまう。

　しかし彼女はなにか思いつめているのか、こちらの動揺に気づかずすぐに口を開き、「ちょっとそこで話さないか」と人のいない教室を見つめる。

　そして二人で教室に入って席に座った直後、彼女は間をおかず口火を切った。

「私は今日、ピュアランドをやらない」

「ん？　まぁ美紅は忙いそがしいからな」

「少し理由が違う。私は、私は……」

　彼女はそこまで喋しやべって、急に言葉を止めてしまう。

　さっきまでの勢いが消え、長い沈ちん黙もくだけが教室に流れ始めた。

　……どうしたんだ？

　今日の美紅はどこかおかしい。明らかに、なにか思いつめている。

「っ……」

　ここがもしピュアランドだったら、俺はもっと普ふ通つうに聞ける。すぐ彼女の力になれる。

　俺はなんでリアルじゃこんなにうまく話せないのか……！

「……翔。『続きを聞きたい』って顔に書いてあるぞ」

　唐突に、美紅がこちらへ微笑ほほえみを向ける。

「覚かく悟ごしてたつもりなんだが、いざとなると勇気がいるものだな。だが──」

　彼女は窓へ目を向けて夕焼け空を眺ながめると、「翔の顔を見て決心がついたよ」と静かに漏もらす。

「私は……きみのピュラがわかった」

「え!?」

　突とつ然ぜんの告白に、言葉を失ってしまう。

「俺たちピュアランドで会ってるのか!?」

「そうだよ、ソラ」

　──確定だった。

　俺がソラとしてピュアランドで話したことのあるメンバーは……昨日ココロたちと遊んだときにほとんど来ていた。おそらくあの中の誰かが美紅なのだろう。

　だが……ここで万が一間ま違ちがったら、凄すごくヤバい。

　美紅は俺のピュラを一発で当ててくれたのだ。もしここで俺が間ま違ちがえれば、彼女は俺に落らく胆たんするだろう。

『──リアルの姿も知らないと、真に相手を理解したと言えないんじゃない』

　ふと、雪奈のセリフを思い出した。

　これだけリアルで交流している美紅のピュラを見み抜ぬけない……そんな俺は、本当に彼女のことを理解していたと言えるのか？

　そう思うと、苦々しいものが口の中に広がってゆく。

「翔……私を見つけてくれ。素す直なおになれない、ピュアランドでの私を……」

　切実な願いのようにつむがれた言葉は、俺の胸を強くしめつけた。
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「エンター☆ピュア！」

　……俺は浜はま辺べのエリアへ行くと、砂すな浜はまに座ってじっと海を見つめる。

「美み紅くは俺ソラに気づいたのに、俺はいまだに彼女を見つけられないなんて……」

　──ザザァ……。

「純愛の求道者を気取ってはいたが、美紅にはやられっぱなしだな。たまに『ピュアランドの住人として恥はずかしくないのか？』とか怒おこられたりさ……」

　──ザザァ……。

「私を見つけてくれ、か」

　波の音を聞きながら、俺はどんどん弱気になってゆく。

　美紅は今日、ピュアランドをやらないと言った。それなら昨日ピュアランドで遊んだメンバー全員を探さぐれば、消去法で美紅のピュラがわかる。

　しかしそれは……。

「ピュアランドの住人として、恥ずかしい行こう為いだな」

　俺はこれ以上、彼女に幻げん滅めつされたくない。だからあくまで正せい攻こう法ほうで美紅のピュラを探す。

　美紅、きみは一体誰だれ──。

「「きゃぁぁぁ!!」」

　突然、海の向こうで悲鳴が聞こえる。

　焦あせって視線を向けると、なんと……海の中から巨きよ大だいな顔が浮き出ていた。

「なんだあれ!?」

　浜辺で遊んでいた人たちも状じよう況きようがのみこめておらず、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいる。

　おいおい……まさか海うみ坊ぼう主ずだなんて言わないよな。俺、そんな設定作ってないぞ……。

　慌あわてて俺が立ち上がると同時に海坊主もまた立ち上がり、その全容を見せる。

　それは……紺こんのスク水を着た少女だった！

「って……誰得だよ!?」

　思わずつっこんでいると、「うほー、巨きよ大だい娘むすめ萌もえ～！」という言葉とともにスク水少女の周りで大ジャンプをする者が見える。

「あんなジャンプ、設定にないぞ!!」

　わけがわからなかった……。

　これ、バグなんてレベルの問題じゃない！

　背筋に冷たい汗あせが走った俺は、すぐさまその場でログアウトした。

　そして目の前に教室の風景が現れるも、俺はＡＲメガネをつけたまま考える。

「まずはピュアランドのシステムを調べないと……そうだ、ＡＩＴＯに相談だ！」

　俺はチャット画面を開いてピュアランドの現状を報告した。

　するとすぐに返信が来る。





AITO:ピュアランドが……どういうことだ[image: （ﾟДﾟ）]!?　今すぐ二人でプログラムを調べよう!!






　ありがたい。

　ＡＩＴＯはピュアランドを運用しているサーバーにアクセスできる。

　俺は急いで家まで帰り、ＡＩＴＯとともに朝までプログラムを漁あさった…………………。





KAKERU:……つまり、俺がグロッキー状態で作ったあの奇き跡せきのシステムが原因ってことか？

AITO:どう見たってそうだろ[image: （＃｀皿´）]

KAKERU:ぐぉぉぉ……しかしあのシステムのおかげでプレーヤーはピュアランドで〝純心〟に噓うそをつけないわけで……

AITO:そこが問題だね。あれをいじってもし噓をつけないシステムが壊こわれれば、ピュアランドはその意味を失う。あのプログラムはもう、いじりたくても絶対にいじれない〝ブラックボックス〟になってるんだ。なにせ、作製者すらどう作ったか覚えてないからね

KAKERU:

AITO:なんか言えよ[image: （ﾟДﾟ）]






　でも、状況が急転しすぎて頭が追いつかないんだよ。

　神より与あたえられしシステムだと思っていたあのプログラムが、ブラックボックスだなんて……。





KAKERU:俺はどうしたらいいんだ？

AITO:①プレーヤーに事情を説明してピュアランドを閉へい鎖さ　②プログラムをさらに詳くわしく調べてみる　③ブラックボックスを見なかったことにする

KAKERU:……③で

AITO:現実逃とう避ひはやめろよ[image: （´Д｀）]






　せっかく美紅が俺のピュラを見つけてくれたところなんだ。こんなときに閉鎖だなんてありえない。





KAKERU:②、しかないな……

AITO:うん。それとプレーヤーには〝メシア〟としてなにか言っておいた方がいいよ。きっとピュアランドの異常に気づいてる人も多いだろうし

KAKERU:そうだな……では「プレーヤーの諸君、ピュアランドは次の段階へと移った。きっと諸君が戸と惑まどうイベントが起こるだろう。だが、それが魂の恋人ソウル・ラヴアーを探すための──」

AITO:秒で考えたウソすげぇぇぇぇ[image: （^O^）/]






　俺もメシアが板についてきたな。

　そして俺は学校を休み、プログラムをさらに詳しく調べてみることにした。

　美紅……こればっかりは休んでいいだろ？




　学校を休んで夜まで調べた結果、一つだけ判明したことがあった。

　それは──。

「各ピュラに与えられた〝固有アクション〟があるだと……？」

　俺は半信半疑のまま漏らす。

　固有アクションの発動条件は様々で、また効果も色々あるらしい。

　どんな固有アクションがあるのか一通り調べようと思ったが……それは個人情報を見る行為だ。俺の純心がとがめ、自分の固有アクションだけ確かく認にんし始めた。

「え～と、俺の固有アクションは……ん？　こ、〝恋こい占うらない〟ぃぃぃぃ!?　なんて乙おと女めチックな能力っっ……」

　ＡＲメガネに表示されたデータを眺ながめ、俺は啞あ然ぜんとする。

　そしてふと、重大なことに気づいた。

「よく考えたらこの力、魂の恋人を求める俺にとって実は凄く都合がいいんじゃ……」

　だって恋占いだろ？　恋れん愛あいでなにが起こるかわかるんだろ？　先のことがわかったら対策立て放題、災難から逃にげ放題じゃないか。

「しかもれっきとしたピュアランドのシステムだから、〝ズル〟じゃないときた」

　つまり俺はピュアな心を保ちつつ反則級の能力を使えるわけだ。

「ふはは……ふはははは！　やはりあのブラックボックスは神が与えしシステムだったか。よかろう……神が俺に魂の恋人を見つけろと言うなら、見つけてやろうじゃないか!!」

　そう叫さけぶと、大きく息を吸う。

「エンター☆ピュア！」

　さっそく固有アクションを試ためすべく、俺はピュアランドへログインした。
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　ソラのピュラで誰もいない草原エリアに立った俺は、自分の固有アクションの〝発動条件〟を思い出す。

「確か……魂の恋人を追い求める心を爆ばく発はつさせればいいんだな」

　とはいえ、俺は年中そういう心を爆発させまくっているんだが……。

　しばらく悩なやんでいると、ふと後ろに人の気配を感じる。

「……ルーガスじゃないか」

「学校を休んだ上にこんな所で突つっ立って、なにをしてるんだ？」

「実はな──」

　そして、俺はルーガスに事情を説明する。

「ブラックボックスに、固有アクションだと？」

　いつもひょうひょうとしている顔を曇くもらせたルーガスは、俺をじっと見つめる。

「ピュアランド……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫だと信じたい」

「信じたいって、お前……」

　彼はため息をつくと、「とにかくソラの固有アクションを確認したいな」と漏もらす。

「俺も確認したいんだが……どうやら魂の恋人を追い求める心を爆発させなくてはならないらしくてな」

「年中そういう心を爆発させてるのに、さらに爆発させるのか？」

　さすが腐くされ縁えん。俺とまったく同意見だ。

「では……呪じゆ文もんなんてどうだろう」

「呪文？」

「唱えているうちになにか燃えてくるだろ。お前の好きな中二バトル的な意味で」

　なるほど……呪文の詠えい唱しようか。

　俺はひとしきり考えると、大きく息を吸う。

「我に眠ねむる月読の力よ。星の巡めぐりと我が霊れい威いに呼応し永き眠りより解き放たれよ──」

「この男ノリノリである」

　ルーガスの言葉を無視して、俺はさらに呪文をつむぐ。

　詠唱していると段々気分が盛り上がってきて……俺の頭の中に、一つの言葉が浮うかんだ。まるでこの瞬しゆん間かんだけフルダイブモードの深度が増したかのように、この世界ピユアランドから言葉を受け取る。

「──出いでよ、〝夢の国への羅針盤フオーチユン・コンパス〟！」

　その瞬間、目の前に大きなルーレットが現れた。

「うわっ、マジでできた」

　ルーレットの盤ばんには様々な「お告げ」が書いてあり、針が指し示したお告げに従うと〝吉きち〟というものらしい。

「なるほど……これが神の声を聞くための宝具か。くくっ……ならば問おう！　魂の恋人を見つけるため、俺が今とるべき行動を指し示したまえ!!」

　そう叫び、勢いよくルーレットを回す。

　そして指し示されたお告げは……。

『数々の虚きよ構こうの中にこそ現実がある。ゆえに……女の子へ総当たりしちゃおう♡』

「女の子へ総当たりだとぉぉ!?　すっげーテキトーじゃねーか！　っていうか前後の文が繫つながってねーし!!」

　俺は目の前にある羅針盤を見つめ、絶句する。

「明らかにギルティだな」

　ルーガスはお告げを秒で切り捨てていた。

　でも、魂の恋人を探すために作ったピュアランドでのお告げだし……いや、しかしそのピュアランドにはよくわからないシステムがあって……。

　俺は羅針盤の前で頭を抱かかえてしまう。

「仮に女の子へ総当たりしたとして……俺は魂の恋人を見つけられるのか？」

「僕に聞くな。ただ、そんなことしたらメシア様に垢あかＢＡＮされるかもな」

「ぐぬぬ……」

「さて、ソラの固有アクションはわかったが……僕のはどうなんだろう」

「さぁな。俺は他人の個人情報を見ない主義だから」

　ルーガスはしばらく考えると、「もしかしてこの固有アクションとやら……本人の〝純心〟と関係があるんじゃないか」と漏らす。

「純心と関係が？　でも俺は恋占いで──」

「だからこそさ。魂の恋人を追い求めるロマンティックなお前にふさわしい能力じゃないか」

「そ、そうか……。となるとルーガスは……」

「そうだな……すべてを見み透すかす魔ま眼がんなんて燃えるな」

「魔眼？」

　なるほど。歩ほ貴たか──じゃなくてルーガスに合うかも。

　俺がそんなことを考えていると、ルーガスがいきなり悶もだえ始める。

「ぐぉ……目が、左目が熱い……僕の瞳ひとみに封ふうじられた〝あの力〟が……!!」

「え!?　あの力!?」

「……ソラ、邪じや魔まするな。気分を盛り上げてるところなんだから」

「まぎらわしい……」

　俺が鼻を鳴らすも、ルーガスはそれを無視してまた痛がり始めた。すると──。

「すべてを見み透すかせ、〝知的心眼マトリクス・アナリシス〟！」

　彼の前になにかの画面が浮かぶ。

「これは……相関図？」

　彼は首をかしげながら目の前の画面を眺め入る。

　そして急に、目を見開いた。

「なっ……ソラの周りが……」

「俺の周りがなんだ？」

　気になったので、横から相関図を見ようとする。

　しかしルーガスは急に画面を閉じると、どこか達観した瞳で遠くを見つめた。

「意地悪せずに見せてくれよ」

「ダメだな。ピュアランドにおいて〝相関図〟の能力は、ある意味で強大すぎる。そもそも今お前にこの相関図を見せたら、芋いもづる式に相手との関係性が壊こわれかねない」

「芋づる式に？　それってどういう──」

　俺がさらに質問を重ねようとすると、ルーガスは「強すぎる力というのは危険なものだ」と一人の世界に入り、また遠くを見つめ始める。

　くっ、余計に気になることを……。

　だがそれよりも、俺は直近で解決しなければならない問題があった。

「総当たり……どうしよう」

　俺のつぶやきは、ひとけのない草原に響ひびいて消えた。




　あのまま草原で一人悩み続けた結果、俺はとにかくピュアランドにいる女の子たちへ声をかけてみることにした。べつにいやらしい気持ちがあるわけではない。いや、マジで。だってピュアランドのシステムがそう言ったんだから、素す直なおに従うのがピュアというものだろ？

　……という完かん璧ぺきな論理武装を身にまとい、俺は辺りを見回す。

「しかし……〝総当たり〟って、実際にはどうしたらいいんだ？」

　どうせみんなに当たるわけだから……手近なところからやった方がいいか。

　俺は一時的にメシアに切り替かえると、執しつ務む室でピュアランド内の様子を確認する。

　ちょうどココロが一人でイベント画面を眺めている姿が見えたので、俺はソラに切り替えて彼女のいるエリアまで飛んでみた。

「あ、ソラくん！」

「おう。その……なんだ」

　俺と一いつ緒しよにお茶しない……と言いかけ、チャラい上にダサいセリフだと口を閉じる。

　リアルでは死んでも思い浮かばないようなセリフが無意識のうちに出てくるなんて、俺の本質はチャラ男なのか……いやいやいや！

「えと……ココロさん。ピュアランドにふさわしい紳しん士し淑しゆく女じよ的な遊びで俺と楽しい時間を過ごしませんか？」

「あははっ☆　今日のソラくんなんか変だよ～」

　彼女は無む邪じや気きに笑うと、「じゃあみんなで隠かくれん坊ぼうしよ♪」とエリア検けん索さく画面を出す。

　実際は高校生のはずなのに子供っぽい遊びをするな……。でもココロって子はそれだけ本質に小さい頃ころから変わらない純心を持っているんだろうな。

「神社エリアなんていいかも。今、何人かいるみたいだよ」

「そうか」

　そして二人で神社エリアへ行くと、ココロがその場にいるみんなを誘さそって隠れん坊を始めた。

　……って、これでいいのか？

　お告げの意味を考えながらも、俺はとりあえず鬼おにから逃のがれるため神社の下へ隠れる。

　するとちょうどココロも同じ場所に隠れてしまった。

「ソラくんと一緒だ～」

「鬼が来たら二人一緒に終わりだな」

「でも今から動いたら、もう隠れるの間に合わないよ」

「……しかたない。一いち蓮れん托たく生しようだ！」

　俺がそう言って手を差し出すと、彼女はこちらのノリに合わせて「いちれんたくしょうだっ！」と握あく手しゆをしてきた。

　ココロのそんな姿がおかしく、つい微笑ほほえんでしまう。

　そのとき、不意に彼女の首下へ目が行く。腹ばいになって隠れているせいで、首下から胸むな元もとまで一直線になっており、つまり……ワンピースの隙すき間まから胸が見えそうだ。

　幼さの残る膨ふくらみはほっそりとした曲線でわずかな色いろ香かを発し、成長途と中ちゆうであるがゆえの魅み力りよくを──。

「って、のぞいちゃダメだろ俺！」

　動どう揺ようして声を上げ、視線をそらそうと頭まで上げる。

　ゴンッッ！

　床ゆか板いたに思いきり頭をぶつけてしまい、盛大な音が出てしまった。

「──見～つ～けた！」

　声の方へ目を向けると、鬼が神社の前からこちらをのぞきこんでいる。

「もう、ソラ～！　暴れちゃダメじゃない～!!」

　ココロが悔くやしそうに俺の服を引っ張り、声を張り上げていた。
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　……別の日。俺は学校エリアへ行って一人で教室に座っていた。

〝女の子を誘う〟などという慣れないことをして気き疲づかれしたため、一人になりたかったのだ。

　しかし……ココロとの隠れん坊は楽しかった。最終的に鬼に見つかってしまったが、彼女と一緒にいるとこちらまで元気になってくる。

「──あら」

　ふと、女の子の声が聞こえる。

　目を向けると、アオイが袴はかまを揺ゆらして廊ろう下かを歩いていた。

「一人でそんな所に？」

「少し考えたいことがあってな……」

　って、よく考えたら総当たりするならアオイも誘った方がいいのか。

「もしよかったら俺とお茶でもしない？」

　うっかり、ダサい誘い文句がそのまま出てしまった。

「今のは間ま違ちがいっていうか、その……」

　焦あせって言い訳していると、アオイが「考えごとに……お茶……」と悩なやみ始める。

「それなら、私のイベントに来たらどうかしら。クリアする必要はないわ」

　アオイのイベント……確か、『紅茶を飲みながらとりとめのない話をして仲を深め、告白』というものだった。

「紅茶を飲みながら話か……いいかもな」

　俺はそう言うと、彼女の作ったイベントへ飛ぶ。

　アオイのイベントは大正時代をほうふつさせるレンガ造りの洋館でおこなわれていた。館内にはアンティーク調のゆったりしたソファーが置いてあり、俺はその中の一つに腰こしかける。

　するとアオイがすぐに二人分の紅茶を用意して持ってきた。

「さぁ、アールグレイよ」

　濃こいオレンジ色をした柑かん橘きつ系の匂においがするお茶だった。俺は香かおりを楽しむように息を吸い、飲み始める……………………………………………………………………………………。

　会話がない！

　困っていると、アオイがそっと口を開く。

「少しは落ち着いた？　紅茶はリラックス効果があるのよ」

「それでこのイベントに俺を招待したのか」

「もちろん」

　彼女は頷うなずくと、なにか思い出したように遠くを見つめる。

「そういえばメシアから『ピュアランドが次の段階へ移った』というメールが来たわね」

「これからなにかが起こるかも……ってヤツだろ」

「確かに最近のピュアランドは少し様子がおかしいわ。最初はバグかと思ったけど……」

　……えぇ。俺は今でもバグなんじゃないかとドキドキです。

「プレイし始めてしばらく経たつけど、ピュアランドは本当に不思議な場所ね」

　彼女はそう言うと立ち上がり、「お茶ちや菓が子しを持ってくるわ」と奥へ行く。

　そしてクッキーやマドレーヌなど、たくさんのお菓子を持ってきた。その中で俺はエクレアに目をとめる。

「そういえばこれ……小学校まではたまに食ってたな」

　今では「スイーツだと？（笑）」と思って食いもしなくなったが、懐なつかしくなって手に取る。

　チョコとクリーム……二つの甘みが口の中で溶とけ合って食が進んだ。

「そんなに慌あわてて食べて……しかたないわね」

　一心にエクレアをほおばる俺を見てため息をついたアオイは、奥へ行ってもう何個かエクレアを持ってきてくれた。

「すまないな」

「でも、ちょっと元気になったようでよかったわ」

「……そうか？」

　言われてみれば、一人で教室にいたときと比べて心が軽くなった気がする。

「エクレアのおかげかしら」

「かもな」

　そう言って、俺たちは笑い合った。

「アオイはほんとにピュアガールだな」

　自然と出た誉ほめ言葉を聞いた瞬しゆん間かん、アオイが息を吞のんで顔をうつむける。

　まるで自分の表情を見られるのが恥はずかしいかのように……。

　本当に、恥じらいのあるつつましやかなピュアガールだ。




　アオイのおかげで元気を取り戻もどした俺は、何日かピュアランドを巡めぐって再び女の子に声をかけ始めていた。

　……セフィア、今ごろどうしてるかな？

　ふと思い、彼女のラビリンスへと飛んでみる。

　すると案の定セフィアはお城の前に座りこんでいた。ドレス姿のまま木の切り株に腰かけ、膝ひざの上に肘ひじをついて遠くをぼんやりと見つめている。

「あっ、ソラ！　やっと私のラビリンスに挑いどむ気に──」

「今日は違ちがうんだ」

「……違う？」

　俺は頷いてセフィアの隣となりに座ると、そのまま話し始める。

「セフィアは今日、ピュアランドでなにをしてたんだ？」

「…………」

「言いたくないのか？　俺は昨日までココロやアオイと会って、隠れん坊やお茶をしてたよ。それで今日はここへ来たんだ」

「…………」

　セフィアは俺が横に座った辺りから、なぜか急にむくれてしまい言葉を発さない。

「どうかしたのか？」

　首をかしげると、彼女は憤ふん然ぜんと立ち上がる。

「ねぇ……なんで告白イベントと関係ないところで女の子と遊んでるの？」

　──ギクッ。

「っていうか、私のラビリンスに挑ちよう戦せんする気がないのに、なんでここへ来たの？」

　──ギクッ。

「なんか今日のソラ、おかしい。っていうかチャラい」

　──グサッッ！

　セフィアの言葉が胸に刺ささり、俺は閉口するしかなかった。

　お、俺だってそんなことは重々わかってるんだ。でも夢の国への羅針盤が……。

「今日はもう遅おそいし、これで終わりにしましょ」

　セフィアはむくれたまま言うと、そのままログアウトしてしまった……。
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　ピュアランドでの総当たりに一いつ旦たん区切りをつけた俺は、登校しながら考えこんでいた。

『数々の虚きよ構こうの中にこそ現実がある。ゆえに……女の子へ総当たりしちゃおう♡』

　夢の国への羅針盤に出たお告げ……。「数々の虚構」とは、おそらくピュアランド内のなにかを指している。そう考えれば「総当たり」すべき対象はピュアランド内限定だ。

「リアルで総当たりする必要はないと思うが……」

　そもそも俺の持論からいけば、リアルの姿こそ虚構でネットでの姿こそ真実。ならば総当たりすべきは、実はリアルの世界という可能性も……。

「いやいやいや、それはダメだ！　それをやったら、俺はもう俺じゃなくなる」

　頭かぶりを振ふりつつ声を上げるも、胸の内にわき上がる一つの想おもいがあった。

　俺は、万が一にも美紅のピュラを間ま違ちがえるわけにはいかない。ならばやれることはすべてやりたい。

「でも、リアルで総当たりはなぁ……」

　深いため息が漏もれ、重い足取りで学校へと向かう。

　教室に着くと、渚なぎさと歩貴はもう席に座っていた。

　俺が学校に慣れてきたこともあり、一いつ緒しよに登校する日が減ってきたのだ。

「景気の悪い顔してるわねぇ……」

　隣に座る渚が、こちらを見て目を細める。

「魂の恋人探しに少し疲つかれてきたんじゃないか？」

　後ろの席にいた歩貴が、訳知り顔で漏らす。

「確かに少し疲れが──」

　言いかけて、俺は自分に発破をかけるように大きく息を吸う。

「この俺が、純愛の求道者が、魂の恋人探しに疲れるなどということがあるはずないだろ！　超ちよう元気だし、マジでやる気半はん端ぱねーし！」

　言ってるそばから、女子たちが集まって話している姿が目に入る。

　──リアルでも総当たり──。

　ゴクリ。

　脳のう裏りをよぎった考えに、俺は生なま唾つばを飲んでしまう。

「や、やはりやるべきなのか……？」

　手に脂あぶら汗あせが浮うかぶのを感じながら、俺は席を立つ。

　そして一歩二歩と踏ふみ出し──。

「ねー、最近ファンデーション変えてみたの」

「わかるわかるー。なんか化け粧しようのノリが違うよね～」

　いや……俺にはさっぱりわからん。っていうか、やっぱりリアル女子とか無理だ！

　そう思って踵きびすを返した直後、俺は誰だれかにぶつかってしまい「きゃっ……」という女の声が聞こえる。

　そして倒たおれた少女は、その勢いでスカートがめくれて青と白のストライプパンツを露あらわにした。

　なっ……パンツだと!?

　俺は顔を火ほ照てらせながら目をそむけてしまう。

「もう、なんで急に方向転てん換かんするのよ──って、きゃ！」

　少女は自分のパンツが露わになっていることに気づいたのか、慌てて立ち上がる気配がした。

「翔かける……見たでしょ！」

「す、すまん！　見たというか見えたというか……ん？」

〝翔〟と名前を呼び捨てにされ、俺は声の主を確かく認にんする。

「なんだ……渚か」

「なんだとはなによ!?　人のパンツを見ておいて……!!」

「変な場所に立ってたお前が悪い」

「あんたがいかにも不ふ審しん者しやの挙動で女子に近づいてたから、何事かと思ったのよ！」

　いかにも不審者の挙動って……。

　考えながら、俺は自分の手に浮かんだ脂汗を見つめる。

　やっぱり……リアルで総当たりなんてやめよう。




　昼休みになると、俺は一人になりたくて図書室へ向かった。

　食事始めのこの時間なら誰もいないだろう。

　そう思って電子書しよ籍せきダウンロードエリアに突つっ立っていると、奥の本ほん棚だなから物音がした。

「ん……？」

　不思議に思って本棚へ行くと、そこには雪ゆき奈なが立っていた。

「……ずいぶん本を持ってるな。データの方が楽だろ」

「紙の本が好きだから」

「そ、そうか」

　……………………………………………………………………………………………………。

　やっぱり会話がない。

　雪奈もそう思ったのか、ふと横へ目を向ける。すると少し高い位置にある本が気になったらしく、背せ伸のびして指先を伸のばし始めた。

　それじゃ取れないだろう……。

　そう思った刹せつ那な、雪奈が無理に手を伸ばしたために棚たなの本がまとめて落ちてきた。

「危ない！」

　俺は反射的に彼女を引っ張り、落ちてくる本からかばうように体を入れかえる。

　バサバサッと何冊かの本が俺の背に当たって落ちると、再び辺りに静せい寂じやくが戻った。

「……あ、ありがとう」

「小さいんだから無理するな」

「うん」
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　そして俺は今さらながらに雪奈を抱だきしめていたことに気づく。華きや奢しやな体は昔のイメージそのままで、ほっそりした腕うでや腰こしは儚はかなげなかわいさがあった。視線を下へ向けると制服の隙すき間まから薄うすい膨ふくらみが見えており、ひかえめな彼女らしいほのかな艶なまめかしさが──。

「あの……わたし、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

「うわっ、すまん！」

　俺は焦あせって飛びのくと、下に落ちた本を拾い始める。

　雪奈もそれにならって本を拾い始めると、少しだけ頰ほおを染めて「小学校の頃ころみたいね」とつぶやく。

　小学校……そうか。俺と雪奈はよく図書室で会ってたから……。

「翔くんはどんな本を借りに来たの？」

「本か……それは小学校でやめたよ」

　俺は落ちた本を棚に戻すと、「ここには、一人になりたかったから来ただけだ」とつぶやき、出口へと向かう。

『──リアルの姿も知らないと、真に相手を理解したと言えないんじゃない』

　再び、雪奈が前に言ったセリフを思い出した。

　小学校の頃、俺は雪奈とずいぶん交流していたと思う。だが……美紅と同じく、本当に彼女のことを理解していたと言えるのだろうか。

「っ……なにを今さら」

　俺は唇くちびるを嚙かみしめると、雪奈を一人おいて図書室を出た。




　放課後になると、俺は偶ぐう然ぜん美紅のいる教室の前を通る。

　なんとなく視線で彼女を探すも……まだ放課後になったばかりだというのに、なぜか姿がなかった。

「あれ、バラの君のご親しん戚せき様」

　後ろから声をかけられて振り返ると、美紅の取り巻きと思われる男子が数名立っていた。

　彼らは俺に気をつかっているのか、聞きもしないのに喋しやべり始める。

「バラの君なら、今保健室ですよ」

「保健室だと!?　ケガでもしたのか!?」

「体育の授業中に気分が悪くなったらしくて……」

「大丈夫なのか？」

「我々も気が気でなくて保健室まで行ったんですが、『大人数で騒さわぐな！』って先生に追い返されて……」

　そう言いながら互たがいに嘆なげき合っている取り巻きたちを見て、「俺でも追い返しそうだな」と思い、一人で保健室へ向かった。

「──あら、また美紅さんのお見み舞まい？」

　豊満な胸を白衣の間からちらつかせている先生が、足を組んだまま椅い子すを俺へ向ける。

　彼女は少し厚い唇を色っぽく上げて微笑ほほえみ、品定めするように視線を動かしていた。

　ここまでモロに大人の女だと……「ギルティィィ！」と叫さけぶ気にもならんな。

　そんなことを考えていると、先生は「ふ～ん、他ほかのファンとは少し違ちがうわね」と笑う。

「俺はファンじゃない。友達だ」

「だったらＯＫよ。奥のベッドにいるわ」

　それだけ言うと、先生は椅子を机に向けて「若いっていいわね～」と書類を書き始めてしまった。

　言動がいちいち意味ありげだな……苦手だ。

　そう思いながら奥へ行くと、カーテンが閉められているベッドを見つけた。

「翔だ。美紅、大丈夫か？」

　言いながらカーテンを開ける。すると──。

「きゃぁぁぁぁ！」

「うわぁぁぁぁ！」

　フリルのついたピンクの下着を着た美紅が、そこにいた。

　形のいい大きな円形の胸、きちんとくびれた腰、触さわり心地ごこちのよさそうな太ふと股もも……。多くの男子を魅み了りようするだけあって美紅の体は芸術品とも言うべき形をしている。

「なに見てるんだ！　早くしめろ!!」

「す、すまん！」

　俺は慌あわててカーテンを閉めると、バクつく胸を押さえて息を整える。

「──ふふふっ」

　先生が机の前で声を殺して笑っているのが聞こえた。

　って先生、まさか美紅が着き替がえ中って知ってて案内したのか!?

　俺はわき上がる殺意を覚えるも、ぐっとこらえてカーテンへ目を向ける。

「……ごめんなさい」

「体操服のままだったから、女子が気をきかせて制服を持ってきてくれたんだ。だが……カーテンがあるから安心だと気を抜ぬいていた私も悪かった。すまない」

　美紅は息をつくと、「そういえば、私のピュラはわかったのか？」と問いかけてくる。

「……まだです……」

「とりあえず私に会いに来たというわけか」

　彼女は考えるように言うと、「最近はピュア友の集つどいもなかったからな……たまにはいいか」と柔やわらかい声を出す。

「よく考えたら、翔がピュアランドを始めた理由は聞いたが……私の方はまだ話していなかったな」

「そうだな」

「家いえ柄がらと言ってしまえばそれまでだが、私は昔から色々と制約が多かったんだ。好きなこともなかなかできないし、遊ぶ時間だってほとんどなかった。それに……城じよう之の森もり家の人間として恥はずかしくない言動も求められた」

「だろうな……」

「エスカレーター式のお嬢じよう様さま校にいたから周りも似たようなものだったが、それでも私はなにか違い和わ感かんを感じてたんだ。自分の感性をないがしろにして、ウソで固めたような生活にな」

「ウソで固めた？」

「そうさ。私だってやりたいことはたくさんある。いろんなことを考える。〝バラの君〟だなんて私の外面だけ見て勝手に祭り上げられた幻げん想そうだ」

「なにもそこまで言わなくても……。美紅が努力家なのは、俺だってよく知ってる」

「ありがとう。だが……自分が素す直なおに出せない面こそ大事な人に知って欲しい。いや、そういう面を知らない相手となんかつき合えない。だからこそピュアランドを始めたんだ」

「そうだったのか……」

　自分が素直に出せない面……それを見せるのなら、確かにネットは最高の環かん境きようだ。

　美紅にとってピュアランドは、まさに待ち望んでいた場所だったのだろう。

　そのとき不意に、カーテンが開く。

　そして制服に着替え終わった美紅が、こちらへ微笑みを向けていた。

　優やさしくて、魅み力りよく的で、そして……切なげな笑えみ。

「私はピュアランドでお前のことを待っている。だからもう……リアルで会うのはやめにしよう」

　嬉うれしさと寂さびしさが同時に胸を襲おそう。

　美紅は俺を待っている……だが、今の俺は彼女のピュラを迎むかえに行ける状態じゃなくて……。

「わかった」

　なんとかそのひと言だけ絞しぼり出した。

　そして俺は彼女へ背を向けると、「待っていてくれ」とだけつぶやき、保健室の出口へと向かう。

　後ろから、美紅がずっと俺を見送っている気配がしていた。




　屋上のフェンスにもたれて街並みを眺ながめ、吹ふき渡わたる風に身をさらす。

　だが景色も風も俺の意識にはなく、ただ一つの言葉が何度も頭の中を駆かけ巡めぐっていた。

「もう会わない……か」

　それは美紅の覚かく悟ごなのだろう。

　リアルで何度会ったところでしかたない。魂の恋人と出会うための世界〝ピュアランド〟で会うことに意味があるのだから……。

「翔、こんな所にいたの!?」

　後ろから焦った声が聞こえる。

　振ふり返ると、水着の上にバスタオルをはおった渚が息を切らしていた。

「何度も携けい帯たいを鳴らしたのに出ないし……心配したじゃない」

　言われて携帯を見ると、渚から五回も着信があった。バイブモードにしていたせいで気づかなかったのだろう。

「すまん、考えごとをしてたんだ。だが……そんなに焦ってなんの心配だ？」

「だって保健室に行ってたんでしょ？　友達から聞いてお見舞いに行ったら、先生が『青い顔して出て行ったわよ～』って言うから……」

　おい先生……絶対にわざと言っただろ。

「俺は美紅のお見舞いに行ってただけなんだ」

「でも……そのわりには本当に顔色が悪いけど？」

「それは……」

　俺は少し唇を嚙むと、「色々あってな」と濁にごす。

　だが渚はそれでなんとなく察したのか、「なーんだ、くだらない」と鼻を鳴らした。

「リア充じゆうのお前に理解してもらおうだなんて思ってない」

「理解できるわよ。だからくだらないんでしょ」

「なんだと？」

　渚の言いように、さすがに腹が立ってきた。お前に俺の気持ちがわかるなど──。

「リアルの女の子と色々あって悩なやんでるだなんて……翔らしくない」

「なに？」

「だってそうでしょ。翔はネット恋れん愛あいにしか興味なかったんじゃないの？」

　そう言われ、言葉につまる。

　渚はそんな俺を見てため息をつき、こちらを真っ直すぐ見つめてきた。

「あんた最近変よ。いえ……ピュアランドを始めてから、段々変になってった」

「そんなことは……」

「そうでしょ！　今の翔は、ネットだけじゃなくてリアルにも目を向けてる。それはいいことだけど……あんたがそれをやっちゃダメでしょ！」

　その言葉に、はっとした。

　黙だまりこむ俺へ、渚は胸にたまっていたものを吐はき出すように言葉をつむぐ。

「そりゃ、あたしはネット恋愛に反対よ。でも翔はあたしが三年間ずっと反対し続けてたのに、押し切ってピュアランドを始めたんじゃない。だったら……最後まで押し通しなさいよ！」

　渚はそう叫ぶと、踵きびすを返して屋上から出て行ってしまった。

「押し通せって……」

　俺はあくまでピュアランドで恋愛をしようとしていて、だからこそ美紅のピュラを探していて……って、あれ？

　そこまで考えて、俺はロジックの矛む盾じゆんに気づく。

〝美紅〟はあくまでリアルの存在じゃないか。その美紅のピュラを探すって……それ、ピュアランドで恋愛をしたと言えるのか？
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　リアルの姿も知らないと相手を理解したことにはならないと言った雪奈。

　ネット恋愛を最後まで押し通せと言った渚。

　そして、ピュアランドで俺を待っていると言った美紅。

　三人の言葉が頭を駆け巡る中、ここ数日、俺は夢の国への羅針盤に従いただがむしゃらに総当たりを続けていた。

「そういえば、セフィアは今ごろどうしてるかな」

　この間はずいぶん機き嫌げんが悪かったが、数日経たって落ち着いてくれただろうか。

　ふと思い立ち、俺はラビリンスへと向かう。

「よう、セフィア！」

　努めて明るく声をかけてみた。

　すると、彼女はどこか警けい戒かいするようにこちらを見つめる。

「どうしたんだ？」

「あのさぁ、ソラ」

　セフィアはどこか躊躇ためらうように顔を伏ふせると、「あなた最近、ピュアランドで評判悪いわよ」と漏もらす。

「評判？」

「誰だれ彼かれ構わず女の子に話しかけてるでしょ。あまり友達のいない私ですら知ってるレベルの噂うわさよ。『なんでメシア様は明らかにギルティなソラを垢あかＢＡＮしないのか』って」

「そんなに!?」

　知らなかった。そんな噂が広まっていたなんて……。

　だがよく考えてみれば、ピュアランドのプレーヤーは四十名ほどなのだ。目立つ行動をずっと続けていれば、噂もすぐ広まる。

「ソラがピュアランドを追い出されたら嫌いやだけど……」

　セフィアは言いづらそうに唇くちびるを嚙かむも、しかしあえて伝えようと俺を真っ直ぐ見つめてきた。

「今のソラは嫌きらい」

　──嫌い。

　その言葉は、深く胸に突つき刺ささる。

「そろそろコンテストの終わりが近づいてるわ。でも……今ならまだ間に合うよ。態度を改めて、ソラも告白イベントを作ったら？」

「それはできない」

「なんでよ」

「今は……理由も教えられない。でも俺は、俺なりの哲てつ学がくに従って──」

「なにが哲学よ！　ピュアランドのオープニングで垢ＢＡＮされた人たちと大差ないことやってるじゃない。そういう態度……本気でピュアランドをやってる人たちに失礼よ！」

「それは俺もよくわかってるんだ。でもピュアランドには俺が思ってた以上の、なにか得体の知れないものがあって……」

「ピュアランドのせいにしないで！　私は……」

　セフィアは声を荒あらげるも、急に息を吐いて首を横へ振る。

　そしてこれ以上の話をあきらめたかのようにこちらへ背を向けた。

「もう……ここには来ないで」

　彼女はそう言うと同時に、ログアウトしてしまった……。




　総当たりをやったせいでピュアランドでは肩かた身みが狭せまい。リアルでも渚に怒おこられ、美紅とはもう会わない約束をし……雪奈は元々話しづらいが──。

「くっ……こうなりゃヤケだ！　魂の恋人が見つかるまで総当たりをやってやろうじゃないか!!」

　俺は叫さけぶと、ピュアランドの中を駆け出す。ついさっきセフィアに怒られた傷心を引きずりながら……。

　学校エリアへ着くと、またしても中ちゆう華か娘むすめ──リンリンに会った。

「お前、やっぱりナンパ野や郎ろうだったアルね！」

　いきなり怒ど鳴なられると、「食くらうがいいアル。中華五千年の歴史……はっ！」というセリフとともに蹴けりを食らった。

「なんのこれしき！　この程度で総当たりをやめるほど魂の恋人への情熱はぬるくない！」

　草原エリアへ行くと、俺がメシアだったときにスイーツを出してくれたドレス姿の少女たちを見つける。

「俺にもスイーツをお願いする！」

「あ、あんた噂の……」

「来ないでチャラ男！」

「メシア様、ここです！　早く垢ＢＡＮしてください!!」

　とりつく島もなく、少女たちに騒さわぎたてられてしまった…………………………………。

　総当たりをして女の子たちに害虫のような扱あつかいを受けた俺は、ボロボロになって夕ゆう陽ひの公園エリアに立っていた。

「くそっ……ちょっと出てこい、夢の国への羅針盤！」

　俺の怒いかりイコール魂の恋人への情熱と判断したのか、呼び声に応こたえて夢の国への羅針盤が出てきた。

「お前の言う通りに総当たりしたせいで、状じよう況きようが悪化してるじゃないか！」

　ゲシッッ。

　俺は思いっきり夢の国への羅針盤を蹴る。

　だが夢の国への羅針盤は黙ったままだった……って、喋しやべる設定でもないだろうが。

「痛たたっ……」

　思いきり蹴った分だけ足が痛み、俺はその場に座りこむ。

「はぁ……俺、なにやってんだか」

　もうなにもかもが嫌になってしまった。

　そもそもピュアランドは俺が俺のために作った箱庭じゃなかったのか？

　なんでこんなことになってるんだ。っていうかブラックボックスってほんとなんだよ……。

　途と方ほうに暮れていると、ふと後ろで足音が聞こえた。

「ずいぶん有名人になったな」

　振ふり返ると、ルーガスがいつもの冷静な顔でこちらを見つめている。

「なんだよ……バカにしにきたのか？」

「僕は事情を知っているからな。バカにできるはずもない」

「じゃあどうしたんだよ」

「お前があまりに迷めい走そうしているようだからな……できる範はん囲いギリギリのアドバイスをしにきた」

「アドバイス？」

　首をかしげると、ルーガスは「僕の固有アクションを忘れたか」と俺の横に座りこむ。

「知的心眼……相関図の能力か」

「そうだ。それによると……実は、お前の正体に気づいているピュラが二名いる」

「俺の正体……しかも二名!?」

　啞あ然ぜんとしてしまった。

　美紅が気づいていることは知っていた。だがもう一人は……。

「誰だれなんだ!?」

「それは言えない。点と点が集まれば線になる……つまり意図せず相手の個人情報を僕が漏らすことになってしまう。そしてそれは、純愛を極きわめようとするお前が嫌う行こう為いだったろう」

「確かに……」

　言いながらうつむいてしまう。

〝純愛力〟の言い出しっぺである俺がルーガスにこんなことを聞くなんて……どうかしてる。今の俺は明らかに冷静じゃない。

「引きこもってるときはこんなことなかった……こんなに人間関係で悩むなんて……」

「いいじゃないか。魂の恋人を簡単に見つけられるだなんて幻げん想そうを抱いだいていたわけでもあるまい」

　どこか優やさしげな彼の声に、はっと顔を上げる。

「ルーガス……」

「腐くされ縁えんだ。お前の気持ちはなんとなくわかる」

　彼はそれだけ言うと、「お前も気づいてやれ。お前の正体に気づいている二人に」とつぶやいてログアウトした。

　ルーガス……いや、歩貴。ありがとう。

　俺は彼の沁しみる優しさを感じながら、その場で状況を整理しようと〝総当たり〟の結果を考え始める。

　まずネットでは……セフィアが俺に怒ってる。というかリンリンなんて害虫扱いしてるし、他ほかのピュラも似たような反応だ。でもアオイやココロは……いつも通り接してくれる。

　次にリアルは……美紅が俺のピュラに気づいている。他は……えーと……俺、そもそもリアルでつき合いのある女子ってほぼいないな。雪奈や渚なら話したりもするが、あの二人がピュアランドにいるはずないし……。

「うわっ、全っっ然わかんねー！」

　俺はその場で頭を抱かかえてしまった。

　って……ん？

　今整理した情報を、もう一度頭の中に浮うかべてみる。

「ピュアランド内でも、アオイかココロはまだ俺のこと嫌ってないんだ……」
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　一晩休んで少し心を落ち着けた俺は、放課後になると家へ帰り〝メシア〟でピュアランドへログインする。

　セフィアが言った通り、コンテストの終わりは近い。今日は金曜で土日は学校が休みだ。そして日曜日の終しゆう了りようとともに……コンテストが終わる。俺にはもう時間がなかった。

「アオイかココロかぁ……」

　どちらもピュアガールだ。

　ココロに会えば、きっと楽しい時間が過ごせるだろう。

　アオイに会えば、静かだがどこか温かい時間を過ごせるだろう。

　総当たりで心がささくれ立っている今会いたいのは──。

「アオイかな」

　そう漏らし、各エリアの画像を出してアオイを探す。

　すると彼女は、なにか考えこむようにして自分のイベントエリアにいた。

　俺はソラのピュラに切り替かえると、すぐにアオイのもとへ向かう。

「よく会うわね」

　アオイはつぶやくと、黙だまって紅茶をいれ始める。

　あれだけみんなから嫌われて罵ば倒とうが飛び交かっていたピュアランドで、ここだけは静かだった。その静けさも、冷たいものではなく黙って俺を受け入れてくれる温かな静けさ……。

　黙もく々もくと紅茶をいれるアオイを前に、俺はふと胸の内にたまっていたものを口に出した。

「俺……占うらないのイベントに参加してみたんだ」

「そうだったの」

「しかもその占いに従ってみようと思って……女の子にとにかく声をかけまくったんだ」

　アオイはそこまで聞くと、大きなため息をついて紅茶をいれる手を止める。

　そしてこちらを真っ直すぐ見つめてきた。

「なるほど。あなたが告白イベントを無視して女の子たちに声をかけまくっていた理由がそれなの」

「気づいてたのか!?」

「もちろんよ」

「だったら、なんでアオイはそんな俺に……」

　そこから先はうまく言えなかった。

　彼女を前にしたときのこの感情……今この時期に彼女を訪ねた気持ち……どう表現すればいいのだろうか。

　アオイはこちらの心情をなんとなく察したのか、黙りこむ俺へそっと口を開く。

「魂の恋人を見つけたかったんでしょう。それで……占いは当たったの？」

「……ダメだ」

「そう……それでもいいじゃない。少なくともそのおかげで私は──」

　彼女は言いながら紅茶をいれてこちらへ差し出すと、「私はソラとお茶をしてる」とつぶやく。

　思わず胸が高鳴る。

　アオイ……大和やまと撫なでし子このような振ふり袖そで袴はかま姿すがたに見み劣おとりしない、ピュアガールだ。

　よくよく考えてみれば、俺が求める魂の恋人──純心無む垢くな子そのものではないか。

　このために総当たりがあったのではないかと思えてくるほど、目の前の少女は本当に純白だ。

『数々の虚きよ構こうの中にこそ現実がある。ゆえに……女の子へ総当たりしちゃおう♡』だなんてふざけた占いを信じて、正直失敗したと心の底から後こう悔かいしていたが──って、数々の虚構？

　不意に、違い和わ感かんを覚える。

　俺は占いを信じて損したと思っていた。

　だが……占いを信じた？

　違ちがうだろ。根本的な問題として、占いの〝解かい釈しやく〟は正しかったのか？

　隠いん喩ゆ的な占いによくあることじゃないか。タロットカードなど最たる例で、カードの意味を読み解く〝リーディング〟を間ま違ちがえると占いの意味がなくなる。

　数々の虚構を「数々のピュラ」ととらえることもできるし、「数々のイベント」……つまり、百八もイベントを用意したセフィアのラビリンスともとらえることができる。

　さきほどの高鳴りとは別の意味で、心臓が跳はね上がる。

　占いがセフィアのラビリンスを指していた可能性……それに気づいてしまった今、俺の中であきらめかけていた感情がぶり返してきた。

『──ふっふっふ……よくぞ私の超ちよう級ラビリンスに挑いどもうと思ったわね』

『──いろんな私を知って欲しいから。だからソラにどうしても攻こう略りやくして欲しいの』

『──今のソラは嫌きらい』

　セフィア……俺は、セフィアのことを……。

「どうしたの？」

　考えこんでいた俺へ、アオイがいぶかしげな顔を向ける。

　そして「早く飲まないと冷めるわよ」と紅茶へ視線を向けた。

「あ、あぁ……」

　なんとか声を絞しぼり出すも、生返事になってしまう。

　俺は今、アオイといて本当に心癒いやされている。

　いっそアオイこそが魂の恋人だったらと、想像していた。

　占いの別の意味に目をつぶり、このままアオイと仲を深めれば、アオイこそが魂の恋人だったという結末が待っているかもしれない。

　だが……だが……。

「すまん！」

　俺はいきなり立ち上がると、アオイに背を向ける。

「俺……大事な用事を思い出した。行かなきゃいけない場所があるんだ」

「どこ？　ソラが今、このピュアランドで大事な用事って……」

　アオイはなんとなく察したのか、わずかに息を吞のむ気配を見せる。

　そしてなぜか「私、私……」と口の中で何度もくり返した。

「紅茶、せっかくいれてくれたのに……ごめん」

　そう言ってイベント一覧を俺が出した瞬しゆん間かん、アオイはこらえきれなくなったように立ち上がり、後ろから俺の手をつかむ。

　彼女の意外な行動に驚おどろいて、俺は手を止めてしまった。

「ソラ、気づかないの!?」

　気づくって……なににだ。

「私は……私は……」

「っ……ごめん！」

　そう叫さけび、俺はイベントを選せん択たくしてしまう。

「──翔──！」

　ラビリンスへ飛ぶ直前、俺は……リアルの名を呼ばれたような気がした。







[image: ]







[image: 第五章　彼女と俺の「純心」]
















「翔かける……翔って言ったのか!?」

　セフィアのラビリンスの前で、俺は激しい動どう悸きを抑おさえながらつぶやく。

　ここへ飛ぶ前にアオイが叫んだ言葉……あれは、俺のリアルの名前だったのでは……。

　幸か不幸かセフィアがいなかったため、俺はその場で考えこむ。

　リアルの名を知っているということは、アオイは俺の知り合いだ。いや……俺の正体に気づけるレベルでは交流のある相手だ。

「まさか……アオイが美み紅くのピュラだったのか!?」

　だとしたら、俺は取り返しのつかないことをやってしまった……。

『──私を見つけてくれ。素す直なおになれない、ピュアランドでの私を』

　切実な願いのようにその言葉をつむいだ美紅。

　俺は肝かん心じんなところで選せん択たく肢しを誤ったのでは……。

「美紅、俺は……！」

　その場に膝ひざを突つき、苦く渋じゆうの声を漏もらす。

　そのとき不意に、渚なぎさの言葉を思い出した。

『──今の翔は、ネットだけじゃなくてリアルにも目を向けてる。それはいいことだけど……あんたがそれをやっちゃダメでしょ！』

「俺がそれをやっちゃダメ……」

　思わず漏らし、次いでさきほどとは違う意味で苦々しい顔をする。

「くっ……そうだ。俺の崇すう高こうなる恋こい人びと探しはリアルにない。ネットにこそあるんだ。まさかリア充じゆうの渚に教えられるとはな……」

　知らず笑いが漏れ、俺は決然と立ち上がる。

「俺はリアルなどとうの昔に捨てた男！　俺が求める魂の恋人ソウル・ラヴアーは……このピュアランドにいるんだ!!」

　確かに美紅と話していると楽しい。だがそれは〝ピュア友〟としてであって、運命の相手としてではない。魂の恋人を探すための箱庭たるピュアランドで俺が一番気になっている相手は──。

「セフィア、待っていてくれ！　俺はきみのラビリンスを……必ず攻略してみせる!!」

　そう叫ぶと、勢いよく走り出す。

　リアルに残した想おもいをすべて断たち切るようにして……。

　ピピピッ。

　ふと、俺の耳元でなぜかアラーム音が鳴った。

　そして眼前に封ふう筒とう形のアイコンが表示される。

「これは……メール機能じゃないか!?」

　今回のコンテストにおける優勝賞品であるはずのメールが、なぜ今来るんだ……？

　俺は恐おそる恐る眼前のアイコンをタッチして、メールを開いてみた。





　親愛なるカケルへ。

　僕はＡＩＴＯだ。きみは今、ピュアランドで僕のメールを受け取って驚いていることだろう。だが許してくれ。僕ときみのホットラインであるチャットのアカウントは、すでに消してしまったんだ。






「アカウントを消した!?　どうしてだよ……」

　俺は愕がく然ぜんとしてメールの続きを読む。





　ピュアランドは僕にとってとても輝かがやいていてまぶしくて……完成が近づくにつれて胸の高鳴りを覚えたよ。

　そしてピュアランドが運用開始された今、僕は僕で魂の恋人を探そうと思うんだ。

　一年半前、僕はカケルのブログで「魂の恋人」という言葉を見て勇気をもらった。自分を変えようと思えた。

　その第一歩としてのピュアランド開設……それが終わった今が、次の一歩を踏ふみ出すタイミングだと思うんだ。






「次の一歩……そうか。ＡＩＴＯはピュアランドをプレイできないから……」

　俺は胸を襲おそう一いち抹まつの寂さびしさを嚙かみしめながら頷うなずく。

　だがずっとＡＩＴＯを頼たよってばかりというわけにはいかないのだ。

　ＡＩＴＯ……今までありがとう。

　胸の中でそうつぶやき、メールをさらに読み進める。





　置き土産みやげってわけじゃないけど、ブラックボックスについていくつか判明したことを記しておくね。




①「固有アクション」だけど、ピュアランドの世界そのものに影えい響きようを与あたえるほど強い力を持った者もいるみたいだ。




②「魂の恋人システム」という謎なぞのシステムが組みこまれている。発動条件は不明だけど、これは魂の恋人を探すにあたってかなり重要なシステムみたいだ。




③っていうかこんなものグロッキー状態でよく作ったね。神でも降りてたんですか？






「③はいらないだろ……」

　別れのメールだというのに、彼のいつも通りの調子に苦く笑しようしてしまう。

　しかし……〝魂の恋人システム〟か。言われてみればそんなものを作った記き憶おくも……確か「ネットで恋人を見つけたからって、それがイコール魂の恋人かは別問題だよね！」とかよくわからないテンションでガシガシなにかを打ちこんでたな……。





　それじゃカケル、これでお別れだ。

　きみと一いつ緒しよにピュアランドを作った僕にはわかる。

　きみは筋金入りのイノセントだ。きみならきっと魂の恋人を見つけられる。

　だからがんばってくれ。

　もしきみが道を曲げてチャラいことをして、魂の恋人探しをあきらめたら……僕は本当に怒おこるからね？

　それじゃ、互たがいの健けん闘とうを祈いのろう[image: （^O^）/]






　ＡＩＴＯのメールは、そこで終わっていた。

　メールの送信日時を見ると……それは、ブラックボックスの存在が判明した次の日であった。

「ＡＩＴＯのヤツ……無理にピュアランドの機能を使ってエラーを起こしたな」

　今はもう離はなれてしまった仲間の小さなミスに気づき、微笑ほほえみが浮うかぶ。

　しかしこのメールからもらった勇気は大きかった。

　セフィアのラビリンスは手て強ごわい……だが、俺は一人じゃないんだ！

「ＡＩＴＯ、見ていてくれ！　俺は必ずセフィアのラビリンスを攻こう略りやくしてみせる!!」




　　　　[image: ]




　ラビリンスに入ると、いきなり魔ま王おうと再戦した。

　魔王に勝つには次の日死ねるレベルのダメージを覚かく悟ごしなければならない……だが今の俺はその程度のことで躊躇ためらいはしない！

「オラオラオラァァァ！　明日の朝まで貴様をフルボッコしてやるぜ!!」

　そして八時間後…………………………………………………………………………………。

「っはっ……くぅ……はぁはぁ……」

　俺は全身ボロボロになりながらも魔王を倒たおし、さらに足を進める。

　そして草原の部屋まで来た。

　すると、俺の目に信じられないものが飛びこむ。

　豪ごう奢しやなドレスを着た、金きん髪ぱつの少女……。

「セフィア、こんなところにいたのか！」

　俺は嬉うれしさで駆かけ出す。

　しかし彼女はまるで人形のように無表情だった。

「……どうしたんだ、セフィア？」

「ふふっ……早く私を捕つかまえてごらんなさい」

「あぁ、これはそういうイベントだったな」

「ふふっ……早く私を捕まえてごらんなさい」

「……？」

「ふふっ……早く私を──」

　……なんだ？　無表情に加えて、機械的に同じセリフをくり返しているが……。

「まさかこのセフィア……ＮＰＣノンプレーヤーキヤラ？」

　あまりにも非現実的だが、それが一番つじつまが合う。

　それにピュアランドには俺の知らないシステムがあって、〝固有アクション〟も存在して……。

　そのとき、以前と同じく床ゆかが動き始める。

　──やばい！　早くセフィアを捕まえないと壁かべからいろんな物が飛んでくる!!

　そう思うが早いか、急に飛んできた大タライにぶっ飛ばされてしまった…………。

「ふふっ、ソラに捕まっちゃった。私……あなたからは逃にげられないのね」

　セフィアのＮＰＣはそう言うと頰ほおを染め、煙けむりのように消えてしまった。

「……このＮＰＣ、なんか少女趣しゆ味みだったな……」

　どことなく呆あきれつつ言うも……セフィア自身にもこういう一面はある。

　一体、どういった経けい緯いで作られたＮＰＣなんだ？

　悩なやみながらも、俺はとにかく足を進めてラビリンスの攻略に励はげむ。

　そして次にたどり着いた部屋には──。

「いらっしゃい。私と一緒に〝純愛〟のお勉強をしましょう」

　ガリ勉よろしく、丸眼鏡をかけたセフィアのＮＰＣがいた。

　部屋の中には恋れん愛あい関係の本がぎっしりと並べられており、中央に座ざ布ぶ団とんと机がある。

「私、古今東西の純愛本を集めてお勉強して……『私が考えた最高の純愛小説』を書き上げたの。あなたはそれを読んで感想文を書いてね」

　そう言うと、彼女は「感動しすぎてあまり泣かれたらウザいから、泣くときはこっそりよろしく」とつぶやく。

　へぇ……自信満々だな。

　セフィアが書いた小説というのは興味がある。セフィアの恋愛思考がそのままアウトプットされているわけだからな。

　俺は座布団に座ると、机に置いてあった小説を手に取る。

　かなりぶ厚い小説で、ページ数を確かく認にんすると……千を超こえていた。彼女がどれだけの情熱をこめて書いたものかよくわかる。

　俺はピュアガールの力作を心して読もうと、正座してページを開いた。

『私の心は、白馬の王子様を前にして史上最大のハリケーンがごとく乱れきっていた』

　──パタッ。

　今読んだ文を見なかったことにするかのように、俺は本を閉じる。

　おいおい……これを千ページも読むのか？

「きつっっ！」

　俺はつい叫さけんでしまう。

「早く読みなさい！　むしろ朗読するのよ!!」

　丸眼鏡をかけたセフィアがこちらへつめ寄り、無表情で威い圧あつする。

「えと……今から別の道でラビリンス攻略に励みますんで……」

「早く読みなさい！　むしろ朗読するのよ!!」

　ダメだこりゃ。ＮＰＣになに言っても通じない……。

　あきらめた俺は、大きく息を吸って朗読を始める。

「王子様！　あなたの瞳ひとみは私の心の鎧よろいをはぎ取り、内に隠かくしていたか弱き乙おと女めの本ほん性しようへといともたやすくたどり着く……鳴あ々あ、なんて罪なお方！」

　その朗読は、実に二十四時間かかった………………………………………………………。

「セフィアの小説はとてもピュアで、とても長くて、とても凄すごかったです（いろんな意味で）」

　セフィアの純愛小説を読み終えて感想文を書き上げた俺は、それを彼女に渡わたす。

「まぁギリギリ合格ね。でも、純愛の勉強はまだ始まったばかりよ。気を抜ぬいちゃダメだからね！」

　そう言って、セフィアのＮＰＣはまたしても煙のように消えてしまった。

「セフィアのＮＰＣって、もしかして何体もいるのか？」

　そのとき俺は、夢の国への羅針盤フオーチユン・コンパスのお告げを思い出す。

『数々の虚きよ構こうの中にこそ現実がある。ゆえに……女の子へ総当たりしちゃおう♡』

「数々の虚構……たくさんのＮＰＣ……まさか、お告げが指していたのはこれだったんじゃ!?」

　今の状じよう況きようを思えば、その解かい釈しやくが一番納なつ得とくいく。

　俺はその場でさらに占うらないの解釈を進める。

『数々の虚構の中にこそ現実がある』……これは、ＮＰＣがセフィアの性格の一部を受け継ついでいることを指してるのか？　だとしたら、このＮＰＣへ『総当たり』することで『現実リアル』が見えてくる……という意味か。

「どうやら、セフィアのＮＰＣをきちんと見ながら進んだ方がよさそうだな」

　俺は頷くとその場を駆け出す。

　──少女趣味全開だったセフィア。

　──純愛の勉強をがんばっていたセフィア。

　セフィア……きみは次に、どんな一面を見せてくれるんだ？




　コンテストの終わりが刻々と近づいていた。

「あと十六時間くらいか……」

　コンテストが終われば、セフィアのラビリンスも終しゆう了りようする。

　それまでにクリアするには……徹てつ夜やでやるしかなかった。

「くっ……このラビリンス、イベント数も多いが一つ一つクリアに時間がかかるのがネックだ……」

　だが、ぼやいても始まらない。

　俺は痛みや疲ひ労ろうのたまった体をおしてラビリンスを疾しつ走そうし、次の部屋へと入る。

「私はこの部屋の端はしで体育座りしてるから、あなたは逆の端で黙だまって体育座りしてて。それで五時間耐たえられたら合格よ。以上」

　なんていうか……ぼっちキャラだった。

　そして次の部屋では──。

「あなたの純愛力はしょせん子供が作った砂山程度よ！　もっと純愛力を高めなさい……そう、エベレストくらいには高めるのよ!!」

　そう言われて、詩の大家が作った恋愛ポエムを復唱させられながら坐ざ禅ぜんや滝たき行ぎようをやらされた。……酷ひどい熱血だった。

　俺はいろんなセフィアを見ながら、数々のイベントをクリアし続ける。

　少しずつゴールに近づいている……その確信を励みにして。




　……コンテスト終了まで、残り五時間を切っていた。だが、ラビリンスも終わりが近いのか周りの様子が変わってきている。

　──ギュッ。

　──ギュッ。

　俺は一面をツタに覆おおわれた通路を進む。

　少し前から、城の中になぜか植物がはびこっていたのだ。

「お城にツタか……段々、おとぎ話みたいな雰ふん囲い気きになってきたな」

　ひとりごちながら足を進めていると、目の前に部屋が見えた。

　この通路は一本道だ。分ぶん岐き点てんもなく、一直線にこの部屋へたどり着いた。ということは──。

「おそらく、これが最後のイベントだ」

　きっとこの部屋には絶対にクリアしなければならないイベントがあるのだろう。

　それはすなわち、セフィアが魂の恋人に必ずのりこえて欲しいと思っているイベント……。

　息を吞のみながら扉とびらを開くと、そこは六畳じようほどの小さな部屋だった。

　中央に長机が一つ据すえてあり、その上には平成時代辺りに使われていたデスクトップ型パソコンが二台設置してある。

　これは一体……。

　カタカタカタッ。

　パソコンの前に座っていたセフィアのＮＰＣが、キーボードを打つ。

　すると彼女の隣となりの席に置いてあったパソコンに文字が表示された。





SEPHIA:このチャットの最中に、私のウソを見つけなさい[image: （^O^）/]






「……ウソ？」

　俺がつぶやくも、ＮＰＣは言葉を発さず『早くしなさいよ。コンテストが終わっちゃうじゃない[image: （｀Д´）]』とチャットで返してくる。

「なるほど。今までのＮＰＣよりも会話のバリエーションが多い。〝チャット用〟に特化したＮＰＣってことか」

　状況を把は握あくした俺は、さっそくパソコンの前に座りキーボードを打つ。





SORA:とりあえず、ウソをついてくれよ

SEPHIA:なに言ってるのよ!?　このタイミングでウソをついたらソッコーでバレるじゃない

SORA:それもそうか……






　俺は少し考えると、まず普ふ通つうの雑談を振ふってみることにした。





SORA:セフィアは今、どこにいるんだ？

SEPHIA:私は家でピュアランドやってるケド[image: （^q^）]？






　俺が聞いたのはリアルの話じゃなくて、ピュアランドのプレーヤーたる〝セフィア〟の位置なのだが……このＮＰＣ、絶対にわかっててこの回答しただろ！

　多少イラッとしながらも、このリアクションはこのリアクションでセフィアらしいと思い、チャットを続ける。





SORA:俺も家でピュアランドをやってるな。つか金曜の夕方からぶっ続けでこのラビリンスに挑ちよう戦せんしてるんだが……

SEPHIA:みたいね






　セフィアはそこで一いつ旦たん動きを止めると、『ま、ソラがラビリンスの攻こう略りやくを途と中ちゆうで放ほうり出さなきゃもっと早くクリアできたんだけど』と続ける。





SORA:ごめんなさいね！　つかやっぱり根に持ってたのか！

SEPHIA:えぇ、とても[image: （^q^）]

SORA:その顔文字やめろよ！　なんか「イラッ☆」とするだろうが！

SEPHIA:チャットなんだから顔文字を使うのが普通でしょ。ソラはなんで使わないのよ

SORA:べつに顔文字なんてなくてもチャットできるだろ

SEPHIA:まったく……ソラらしいといえばそうだけど






　……こうやって、俺たちの〝雑談〟は温まってきた。

　さて……セフィアはいつウソをつくのだろう。それを見み抜ぬけないとこのイベントはクリアできない。

　そして、二時間が経たった……。





SORA:で、セフィアはもうウソをついたのか？

SEPHIA:[image: （^q^）]

SORA:その顔文字に慣れた自分が悲しいよ……

SEPHIA:しかたないわねぇ……。もうちょっと遠回しな質問になら答えるけど？

SORA:遠回しか……。とはいえ、そもそもピュアランドは自分の〝純心〟にウソをつけないだけで、純心を守るためのウソはつける

　例えば相手のことをどれだけ好きでも、喧けん嘩かしてる最中に「好きです！」だなんて絶対に言えない。……それじゃ純心を守れないからな

SEPHIA:そうね。そう考えれば、正体を隠してプレイしている以上ウソは必ずあるけど……私が見抜いて欲しいウソは、そういう類たぐいのものじゃないわ

SORA:え？

SEPHIA:きっとソラが考えてるものとは次元が違ちがうウソ。まぁ、そんなこんなで私はソラのクリアを待ってるわけ……で・す・が！

SORA:急せかすならせめてもう少し難易度下げろよ！　俺、ここへたどり着くまでにもうライフがゼロだぞ!!






　それから、さらに二時間が経ってしまった。





SEPHIA:解答はマ～～ダ～～[image: （｀Д´）]






　どういうことだ？

　今までのチャットでセフィアはウソらしいウソなんてついてない。

　というか、いかにもウソをつきそうな個人情報に言げん及きゆうすると顔文字でごまかすし……。





SORA:なぁ……もしかしてあんたが見破って欲しいウソは、もうとっくの昔につかれてたものか？

SEPHIA:[image: （^q^）]

SORA:……なるほど。段々わかってきたよ






　セフィアが顔文字で逃にげるときは、「ウソで逃げたいけどウソをつけないとき」だ。このイベント内容が「ウソを見破る」ものである以上は別のウソをつけないのだろう。

「つまり、セフィアが顔文字で逃げた質問の中にヒントがあるってことか……」

　そう考えれば、『ウソは、もうとっくの昔につかれてたものか』という俺の疑問は正しかったことになる。

「セフィアが俺についていたウソって……なんだ？」

　……まったく心当たりがない。まずいぞ……。

　そして、時間は無情にも流れていった。





SORA:……もう、残り三十分かよ……

SEPHIA:早くしなさい！　まだ気づかないなんてあなたの記き憶おく力は毛虫並みですか？　蛆うじ虫むし並みですか？

SORA:悪かったな！　蛆虫の俺にせめてヒントくらいくれませんかねぇ!?

SEPHIA:①あきらめる　②あきらめる　③あきらめる

SORA:クリアして欲しいのか欲しくないのか、どっちだよ!!






　くっ……まずい。このイベントに挑戦した当初は「五時間もあればなんとかなる」と思っていたが……まさかここまで難易度が高いなんて。

「だが……なんだ、この感覚は……？」

　俺はもう少しでなにかを思い出しそうだった。

　そう……このイベント、なにかがおかしいのだ。

「っ……しかしもう時間がない。せめてこのラビリンスにもう少し早くチャレンジしていれば……!!」

　後こう悔かいだけがつのる。

　ラビリンスに再チャレンジする覚かく悟ごのなかった過去の自分を殴なぐってやりたい気持ちだ。

　渚に怒おこられ、ＡＩＴＯに励はげまされ、ここまで来た。だが最後の最後で時間切れだなんて……。

「すまないＡＩＴＯ。俺は、お前との約束を……」

　悔くやしさで唇くちびるを嚙かむ。

　俺は魂の恋人を見つけて、ＡＩＴＯへ報告したかった。

　もう連れん絡らくが取れない相手だが、俺がネットに報告のブログを書けば必ず見つけてくれると思っていた。

　ネットがある以上、俺はどこかでＡＩＴＯと繫つながっているんだ。そう信じて……だからＡＩＴＯに……って、ん？

　そのとき、俺は雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを覚える。

　手が震ふるえた。

　うまくキーボードを打てない……。

　それでも、俺は恐おそる恐るチャットを進める。





SORA:セフィア……俺さ、あんたとチャットしてると、あるヤツを思い出すんだ

SEPHIA:へぇ

SORA:俺、そいつのこと男だとばかり思ってた。っていうか三十は過ぎてるオジサンだと思ってた

SEPHIA:ふ～ん

SORA:でもさ……口調こそ違うけど、会話のやり取りっていうかリズムっていうか……妙みように似てるんだよね、セフィアとその男

SEPHIA:そう

SORA:っていうかさ、よくよく考えたらそいつが求める魂の恋人ってのがさ、「僕を好きになってくれて、僕を迎むかえに来てくれる人」なんだけど……このラビリンス、まんまじゃね？

SEPHIA:

SORA:もうとぼけなくていい。正直、かなりビックリしたが……俺とお前の絆きずなはこんなウソでは消えん。そうだろ、ＡＩＴＯ






　その瞬しゆん間かん、まるでガラスが割れるかのように部屋が砕くだけ散る。

　そして一面がツタに覆おおわれた部屋が現れた。

　その部屋の中央には天てん蓋がいのついたピンク色のファンシーなベッドがあり、セフィアがそこに座っていた。

　今までの無表情なＮＰＣとは違う、生気に満ちた顔……本物のセフィアだ。

「やった……ついにラビリンスを攻略したんだ！」

　俺が拳こぶしを握にぎりしめると、セフィアが半泣きでこちらを見つめる。

「うわ～ん、バレちゃった～」

「『バレちゃった～』じゃないわ！」

「もう、なんで来たのよ。固有アクションのせいで変なＮＰＣは出てくるし、最後のイベントが変わっちゃうし……」

「お前が攻略してくれって言ったんだろうが！」

　声を上げるも、「固有アクションのせいで最後のイベントが変わった」というセリフに納なつ得とくする。セフィアがＡＩＴＯだったというなら、自分の正体は黙だまっているかもっとましなばらしかたをするはずなのだ。

　よくよく見るとベッドの脇わきにはテレビがあり、そこにラビリンス内の様子が映し出されている。監かん視しカメラで俺の様子を見ていたのだろう。

「もう～ピュアランドを一回リセットしたい！」

「それが無理なのは知ってるはずだろ」

「いや～！　こんなバレ方、恥はずかしいってレベルを超こえてるわ。もう……帰って～！」

「いやいやいや、だって俺、お前のメールに勇気をもらってここまで来たし。な、Ａ・Ｉ・Ｔ・Ｏ」

「だから、その名前で呼ばないで～！」

　もはや完全に涙なみだ目めで腕うでをブンブン振ふり回すセフィアを見つめながら、一つの疑念が浮うかぶ。

　ＡＩＴＯが女子高生で、かつ同じ高校にいたなんて……一体誰だれなんだ？

「うぅ……でも、ちゃんと謝るね。今までウソをついててごめんなさい」

　考えこむ俺を前に、彼女は頭をさげる。

「最初はソラがカケルだって気づいてなくて、普ふ通つうに話してたの。でもあるときふとカケルだって気づいて……」

「なるほど。はじめから俺だと気づいてたら、そりゃ近寄らないよな」

「でも、一いつ緒しよにピュアランドをプレイするうちにどんどん楽しくなっていって……」

　彼女は申し訳なさそうにうつむくと、ドレスのスカート部分をギュッと握りしめる。

「っていうかやっぱり私……カケルに悪いことした。ほんと、ごめんなさい！」

　彼女はそう叫さけんだ直後、操作画面を出してログアウトしようとする。

　って、おい！　またログアウトして逃げようとする……!!

　俺はその場を駆かけ出し、「待て！」と必死に叫ぶ。

「お前なら俺のことをよく知っているはずだ。俺がリアルに興味がなく、ネットで恋人を探そうとしていたことを」

　そう言って彼女の前に立つと、そっと手を差し出す。

「そして俺は、このピュアランドでお前のイベントをクリアしようと決めた。その意味……わかるよな？」

　言いながらセフィアの手を握った瞬間、彼女が顔を真っ赤にする。

　そして、手の平を通してもわかるほど彼女の心臓が高鳴った。





『ピュアガールの「ドキッ☆」を確かく認にん。これより〝魂の恋人ソウル・ラヴアーシステム〟を発動します』






　突とつ然ぜん、俺の耳に直接アナウンスが流れる。

　セフィアにもそのアナウンスは聞こえたらしく、「わ、私は『ドキッ☆』なんてしてない……！」と焦あせっていた。

「いや、今気にすべきことはそこではなく、『魂の恋人システムを発動』って部分なんじゃないか？　なんかヤバいことが起こりそうだし」

「ちょっ……雰ふん囲い気きもなにもあったもんじゃないわね！　せっかく白馬の王子様だと思ったのに……」

　セフィアがそう呻うめく中、辺りが一いつ瞬しゆんにしてホワイトアウトしてしまった……。




　　　　[image: ]




　辺り一面が真っ白な空間に体が漂ただよっている。

　フワフワした感覚があり、現実感がまるでない場所だ。

　ここは一体……。

「って、あれ？　俺の服が……」

　自分の腕に目をやると、着ていたのは〝ソラ〟の服ではなく、リアルの学生服だった。

　顔を触さわって形を確かめると、リアルの姿に戻もどっているような気がする。

「カケル、ここって……？」

　後ろから声が聞こえたので振り返ると、そこには横を向いてうろたえている一人の美少女がいた。

　ウェーブがかった赤あか髪がみに、完かん璧ぺきなボディー……あれは──。

「美紅じゃないか!?」

　俺の叫びを聞いた彼女は、やっとこちらへ目を向ける。

「なっ……なんでリアルの翔がいるの!?」

「知らんわ！　っていうかまさか……セフィアの正体って美紅だったのか!?」

　俺の言葉を聞いて慌あわてて自分を見た彼女は、状じよう況きようを把は握あくしたらしく「きゃっ……」と恥ずかしそうに顔を伏ふせる。

「いや、今さら顔を隠かくしてもバレバレだから」

「うぅ……」

　彼女はあきらめたのか頰ほおを染めつつ顔を上げると、とりつくろうようにいつも通りの声を出す。

「そ、そうだ。〝セフィア〟こそが私だったのだ。よく見つけてくれたな」

「まさか〝バラの君〟があんな……」

「あんなってなんだ、あんなって!!」

「あ、すまん。驚おどろきのあまりつい……」

　全力で残念系を突つっ走っていたセフィアが、まさか美紅だったとは……。

「いや、でもリアルの美紅もたまに変な妄もう想そうを爆ばく発はつさせてたし……」

　よくよく考えてみれば、美紅には〝セフィア〟の要素があった気がする。

　それに……完璧お嬢じよう様さまより、〝セフィア〟の要素を含ふくんだ美紅の方が親しみやすい。

「しかしまさか『セフィア＝ＡＩＴＯ＝美紅』だったとはな」

　あまりの事実を前に、俺は頭が痛くなってきた。

「えと……すまん。あんたの伏ふく線せんが多すぎて、俺は今、どれがなんのフラグだったのかわけがわからなくなってるんだが……」

「そうだな。私もどこから説明したものか悩なやむ」

　そりゃ本人も説明が大変だよね！

「まず……私がエスカレーター式の女子校へ進まず純菜高校へ入学した理由は、もう説明しなくともわかるな？」

「あぁ、ピュアランドだな」

「そうだ。私が〝ＡＩＴＯ〟としてお前と一緒に作ったピュアランドが理由だ。ＡＩＴＯに関して言えば……自分の個人情報に関係すること以外、基本的にウソはついてない」

「そ、そうか……」

　ＡＩＴＯは生活サイクルがバラバラだったので、てっきり引きこもりかと思っていたが……美紅のように習い事が多ければ、チャットの返信もバラバラの時間帯になるだろう。

「翔はＡＩＴＯだった私に、自分のプロフィールの一部を堂々と教えたからな。リアルのお前を特定するのは簡単だった」

「それでリアルの〝美紅〟と初めて会った頃ころ、妙に俺へ関心を示したのか」

「お前は私にとって盟友だからな。ただ──」

　彼女は思い出すように遠くを見ると、「お前が〝メシア〟だとは知っていたが、〝ソラ〟だとは知らなかった。『翔＝ソラ』だと気づいたのは、少しあとだ」と漏もらす。

「少しあとっていうと？」

「お前がラビリンスに初めて挑いどんだ次の日、学校を大だい遅ち刻こくした上に体中が痛いと言っていたときだよ」

　そう言われ、そのときの美紅を思い出す。

　確か彼女は『朝までピュアランドにいた上に、イベントの後こう遺い症しようで体が痛い……??』と言って考えるように顔を伏せていた。

　……そういえば、あのあとからセフィアがちょっと俺に優やさしくなったような……。

「あっ！　まさか美紅がピュアランドの告白イベントについて相談した相手って……俺!?」

「その通り。正確に言うと、ＡＩＴＯとチャットしているカケルだな。だってお前、私に『ＡＩＴＯが求める魂の恋人像からイベントを考えればいい』ってアドバイスしてくれたろ？」

　うわ……じゃあ俺が超ちよう苦労したあのラビリンスは、俺のアドバイスをもとに作られたものだったっていうのか……！

　判明した事実を前に、俺は頭を抱かかえてしまう。

　色々と説明してはもらったが、「セフィア・ＡＩＴＯ・美紅」の三者が複雑に絡からみ合った状態で事態が進行していたため、いまだに頭の整理がつかない。

『──もしかしたら、僕らが出会ったのは運命だったのかもしれない』

　唐とう突とつに、ＡＩＴＯがチャットで書いたセリフを思い出す。

　ＡＩＴＯが個人情報に関係すること以外ウソをついていなかったというなら……〝運命〟という言葉は本心だったのだろう。

「まだ心の整理はつかないが……それでも俺は、セフィアを選んでよかったと思ってる」

「ありがとう」

　美紅はそう言って、恥ずかしそうに少し目を伏せる。

　そのとき俺は、前に雪ゆき奈なが言ったセリフを思い出した。『リアルの姿も知らないと、真に相手を理解したと言えないんじゃない』というあのセリフ……。

　渚に発破をかけられてネット恋れん愛あいに戻った俺だが、魂の恋人システムに導かれてセフィアのリアルの姿〝美紅〟と絆きずなを深めた。

　始まりはネット恋愛でも、恋人としてつき合う以上いつかは〝リアル〟という問題にぶつかるのかもしれない。

　一人で頷うなずいていると、不意に俺たちの眼前に大きな画面が現れた。





『あなた方は今、〝精神体〟となってピュアランドの上位空間にいます』






「「精神体!?」」

　俺と美紅の声が、重なる。

　フワフワして現実感のない場所だと思っていたが、精神体だなんて……。

「翔、一体どんなプログラムを組んだんだ!?」

「覚えているわけないだろう」

「偉えらそうに言うな！　精神体でネット空間にいるだなんて……現代の技術をもってしても、そんな……」

　愕がく然ぜんとする美紅をよそに、画面には次の文字が現れる。





『この空間から出るには、〝心と心でキス〟をしなければいけません』






「心と心のキスだと？」

　言いながら俺は考えこむ。

　俺たちは今、ある意味〝心〟そのものである精神体だ。つまり心と心のキスとは、そのまんまキ──。

　そこまで考えて、美紅へ目をやりのどを鳴らす。

「翔、今変なこと考えただろ！」

「変なことは考えてないぞ！　ただ、この空間から出るには、もしかして……」

「その先は言うな！」

　美紅はあえて思考停止するかのように鋭するどく言う。

「まぁ落ち着け。俺たちは今、精神体だ。心と心の存在だ。つまりその状態でキスしても……ピュアなままだろ？」

「おぉ、なるほど！　肉体ではなく精神体ならＯＫ──って、そういう問題じゃない!!」

　彼女は俺にノリツッコミすると、そのまま頭を抱えてしまう。

　キスはキスだからな……。

　俺自身、こうもいきなり〝キスしろ〟と言われてもできるはずがなかった。だがこの空間はすでに管理者たる俺の手を離はなれた所で、キスしなければ下手へたしたらずっとここに……。

　二人で悩みこんでいると、ふと、美紅の小指になぜか淡あわく光っているアザを見つける。

「美紅、そのアザは……」

　言いながら、俺は〝ソラ〟の小指にもアザがついていたことを思い出し、自分の小指を見つめる。すると〝翔〟の状態であるにもかかわらずアザがついており、美紅と同じく光っていた。

「このアザはなんだ？　なんでリアルの姿にまで……」

「見た目がリアルと同じとはいえ、ここがピュアランド内だからだろう」

「え？」

「これは私の固有アクション、〝百年の約束センチユリー・プロミス〟の影えい響きようだ」

　彼女がそう言って小指を立てた直後、俺の耳に直接声が響ひびく。





『ソラさんはあなたとの〝約束〟を果たしました。次はあなたの番です』






「約束だと？」

　首をかしげる俺に、美紅が説明を始める。

「百年の約束センチユリー・プロミス……これは、端たん的てきに言えば〝約束をよりドラマティックにする能力〟だ」

「よりドラマティックって……。そもそも、なんの約束についての話なんだ？」

「私は以前、お前に『いろんな私を知って欲しいからラビリンスにいろんなイベントを用意した』という話をしただろ。あのときの約束だ」

『──いろんな私を知って欲しいから。だからソラにどうしても攻こう略りやくして欲しいの』

『──えっ……？』

『──だって私、ソラのこと……』

『──え……えぇぇ!?』

『──続きは……攻略してから言う！』

　美紅に言われ、俺はそのときのことを思い出す。

「確かに〝約束〟したな」

「そしてその約束の証あかしとして、〝指切り〟の痕あとがついたんだ。百年の約束は私の感情が高ぶったときの約束に対し、その力をオートで発揮してしまうらしくてな。それで『いろんな私を知ってもらうため』のＮＰＣが現れたり、『よりドラマティックに再会するため』に私がＡＩＴＯだとばらすようなイベントが作られたりしたんだ」

「なるほど……」

　美紅が作ったイベントを改変し、かつＮＰＣまで出現させるなんて……かなり強力な固有アクションだ。

「それで俺は約束を果たしたわけだが、次は美紅の番となると──」

　あの言葉の続きを言うのだ。

　俺にいろんな自分を知って欲しい。そしてそれを達成したあとに俺へ言いたかった言葉……。

　美紅が、覚かく悟ごを決めたように肩かたの力を抜ぬき、ふっと笑う。

「いろんなことがありすぎて、私は完全に忘れていたようだ。本当ならお前がラビリンスを攻略して私の前へ現れたとき、一番に言うべきセリフだったのにな」

　ゴクリ……。

　知らずのどが鳴る。

「もしかしたら、魂の恋人システムはすべてを知っていたのかもしれない。私がお前にあのセリフを言えば、そのあと必然的に取るべき行動……それをこの空間から脱だつ出しゆつするための条件にしてきたんだ」

「ちょ、それって……」

「だが、私に迷いはない。お前は私との約束を見事果たしてくれた。今度は……私が果たす番だ」

　美紅はそう言うと、強い意志を秘ひめた瞳ひとみで俺を見つめる。

　そして、ゆっくりと息を吸った。

「ソラ……私はお前のことが、好きだ！」

「セフィア……」

　美紅らしい真っ直すぐな言葉。

　それは俺の胸にすっと入り、一気に鼓こ動どうを高鳴らせる。

　気がつくと俺たちは自然に抱だき合っていた。

　そして、互たがいにその唇くちびるを……重ね合わせた。

「ん……」

　どちらの声だったのかわからない。

　ただ俺は、柔やわらかく潤うるおっている美紅の唇の感かん触しよくに身を任せていた。

　そして次の瞬しゆん間かん、キスの感触とともに美紅の〝感情〟が俺へ流れこむ。温かくて、幸せで、気持ちよくて……彼女が今この瞬間を真に大切に想おもっていることがよくわかった。

　相手の感情が流れこんだのは美紅も同じらしく、彼女は幸せそうに頰ほおを染めている。

〝キス〟とはこういうものなのだろうか……。リアルのキスは経験ないが、こんな幸福感……ピュアランドでなければ感じられない気がする。もしかしたらこれは、純愛を極きわめようとする俺たちにピュアランドが用意したプレゼントなのかもしれない。

　そう思えるほど、至福に満ちた時間だった。
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「それでは、『俺が考えた最強の純愛告白コンテスト』の優勝者を発表する！」

　俺はメシアの姿で、ピュアランドのオープニングをおこなった舞ぶ踏とう会場の二階に立つ。

　昨夜日付が変わる瞬間に終わったこのイベントだが、結果発表がある放課後まで待ちきれなかったのが一目でわかるほどみんなの瞳が期待と不安に満ちあふれていた。

「優勝者は……『心と心のキス』イベントを開いた、セフィア＆ソラのペアだ！」

　そう言うと同時に俺は大きな画面を展開し、ピュアランドのシステムが判断した優勝者の写真をみんなに見せる。

　そして全員の目がその写真へ集中した瞬間を狙ねらい、メシアから〝ソラ〟へと切り替かえて会場の一階にいたセフィアの隣となりへ立つ。

　その途と端たん、俺たちにスポットライトが当たり周りから拍はく手しゆが巻き起こった。

「あっちに行ったりこっちに行ったり……メシア様は大変ね」

「お前も運営を手伝えよ、ＡＩＴＯ」

「だって私はただの一プレーヤーだもの～」

「よく言う……」

　セフィアの憎にくまれ口に顔をしかめるも、本当に腹が立っているわけではない。

　彼女とのこういうやり取りすら、今の俺にとっては楽しくてしかたがなかった。

　もしかしたら、セフィア……美紅こそが魂の恋人ソウル・ラヴアーなのかもしれない。

　俺たちが出会ったのは、彼女が言った通り〝運命〟だったのだ。

　そう考えて胸の中が温かくなるのを感じつつ、俺はセフィアの手を取って高々と掲かかげる。

「みんなありがとう！　俺たちはこれからも純愛を極めるためにがんばるぞ!!」

　俺の言葉に一ひと際きわ大きな拍手が鳴り響く中、プレーヤーたちの間から不思議そうな声が聞こえ始める。

「垢あかＢＡＮ候補ナンバー一のソラが優勝したのも驚おどろきだけど……そもそも『心と心のキス』なんてイベント、あったか？」

「さぁ、私は知らないわ」

「俺も知らないな。全イベント名くらいは確かく認にんしたんだが……」

　まずいな……これ以上ここにいると面めん倒どうなことになりそうだ。

　セフィアも同じことを考えたらしく、苦笑いしていた。

「結果発表も終わったし……今からリアルで会うか！」

「そうね。今度はリアルで……たくさん話しましょ！」

　俺たちは笑い合うと、みんなに手を振ふりながら一いつ緒しよにログアウトした。




　　　　[image: ]




　リアルに戻もどると、辺りが暗くなっていた。

　俺が中庭のベンチに座ったままＡＲメガネを外していると、外灯の向こうから誰だれかが近づいてくるのが見える。

「なんだか変な感じだな」

　そのセリフとともに光に照らし出されたのは、恥はずかしそうに笑う美み紅くだった。

　俺はその笑えみに応こたえるように微笑ほほえむと、ベンチから立ち上がって彼女の前へ行く。

　だが……なかなか次の言葉が出ない。

　昨夜のキスの感触がまだ唇に残っている……それが俺をよけいに喋しやべりづらくさせていた。

　魂の恋人システムによってずいぶん打ち解けたはずだが、俺はやはりリアルが苦手なようだ。

「思ったままに喋るソラも好きだが……リアルに慣れない翔かけるも好きだぞ」

　美紅は俺の考えを察したのか、そう言ってそっと俺の手を握にぎる……って、手!?

「お、おま……」

「これでもう三度目なんだがな。ふふっ……しかし慌あわてる翔はかわいいな」

「か、かわいいとか言うな！　大体、俺たちがこんなリア充じゆうみたいなこと──」

「みなまで言うな。もちろんリア充みたいに『このまま手を繫つないで帰る』だなんてしない。だが……少しくらいはいいだろ？」

　彼女はそう言って微笑むと、いとおしそうに俺の手を両手で包み始めた。

「美紅……」

「不思議だな。ネットで〝カケル〟に会ったときは、まさかこんな関係になるだなんて想像もしていなかった」

「そうだな」

　俺は言いながら美紅の手の感触に身を委ゆだねる。

　ほっそりしてキメの細かい美紅の手……。魂の恋人システムに導かれてキスしたときとは違ちがうが、まるで彼女の幸福感が俺にも流れこんでくるようだった。

「──その様子を見るに、〝セフィア〟は城じよう之の森もりさんだったか」

　急に後ろから声がしたため、美紅が焦あせって手を放す。

　驚いて目を向けると、そこには歩ほ貴たかが立っていた。

「お前……なんでここに？」

「自分で呼び出しておいてなにを言う。ピュアランドにまたおかしなシステムがあったんだろ？」

「そ、そうだったな。そのことで今日、家に来てもらうんだったな」

「僕との約束を忘れるほどセフィアに熱を上げていたわけか」

　彼がため息をつきながら「友情とは儚はかないな」と漏もらしていると、その後ろから人ひと影かげが現れる。……渚なぎさだ。

「どうしたんだ？」

「歩貴に『お前も翔の家に来い』って呼ばれてね……」

　彼女はなぜか暗い表情でそうつぶやく。……また体調でも崩くずしたのか？

「そうだ、渚にはお礼を言わないとな。俺がネット恋れん愛あいよりリアルに目を向けていたとき叱しかってくれたろ？　あのおかげですべてがうまくいったんだ。ありがとう」

「それは……でもあたしは……」

　俺から珍めずらしくお礼を言われてリアクションに困ったのだろうか。彼女は必死になにか喋ろうとしていたが、ぐっと思いとどまるように口を閉じていた。

「とりあえず翔の家へ行こう」

　歩貴が潮時と言わんばかりにうながしてくる。

　俺が彼の言葉に頷うなずいて一歩踏ふみ出すと……今度は美紅が急に暗い顔をする。

「いきなりどうした？」

「──お嬢じよう様さま。そろそろバイオリンのお稽けい古こへ向かう時間です」

　向こうから、運転手が歩いてくるのが見える。

「私は……私は……」

　美紅は運転手を見てわなわな震ふるえ始めると、突とつ然ぜん、彼めがけてカバンを投げてしまう。

「わ……私だってたまには自分の時間が欲しいんだ！」

「おい、美紅……」

　唐とう突とつな行動に驚いて声を漏らすと、彼女は「翔、今のうちに行くぞ！」と全力でダッシュを始める。

　え、マジで!?

　啞あ然ぜんとして彼女の後ろ姿を眺ながめる中、一いつ瞬しゆんだけその背中が〝セフィア〟と重なって見えた。

「ふふっ……あのバラの君を変えてしまった罪は大きいな」

　歩貴が笑いをこらえながらこちらを見つめる。

「バカなことを言うな！　それより俺たちも行くぞ」

　そう叫さけぶが早いか、俺たちは美紅に続いて全力でダッシュを始めた。




　家に着くと、人生で初めてお稽古をサボって興奮していた美紅をみんなでなだめる。

　そして彼女が落ち着きを取り戻した頃ころ、俺たちはみんなでピュアランドのプログラムを調べた。その結果、魂の恋人システムについていくつか判明したことがある。




①魂の恋人システムは、ピュアガールが「ドキッ☆」とした瞬間に発動する




②ピュアランドには〝純愛力〟という隠かくしパラメーターが存在する。そしてそのレベルが最高に達した者同士が魂の恋人システムの出す課題をクリアすれば、晴れて〝魂の恋人〟が誕生する




　つまり、俺と美紅はまだ魂の恋人にはなっていなかったということか……。

　ついに魂の恋人を見つけたと浮うき立っていた心が、沈しずんでしまう。

　俺、魂の恋人システムの中で美紅とキスまでしたのに……リアルのキスじゃないが、美紅の心が流れこむ幸せなキス……ってキス？

「お、俺……魂の恋人じゃないのに美紅の唇くちびるを奪うばったのか!?」

　そっと漏らした驚きよう愕がくの言葉に震えてしまう。

　日ひ頃ごろから純愛力を説いている俺が、意図せず美紅の純情を奪ってしまった……。

「俺は、俺はなんてことを……!!」

　苦く悩のうで頭を抱かかえ、膝ひざを突ついてしまう。

　時に俺よりもピュアなことを言う美紅のことだ。キスした相手が魂の恋人じゃないとわかれば、その苦悩はきっと俺以上の──。

　そう思って顔を上げると、こちらをじっと見つめていた美紅と目が合う。

　だが彼女の瞳ひとみに苦悩の色はなく、むしろすべてを受け止めたかのように静かで優やさしい目をしていた。

「お前がなにを考えているのか大体わかるぞ。だが……心配するな」

「え……？」

「私は大だい丈じよう夫ぶだ。魂の恋人じゃなかったのは残念だが……私たちはいろんなことをのりこえて絆きずなを深めた。その事実は変わらないだろ？」

「も、もちろんそうだ！」

「そしてこのままさらに絆を深めれば、私たちはもしかしたら将来──」

　美紅はそこまで言うと、こちらを真っ直すぐ見つめる。

　そしてわずかに頰ほおを染めるも、胸を張って笑みを浮かべた。

「あのキスは、そのときこそ本当の意味を持つ」

　未来を信じる言葉……。美紅らしい、ピュアで一いち途ずなセリフだった。

　彼女の強い言葉が、堂々とした姿が、そしてかわいらしく頰を染めた笑みがまぶしい。

「美紅……ありがとう」

　俺は知らず彼女に笑みを返していた。

　そんな中、〝キス〟という単語を聞いた渚が驚いたようにこちらを見つめ、なにか焦るように視線をさまよわせ始める。

　するとその様子を眺めていた歩貴が肩かたをすくめた。

「お前……もうリアルで魂の恋人を見つけた方が早いんじゃないか？」

「リアルでだと？」

　……俺は今までネット恋愛にしか興味がなかった。しかし魂の恋人システムに導かれ、リアルの重要性も知った。男女が友達以上の深いつながりを持ってこその〝恋人〟なのだ……ならばリアルは無視できる問題じゃない。

「だが、美紅と絆を深められたのはピュアランドがあってこそだ。やはりネットは素す晴ばらしい。ゆえに俺の魂の恋人は……ネットで見つける!!」

「おま……このごにおよんで歪ゆがみないな……」

　歩貴は啞然としながら美紅や渚に目を向ける。

　そんな彼の脇わきで、渚が急にぷるぷると震え始めた。

「あんた……結局〝メシア様〟になってハーレムしたいだけなんじゃないの!?」

「ち、違うわ！　俺はハーレムなんて……不本意だ───────────!!」
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　あとがき







　はじめましての方は、はじめまして。お久しぶりの方は、お久しぶりです。

　この小説を書こうと思ったきっかけは、「ネットを題材にしたバトルものは多いけど、ネットを題材にした恋れん愛あいものは少ないな」と考えたからです。

　そして取材を進めるうちに、ネット上では様々な恋愛模様が展開されていました。

　リアルの世界とは違ちがう恋愛模様……でも、どこかリアルと重なる男女の恋愛……。

　ともすれば、リアルよりもリアルに相手の心が浮うき出てしまうネット恋愛は、〝魂の恋人ソウル・ラヴアー〟を探すのに適しているのかもしれないと思いました。

　そうやって、この本はできました。




　……そしてこの時点で、あとがきに書くネタが完全に尽つきました……orz

　だってあれですよ。この本は新シリーズ一巻目ですけど、僕のデビュー作から数えると十二冊目で……それまでに書いたあとがきって大体一ページか二ページくらいなんですよ。

　担当さんから「今回は八ページあります！」って言われた日には、一秒で「二ページ書くので、残りは広告とかで埋うめてください！」って返すダメなヤツなんですよ。

　なにせ趣しゆ味みが酒しかない……。

　よくＢＡＲで飲んだくれてるくらい、人生に酒しかない……。

　この間ＢＡＲに行ったら、ストラスアイラってかっこいい名前の酒があったのでかっこつけて注文したのですが、自分に合わない酒だったのでしっかり悪わる酔よいした程度の残念な酔よっ払ぱらい……。

　もしくは、担当さんから今まさにこの「あとがき原げん稿こう」を急せかされ、アイデア出しに外へ出て、なんだったら「近くの屋台で焼き鳥買って帰ろうかな～♪」なんて現実逃とう避ひしつつ、「焼き鳥なら日本酒がいいな～♪」ってさらに現実逃避を重ねた辺りで、担当さんが出版社でこの原稿を待っていることをやっと思い出して我に返った程度のマジメぶり。




　あ、そして今、担当さんから「早くあとがき出せよ！」と言わんばかりの別件メールが来ました！

　そう、作家さんを直接的に急かさず、別件メールで「私は今、あなたの原稿を待って仕事してます」という思いを伝える高度な編集術なんですよね、これ。

　いやぁ……できる編集さんが担当でよかったな～（涙）。




　さて、そろそろ話を真面目まじめな方向に戻もどします……。

　ネットの話をあとがきのはじめにしましたが……僕が思うに、リアルで自分に正直に生きられる人というのは、そんなに多くないような気がします。

　ピュアランドの住人たちも、同じです。

　そんなピュアな少女たちの〝純心〟を翔かけるが知ったとき、どんなピュアな恋愛が待っているのか……これから先もピュアランドは過熱してゆきますので、皆みな様さまに楽しんで頂けたのなら幸いです。




　最後に謝辞を。

　担当のＩ様、この『不本意～』の企き画かく草案を見て熱ねつ烈れつに推おしてくださり、ありがとうございます。企画が通ってからも様々な面でネタを提供して下さり、本当に助かりました。

　イラスト担当の仁に村むら様。登場人物＆アバター（ピュラ）の総数を考えると、描かかれる絵の枚数が一巻目から凄すごいことになっているこの企画を受けて下さりありがとうございます。かわいらしいヒロインたちの絵を拝見できて眼福でございます。

　またスニーカー編集部の皆様。企画初期の段階から様々なご意見、本当にありがとうございました。

　そして友人のＳくん。いつも僕の相談にのってくれてありがとう。

　最後に読者様。この本を楽しんで頂けましたのなら幸いです。次巻もそう間を置かずに出せるよう、鋭えい意い執しつ筆ぴつ中でございます。
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